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おことわり

商標

•　本マニュアルの内容の一部または全部を無断で複写、複製、転載することを禁じます。

•　本マニュアルの内容に関しては、改良のため予告なしに仕様などを変更することがあります。
あらかじめご了承ください。

•　本マニュアルの内容に関しては、万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなど、お気づきのことがあ
りましたら、お手数ですが、弊社支店または営業所までご連絡ください。
その際、巻末記載のMan.No.（マニュアルNo.）も併せてお知らせください。

•　Sysmacは、オムロン株式会社FA機器製品の日本およびその他の国における商標または登録商標です。

•　Microsoft、 Windows、 Excel、 Visual Basic、 Microsoft Edgeは、米国Microsoft Corporationの米国および
その他の国における登録商標または商標です。

•　EtherCAT® は、ドイツBeckhoff Automation GmbHによりライセンスされた特許取得済み技術であり登録商
標です。

•　Safety over EtherCAT® は、ドイツBeckhoff Automation GmbHによりライセンスされた特許取得済み技術
であり登録商標です。

•　ODVA、CIP、CompoNet、DeviceNet、EtherNet/IPはODVAの商標です。

•　SD、SDHCロゴは、SD-3C, LLCの商標です。

その他、本文中に掲載している会社名および製品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。

著作権
スクリーンショットはマイクロソフトの許諾を得て使用しています。



はじめに
このたびは、NX シリーズ アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットをお買い上げいただき
まして、ありがとうございます。
本マニュアルは、NX シリーズ アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットを使用する上で、
必要な情報を記載しています。お使いになる前に本マニュアルをよく読んで、機能・性能などを十分
ご理解いただき、システムの構築にご活用ください。
また、お読みになった後も本マニュアルは大切に保管して、いつも手元においてお使いください。

対象となる読者の方々
本マニュアルは、電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）を有する、次の方を対象に記述して
います。
• FA 機器の導入を担当される方
• FA システムを設計される方
• FA 機器を設置、接続される方
• FA 現場を管理される方
また、プログラミング言語に関して、国際標準規格 IEC 61131-3 もしくは国内標準規格 JIS B 3503
に規定される内容をご理解いただいている方を対象に記述しています。

対象となる製品
本マニュアルは以下の製品を対象にしています。
• NX シリーズ アナログ入力ユニット

形 NX-AD££££
• NX シリーズ アナログ出力ユニット

形 NX-DA££££

はじめに
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分冊構成
本製品を使用する際には、関連する製品のマニュアルを参照いただく必要があります。
目的に応じてお読みいただき、本製品を十分にご活用ください。
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各 NX ユニットについて知りたいとき。

仕様 ¡ ¡

機能 ¡ ¡

使用方法 ¡ ¡

I/O 端子、電源端子の配線方法 ¡ ¡ ¡

NX シリーズ CPU ユニットの CPU ラック
について知りたいとき。

仕様 ¡ ¡ ¡

システム構築 ¡ ¡ ¡

電源供給システム ¡ ¡ ¡

使用手順 ¡ ¡ ¡

設置方法 ¡ ¡

サポートソフトの接続方法 ¡

性能見積もり ¡ ¡

スレーブターミナルについて知りたいとき。

仕様 ¡ ¡

システム構築 ¡ ¡

電源供給システム ¡ ¡ ¡

使用手順 ¡ ¡

設置方法 ¡ ¡

サポートソフトの接続方法 ¡ ¡

性能見積もり ¡ ¡ ¡

NX シリーズ 通信コントロールユニットの
CPU ラックについて知りたいとき。

仕様 ¡

システム構築 ¡

電源供給システム ¡ ¡

使用手順 ¡

設置方法 ¡

分冊構成
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サポートソフトの接続方法 ¡

性能見積もり ¡ ¡

設定などの各種操作をするとき ¡ ¡

トラブル発生時の対処をしたいとき。

CPU ラックまたはスレーブターミナル
のトラブル対処方法

¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡

各 NX ユニットのトラブル対処方法 ¡ ¡

各 NX ユニットの保守作業をしたいとき。 ¡ ¡

各 NX ユニットの消費電力や質量などのデ
ータを一覧で閲覧したいとき。

¡

分冊構成
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NXシリーズCPUユニット

(C) スレーブターミナル

(D)サポートソフト

内蔵 EtherCATポート

内蔵EtherNet/IPポートへ接続

(A) NXユニット

(B) CPUラック

形NX1P2-*******

 エンドカバー

EtherCAT

EtherCATカプラユニット

(A) NXユニット

Sysmac Studio

分冊構成
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マニュアルの読み方

ページ構成
このマニュアルの各ページの構成は次のとおりです。

4 - 9

4   設置と配線

NJ シリーズ　CPUユニット ユーザーズマニュアル　ハードウェア編（SBCA-358）

4-3  ユ
ニ
ッ
ト
の
取
り
付
け

4

4-3-1  ユ
ニ
ッ
ト
同
士
の
接
続

4-3 ユニットの取り付け

ユニット同士は、それぞれのコネクタをかみ合わせ、スライダをロックするだけで接続可能です。右
端のユニットには、エンドカバーを接続します。

1 コネクタをきちんとかみ合わせて、ユニット同士を接続します。

2 上下に付いている黄色のスライダを「カチッ」と音がするまでスライドさせ、ロックします。

電源ユニットや CPU ユニット、I/O ユニット、高機能 I/O ユニット、CPU 高機能ユニットを
接続するときは、ユニット間コネクタを結合後、上下のスライダをカチッと音がするまでスラ
イドさせて、確実にロックしてください。

4-3-1 ユニット同士の接続

コネクタ　
フック フック用穴

ロック

解除

スライダ

スライダをカチッと音がするまで 
背面側へスライドさせます。 

章タイトル
節タイトル
項タイトル節タイトル

操作手順

マニュアル名称

注記、補足、参照先

項タイトル

章番号

現在のページの章／
節／項タイトルをそれ
ぞれ示します。

操作手順を示します。

注記、補足、参照先など
の各項目を、アイコンに
よって示しています。

現在のページの章
番号を示します。

このページは、説明用の見本です。実際の内容とは異なります。

マニュアルの読み方

5NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



アイコン
このマニュアルで使われているアイコンには、次のような意味があります。

安全上の要点
製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。

使用上の注意
製品の動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避すべきこと
を示します。

参考
必要に応じて読んでいただきたい項目です。
知っておくと便利な情報や、使用する上で参考となる内容について説明しています。

バージョン関連情報
コントローラや Sysmac Studio の、バージョンによる性能や機能の違いについて説明しています。

表記についての留意事項
• このユーザーズマニュアルでは、サポートソフトから実機にデータを転送することを“ダウンロー

ド”、実機からデータをサポートソフトに転送することを“アップロード”と記述しています。
• このユーザーズマニュアルでは、ユニットの向きに対し、以下の図を正面として、次のように表現

しています。

右左

上

下

• このユーザーズマニュアルでは、“NY シリーズ IPC マシンコントローラ 産業用 パネル型 PC ／産
業用ボックス型 PC”を“産業用 PC”または “NY シリーズ 産業用 PC”と記述しています。

• このユーザーズマニュアルで、“内蔵 EtherCAT ポート”と記述している場合は、“NJ/NX シリー
ズ CPU ユニットの内蔵 EtherCAT ポート”または“NY シリーズ 産業用 PC の内蔵 EtherCAT ポ
ート”を指します。

マニュアルの読み方
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• このユーザーズマニュアルでは、CPU ユニットや産業用 PC のユーザーズマニュアルを参照する
記述をしている箇所で、マニュアル名称や Man.No を省略している場合があります。以下に省略の
例を示します。
例:

マニュアル名称 省略した記述 共通する文字
NJ/NX シリーズ CPU ユニットユーザー
ズマニュアル ソフトウェア編

接続する CPU ユニットまたは産業
用 PC のユーザーズマニュアル ソ
フトウェア編

ソフトウェア編

NY シリーズ IPC マシンコントローラ 産
業用パネル型 PC／産業用ボックス型 PC
ユーザーズマニュアル ソフトウェア編
NJ/NX シリーズ CPU ユニット内蔵
EtherCAT®ポートユーザーズマニュアル

接続する CPU ユニットまたは産業
用 PC の内蔵 EtherCAT ポートの
ユーザーズマニュアル

内蔵 EtherCAT ポート

NY シリーズ IPC マシンコントローラ 産
業用パネル型 PC／産業用ボックス型 PC
ユーザーズマニュアル 内蔵 EtherCAT®ポ
ート編

• このユーザーズマニュアルでは、通信カプラユニットのユーザーズマニュアルを参照する記述をし
ている箇所で、マニュアル名称や Man.No を省略している場合があります。

• このユーザーズマニュアルでは、通信コントロールユニットのユーザーズマニュアルを参照する記
述をしている箇所で、マニュアル名称や Man.No を省略している場合があります。

• CPU ユニットのマニュアル名称や Man.No を省略している場合は、本書の「関連マニュアル
(P.30)」を参照し、省略した記述の内の共通する文字から、該当するユーザーズマニュアルを特定
してください。
通信カプラユニットのマニュアル名称や Man.No を省略している場合は、本書の「関連マニュアル
(P.30)」を参照し、該当するユーザーズマニュアルを特定してください。
通信コントロールユニットのマニュアル名称や Man.No を省略している場合は、本書の「関連マニ
ュアル (P.30)」を参照し、該当するユーザーズマニュアルを特定してください。

マニュアルの読み方

7NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



マニュアルの読み方
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目次構成

目次構成
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ご承諾事項
「当社商品」について特別の合意がない場合には、お客様のご購入先にかかわらず、本ご承諾事項記載
の条件を適用いたします。

定義
本ご承諾事項中の用語の定義は次のとおりです。
•「当社商品」：「当社」の FA システム機器、汎用制御機器、センシング機器、電子・機構部品
•「カタログ等」：「当社商品」に関する、ベスト制御機器オムロン、電子・機構部品総合カタログ、そ

の他のカタログ、仕様書、取扱説明書、マニュアル等であって電磁的方法で提供されるものも含み
ます。

•「利用条件等」：「カタログ等」に記載の、「当社商品」の利用条件、定格、性能、動作環境、取り扱
い方法、利用上の注意、禁止事項その他

•「お客様用途」：「当社商品」のお客様におけるご利用方法であって、お客様が製造する部品、電子基
板、機器、設備またはシステム等への「当社商品」の組み込み、または利用を含みます。

•「適合性等」：「お客様用途」での「当社商品」の(a)適合性、(b)動作、(c)第三者の知的財産の非侵
害、(d)法令の遵守および(e)各種規格の遵守

記載事項のご注意
「カタログ等」の記載内容については次の点をご理解ください。
• 定格値および性能値は、単独試験における各条件のもとで得られた値であり、各定格値および性能

値の複合条件のもとで得られる値を保証するものではありません。
• 参考データはご参考として提供するもので、その範囲で常に正常に動作することを保証するもので

はありません。
• 利用事例はご参考ですので、「当社」は「適合性等」について保証いたしかねます。
•「当社」は、改善や当社都合等により、「当社商品」の生産を中止し、または「当社商品」の仕様を

変更することがあります。

ご利用にあたってのご注意
ご採用およびご利用に際しては次の点をご理解ください。
• 定格・性能ほか｢利用条件等｣を遵守しご利用ください。
• お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、｢当社商品｣のご利用の可否をご判断ください。｢当

社｣は｢適合性等｣を一切保証いたしかねます。
• ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図した用途に対して、適切に配電・設置されているこ

とをお客様ご自身で、必ず事前に確認してください。
• ｢当社商品｣をご使用の際には、(i)定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご利用、冗長設計

などの安全設計、(ii)｢当社商品｣が故障しても、｢お客様用途｣の危険を最小にする安全設計、(iii)利
用者に危険を知らせるための、安全対策のシステム全体としての構築、(iv)｢当社商品｣および｢お客
様用途｣の定期的な保守、の各事項を実施してください。

•「当社」は DDoS 攻撃（分散型 DoS 攻撃）、コンピュータウイルスその他の技術的な有害プログラ
ム、不正アクセスにより、「当社商品」、インストールされたソフトウェア、またはすべてのコンピ
ュータ機器、コンピュータプログラム、ネットワーク、データベースが感染したとしても、そのこ
とにより直接または間接的に生じた損失、損害その他の費用について一切責任を負わないものとし
ます。

ご承諾事項
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お客様ご自身にて、①アンチウイルス保護、②データ入出力、③紛失データの復元、④「当社商品」
またはインストールされたソフトウェアに対するコンピュータウイルス感染防止、⑤「当社商品」
に対する不正アクセス防止についての十分な措置を講じてください。

• ｢当社商品｣は、一般工業製品向けの汎用品として設計製造されています。従いまして、次に掲げる
用途での使用は意図しておらず、お客様が｢当社商品｣をこれらの用途に使用される際には、｢当社｣
は｢当社商品｣に対して一切保証をいたしません。ただし、次に掲げる用途であっても「当社」の意
図した特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合は除きます。
a) 高い安全性が必要とされる用途（例：原子力制御設備、燃焼設備、航空・宇宙設備、鉄道設備、

昇降設備、娯楽設備、医用機器、安全装置、その他生命・身体に危険が及びうる用途）
b) 高い信頼性が必要な用途（例：ガス・水道・電気等の供給システム、24 時間連続運転システム、

決済システムほか権利・財産を取扱う用途など）
c) 厳しい条件または環境での用途（例：屋外に設置する設備、化学的汚染を被る設備、電磁的妨害

を被る設備、振動・衝撃を受ける設備など）
d) ｢カタログ等｣に記載のない条件や環境での用途

• 上記の(a)から(d)に記載されている他、｢本カタログ等記載の商品｣は自動車（二輪車含む。以下同
じ）向けではありません。自動車に搭載する用途には利用しないで下さい。自動車搭載用商品につ
いては当社営業担当者にご相談ください。

保証条件
「当社商品」の保証条件は次のとおりです。
• 保証期間　ご購入後 1 年間といたします。
（ただし「カタログ等」に別途記載がある場合を除きます。）

• 保証内容　故障した「当社商品」について、以下のいずれかを「当社」の任意の判断で実施します。
a) 当社保守サービス拠点における故障した「当社商品」の無償修理

（ただし、電子・機構部品については、修理対応は行いません。）
b) 故障した「当社商品」と同数の代替品の無償提供

• 保証対象外　故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、保証いたしません。
a)「当社商品」本来の使い方以外のご利用
b)「利用条件等」から外れたご利用
c) 本ご承諾事項「ご利用にあたってのご注意」に反するご利用
d)「当社」以外による改造、修理による場合
e)「当社」以外の者によるソフトウェアプログラムによる場合
f) 「当社」からの出荷時の科学・技術の水準では予見できなかった原因
g) 上記のほか「当社」または「当社商品」以外の原因（天災等の不可抗力を含む）

責任の制限
本ご承諾事項に記載の保証が、「当社商品」に関する保証のすべてです。

「当社商品」に関連して生じた損害について、「当社」および「当社商品」の販売店は責任を負いませ
ん。

輸出管理
「当社商品」または技術資料を、輸出または非居住者に提供する場合は、安全保障貿易管理に関する日
本および関係各国の法令・規制を遵守ください。お客様が法令・規則に違反する場合には、「当社商
品」または技術資料をご提供できない場合があります。

ご承諾事項
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安全上の注意

安全に使用していただくための表示と意味
このユーザーズマニュアルでは、NX シリーズ アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットを
安全に使用していただくために、注意事項を次のような表示と図記号で示しています。
ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。必ず守ってください。
表示と意味は次のとおりです。

警 告

注 意

正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、軽傷・中程
度の傷害を負ったり万一の場合には重傷や死亡に至ったりする
おそれがあります。また、同様に重大な物的損害をもたらすお
それがあります。

正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、時に軽傷・
中程度の傷害を負ったり、あるいは物的損害を受けたりするお
それがあります。

図記号の説明
¡に斜線の記号は、禁止を意味しています。
具体的な内容は、¡の中と文章で示します。
左図の場合は、「分解禁止」を表します。

r 記号は、注意（警告を含む）を意味しています。
具体的な内容は、r の中と文章で示します。
左図の場合は、「感電注意」を表します。
r 記号は、注意（警告を含む）を意味しています。
具体的な内容は、r の中と文章で示します。
左図の場合は、「一般的な注意」を表します。
l 記号は、強制を意味しています。
具体的な内容は、l の中と文章で示します。
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。

安全上の注意
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警告

警告

通電中
通電中は、端子部に触れないでください。
感電のおそれがあります。

本製品を分解しないでください。
特に通電中や通電 OFF 直後は、電源供給するユニット内部には昇圧による電圧の高い部
分があり、感電のおそれがあります。また、内部の鋭利な部品でけがをする可能性があ
ります。

フェールセーフ対策
CPU ユニット、産業用 PC および各ユニット／スレーブの故障や外部要因による異常が
発生した場合でも、システム全体が安全側に働くように、外部で安全対策を施してくだ
さい。
異常動作により、重大な事故につながるおそれがあります。
非常停止回路、インタロック回路、リミット回路など、安全保護に関する回路は、必ず
外部の制御回路で構成してください。

CPU ユニットや産業用 PC は、以下のときに、出力ユニットの全出力を OFF にし、リ
モート I/O 上のスレーブはスレーブ側の動作に従います。
• 電源部異常が発生したとき
• 電源接続不正が発生したとき
• CPU 異常（WDT 異常）または CPU リセットが発生したとき
• 全停止フォールトレベルのコントローラ異常が発生したとき
• 電源投入から運転モードに移行するまでの起動中
これらのとき、システムが安全側に動作するよう、外部で対策を施してください。
出力リレーの溶着や焼損、出力トランジスタの破壊などによって、出力が ON または
OFF になったままになることがあります。このとき、システムが安全側に動作するよう
に、外部で対策を施してください。

スレーブ機器などの外部電源が過負荷状態になる、または短絡状態になると電圧が低下
し、出力が OFF になったり、入力が取り込めなくなったりする場合があります。このと
きシステムが安全側に動作するよう、必要によっては外部電源電圧を監視し、制御に取
り込むなど外部で対策を施してください。
信号線の断線、瞬時停電による異常信号などに備えて、ご使用者側でフェールセーフ対
策を施してください。
異常動作により重大な事故につながるおそれがあります。

電圧／電流入力
ユニットおよびスレーブに入力する電圧や電流は定められた範囲で入力してください。
範囲外の電圧や電流を使用すると故障や火災の原因となります。

安全上の注意
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転送
Sysmac Studio 等のツールからユニット構成情報、パラメータ等の各種データ、設定値
を転送するときは、転送先の安全を確認してから行ってください。
コントローラの動作モードにかかわらず、装置や機械が想定外の動作をするおそれがあ
ります。

安全上の注意
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注意

注意

配線時
非絶縁 DC 電源を持つ通信カプラユニットに、パソコンなどの周辺機器を接続するとき
は、外部電源（ユニット電源）を 0V 側で接地するか、または接地しないでください。
周辺機器の接地方法によっては、外部電源（ユニット電源）が短絡することがあります。
下図のような 24V 側接地は、絶対に行わないでください。

周辺機器
（パソコンなど）

非絶縁DC電源
（内部電源回路）

0V

ツールケーブル

通信カプラユニット NXユニット電源

ユニット電源

接地端子 24V

端子台のねじ、ケーブルのねじは、本マニュアルまたは参照マニュアルで指定したトル
クで締め付けてください。ねじが緩むと発火および誤動作のおそれがあります。

オンラインエディット
入出力タイミングが乱れても影響のないことを確認してからオンラインエディットをし
てください。オンラインエディットすると、タスク実行時間がタスク周期を上回り、外
部との入出力が更新されず、入力信号を読み取れなかったり、出力タイミングが乱れた
りする場合があります。

安全上の注意
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安全上の要点

輸送時
• ユニットを輸送するときは、専用のこん包箱を使用してください。

また、輸送中に過度な振動や衝撃が加わらないように注意してください。
• 製品を落下させたり、異常な振動や衝撃を与えたりしないでください。

製品の故障、焼損の可能性があります。

装着時
• 端子台、コネクタは装着位置を十分確認してから、装着してください。
• 端子台、増設ケーブルなどロック機構のあるものは、必ずロックしていることを確認してから使用

してください。

設置時
• ユニットの取り付け時には、必ず電源を OFF にしてください。電源を OFF にしないと、ユニット

の誤動作や破損につながる恐れがあります。
• NX ユニットを取り外すときは、必ずユニット電源と I/O 電源を OFF にしてください。
• ユニットには、シールやテープなどを貼り付けないでください。ユニットの取り付け/取り外し時

に、粘着物やくずが NX バスコネクタの端子に付着し、誤動作するおそれがあります。
• ユニットの NX バスコネクタの端子に触れないでください。NX バスコネクタの端子に汚れが付着

し、ユニットが誤動作するおそれがあります。

例：NXユニット（12mm幅）

• NX ユニットの下図に示す禁止領域に、インクで文字などを書き込んだり、汚したりしないでくださ
い。ユニットの取り付け/取り外し時に、インクや汚れが NX バスコネクタの端子に付着し、CPU
ラックまたはスレーブターミナルが誤動作するおそれがあります。
CPU ユニット、通信カプラユニットおよび通信コントロールユニットの禁止領域については、接続
する CPU ユニット、通信カプラユニットまたは通信コントロールユニットのユーザーズマニュアル
を参照してください。

安全上の要点
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禁止領域
（斜線部）

• 下図の取付方向の場合、下側のエンドプレートにケーブルの重量がかからないよう、ダクト等でケ
ーブルを保持して設置してください。下側のエンドプレートがケーブルの重量でずり下がり、スレ
ーブターミナルが DIN レールに固定されず、誤動作するおそれがあります。

天

地

配線時
• スイッチなどの設定や配線に間違いがないかを十分に確認してから通電してください。
• 配線をする際は、正しい配線部品、配線工具を使用してください。
• ケーブルを無理に曲げたり、引っ張ったりしないでください。また、ケーブルのコード部に重いも

のを載せないでください。断線するおそれがあります。
• 配線および施工の際は、ユニット内部に金属くずが入らないように注意してください。
• スクリューレスクランプ端子台のリリースホールに対して、マイナスドライバをまっすぐに押し込

まないでください。端子台が破損するおそれがあります。

• スクリューレスクランプ端子台のリリースホールにマイナスドライバを押し込むときは、30N 以下
の適切な力で押し込んでください。過剰な力で押し込むと、端子台が破損するおそれがあります。

• スクリューレスクランプ端子台のリリースホールにマイナスドライバを押し込んだ状態で、マイナ
スドライバを傾けたり、ねじったりしないでください。端子台が破損するおそれがあります。

安全上の要点
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• AC 入力ユニットの入力接点としてリードスイッチを使用する場合は、許容電流 1A 以上のものをご
使用ください。許容電流の小さいリードスイッチを使用した場合は、突入電流により接点が溶着す
ることがあります。

• M3 ねじ端子台の配線は、圧着端子を付けてください。より合わせただけの電線を直接、M3 ねじ端
子台に接続しないでください。

電源設計時
• 使用される I/O 電源の容量は、ユニットの仕様の範囲内で使用してください。
• NX シリーズ CPU ユニットの CPU ラックの場合、I/O 電源電流は、CPU ユニットの形式ごとに定

められた仕様の値以下で使用してください。たとえば、形 NX1P2 CPU ユニットでは、4A 以下で
使用してください。仕様範囲外の環境で使用した場合、故障や破壊の原因となります。CPU ユニッ
トの形式ごとの I/O 電源電流は、接続する CPU ユニットのユーザーズマニュアルを参照してくださ
い。

• 本マニュアルに基づき、適切な電源容量で使用してください。
• 本マニュアルで指定した電源電圧で使用してください。
• 入力ユニットには、定格値を超える電圧を印加しないでください。
• 出力ユニット／スレーブは、最大定格を超える電圧の印加および負荷接続をしないでください。
• 電源投入時には突入電流が発生します。外部回路のヒューズやブレーカを選定される際は、溶断お

よび検知特性や上記内容をご考慮の上、余裕を持った設計を行ってください。
• 外部配線の短絡および、過電流に備えて、ブレーカなどの安全対策を施してください。

電源投入時
• 電源投入時の動作モードに関しては設備に影響が無いことを確認した上で、設定してください。

本運転時
• 運転時には、必ず、通信カプラユニットに接続した NX ユニットをユニット構成情報として、上位

の通信マスタに登録してください。
• 作成したユーザプログラムおよび各種データや設定値は、十分な動作確認を行ったあと、本運転に

移行してください。
• 縮退運転の設定を変更した場合、変更によって異常発生時の出力状態が変わる場合があります。安

全を確認の上、使用してください。
• 縮退運転する場合は、ユニットの I/O データの有効性を判断するためのプログラムを必ず作成して

ください。作成しない場合、I/O リフレッシュを継続しているユニットと、継続していないユニット
をユーザプログラムで判断できません。

安全上の要点
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電源 OFF 時
• サポートソフトから各種データ、ユーザプログラムを転送中は、ケーブルを抜いたり、コントロー

ラやスレーブターミナルの電源を OFF したりしないでください。
• 次のことを行うときは、ユニットの外部供給電源を OFF にしてください。

a) NX ユニットや通信カプラユニット、CPU ユニット、産業用 PC、通信コントロールユニットの
着脱

b) 装置の組み立て
c) ディップスイッチやロータリスイッチの設定
d) ケーブルの接続、配線
e) 端子台やコネクタの取り付け、取り外し
電源切断後、電源供給するユニットは数秒間ユニットに対して給電を継続する場合があり、この間
PWR LED が点灯します。上記の操作は、PWR LED の消灯を確認してから行ってください。

操作時
• 次の操作は設備に影響がないかを確認したうえで行ってください。

a) CPU ユニットや産業用 PC の動作モードの変更（電源投入時の動作モード設定を含む）
b) ユーザプログラム、設定の変更
c) 設定値／現在値の変更
d) 強制値リフレッシュ

• スレーブやユニットの設定を変更してリスタートするときは、接続先の対象機器の安全を十分に確
認してから行ってください。

通信一般
• 通信距離および接続台数は仕様の範囲内で使用してください。
• 接続する通信カプラユニットの通信に関する安全上の要点については、通信カプラユニットのユー

ザーズマニュアルを参照してください。

ユニット交換時
• ユニットを交換するときは、運転再開に必要な設定データ、変数を交換したユニットに転送してか

ら、運転を開始してください。

廃棄時
• 本体の廃棄については、地方自治体により規制を受ける場合があります。それぞれの自治体規制に

従って廃棄してください。

安全上の要点
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使用上の注意

保管時、装着時、配線時
• 本マニュアルに示すとおり、正しく設置や配線をしてください。
• 次のような環境に設置や保管しないでください。焼損、運転停止、誤動作する可能性があります。

日光が直接当たる場所
周囲温度や相対湿度が仕様値の範囲を超える場所
温度変化が急激で結露するような場所
腐食性ガス、可燃性ガスのある場所
ちり、ほこり、塩分、鉄粉が多い場所
水、油、薬品などのひまつがかかる場所
本体に直接振動や衝撃が伝わる場所

• 次のような場所で使用する際は、遮へい対策を十分に行ってください。
強い高周波ノイズを発生する機器の近く
静電気などによるノイズが発生する場所
強い電界や磁界が生じる場所
放射線を被ばくするおそれのある場所
電源線や動力線が近くを通る場所

• 接地された金属に触るなどして人体の静電気を放電させてから、ユニットに触れてください。
• 電源供給するユニットは、定格電源電圧で使用してください。特に電源事情が悪い場所では、定格

の電圧や周波数の電源が供給できるようにして使用してください。
• 発熱体の近くへの設置を避け、通風の確保などをして正しく設置してください。誤動作、運転停止、

焼損の可能性があります。
• ユニット開口部から異物を入れないでください。焼損、感電、故障の可能性があります。

本運転時
• 異常の重要度を変更した場合、変更によって異常発生時の出力状態が変わる場合があります。安全

を確認の上、使用してください。

電源 OFF 時
• データの転送中は、ユニットの電源を OFF にしないでください。
• CPU ユニット、通信カプラユニット、通信コントロールユニットや NX ユニットにパラメータを書

き込み中は、電源を落とさないでください。

通信一般
• 接続する通信カプラユニットの通信に関する使用上の注意については、通信カプラユニットのユー

ザーズマニュアルを参照してください。
• 接続する通信コントロールユニットの通信に関する使用上の注意については、通信コントロールユ

ニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

使用上の注意
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法規と規格

海外でのご使用
本製品のうち、外国為替および外国貿易管理法に定める輸出許可、承認対象貨物（または技術）に該
当するものを輸出（または非居住者に提供）する場合は、同法に基づく輸出許可、承認（または役務
取引許可）が必要です。

EU 指令への適合

適合指令
• EMC 指令
• 低電圧指令

適合の考え方

l EMC 指令
オムロンの商品は、各種機械、製造装置に組み込まれ使用される電気機器であるため、組み込んだ
機械や装置がより容易に EMC 規格に適合できるように、商品自身の関連する EMC 規格(*1)の適
合を図っています。
しかし、お客様の機械や装置はさまざまであり、かつ EMC の性能は EU 指令適合商品を組み込ん
だ機器や制御盤の構成、配線状態、配置状態などにより変化しますので、お客様の使用状態での適
合性は確認できません。したがって、機械や装置全体での最終的な EMC 適合性の確認を、お客様
自身で実施していただくようにお願いします。
*1. EMC（Electro-Magnetic Compatibility：電磁環境両立性） 関連規格のうち、EMS（Electro-Magnetic

Susceptibility：電磁感受性） に関しては EN 61131-2、EMI（Electro-Magnetic Interference：電磁妨
害） に関しては EN 61131-2。また、Radiated emission は 10m 法によります。

l 低電圧指令
電源電圧 AC50∼1000V および DC75∼1500V で動作する機器に対し、必要な安全性が確保され
ていることを求めています。適用規格は EN 61010-2-201 です。

l EU 指令への適合
NX シリーズは、EU 指令に適合しています。しかし、お客様の機械や装置を EU 指令に適合させる
にあたり、以下の注意が必要です。
• NX シリーズは、必ず制御盤内に設置してください。
• NX シリーズにユニット電源、I/O 電源として接続する DC 電源は、SELV 仕様の電源を使用し

てください。
推奨電源にて EMC 規格の適合性を確認しています。NX シリーズ CPU ユニットの CPU ラック
での、推奨電源については、接続する CPU ユニットのユーザーズマニュアルを参照してくださ
い。スレーブターミナルでの、推奨電源については、接続する通信カプラユニットのユーザーズ
マニュアルを参照してください。NX シリーズ通信コントロールユニットの CPU ラックでの、推
奨電源については、接続する通信コントロールユニットのユーザーズマニュアルを参照してくだ
さい。

法規と規格
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• NX シリーズの EU 指令適合商品は、EMI に関して共通エミッション規格(EN 61131-2)に適合
していますが、特に Radiated emission（10m 法） に関しては、使用する制御盤の構成、接続
されるほかの機器との関係、配線等により変化することがあります。
したがって、EU 指令適合品である NX シリーズを使用する場合でも、お客様にて機械や装置全
体で EU 指令適合性を確認および対応していただく必要があります。

• NX シリーズにユニット電源、I/O 電源として接続する DC 電源は、出力保持時間が 10ms 以上
の電源を使用してください。

• この商品は「class A」（工業環境商品）です。住宅環境で利用しますと、電波妨害の原因となる
可能性があります。その場合には電波妨害に対する適切な対策が必要となります。

EU 指令適合条件
NX シリーズ アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの、イミュニティ試験条件は以下の
ようになります。

ユニット種別 変換時間 総合精度
アナログ入力ユニット 250μs ／点 +3%/ − 6%

10μs ／点 +6%/ − 6%
アナログ出力ユニット 250μs ／点 +4%/ − 4%

10μs ／点 +4.5%/ − 4.5%

アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの接続には、2 芯ツイストペアシールド線または
3 芯一括ツイストシールド線を使用し、シールド線は未接続の状態で適合性を確認しています。

UL, CSA 規格への適合
NX シリーズには、UL 規格や CSA 規格に適合している形式があります。
UL 規格や CSA 規格に適合している形式を使用して、お客様の機械や装置に規格を適用する場合は、
製品に付属する「INSTRUCTION SHEET」を参照してください。「INSTRUCTION SHEET」に、規
格を適用するための使用条件が説明されています。

船舶規格への適合
NX シリーズには、各種船舶規格に適合している形式があります。
各種船舶規格に適合している形式を使用して、お客様の機械や装置に各種船舶規格を適用する場合は、
当社営業担当者へ問い合わせてください。設置場所により使用条件が設定されているため、設置場所
によっては使用できない場合があります。
船級規格の使用条件については、NX ユニットを接続する CPU ユニット、通信カプラユニットまたは
通信コントロールユニットのユーザーズマニュアルの「船舶規格への適合」を参照してください。
なお、船舶規格を取得していない場合は、該当のユーザーズマニュアルに使用条件の記載がありませ
ん。

KC 認証への適合
本製品を韓国で使用する場合には、以下の注意事項を守ってください。

法規と規格
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Class A 機器（業務用放送通信機器）
この機器は、業務用電磁波発生機器(Class A)であり、家庭以外の場所での使用を意図しています。
販売者やユーザは、この点に注意してください。

ソフトウェアのライセンスと著作権
本製品にはサードパーティ製のソフトウェアが組み込まれています。このソフトウェアに関連するラ
イセンスと著作権については、http://www.fa.omron.co.jp/nj_info_j/ をご覧ください。

法規と規格
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ユニットバージョン
ユニットバージョンの表記や確認方法、サポートソフトのバージョンとの関係について説明します。

ユニットバージョンとは
ユニットバージョンとは、NX シリーズ各ユニットの改変番号のことです。同一形式のユニットでも、
ユニットバージョンが異なると、搭載機能にいくらかの違いがあります。
以下に、通信カプラユニットや NX ユニットでの例を示します。CPU ユニット、産業用 PC および通
信コントロールユニットのユニットバージョンの表記や確認方法については、各ユニットのユーザー
ズマニュアルを参照してください。

製品での表記
製品の側面の仕様表記部や切欠き部にて、「ユニットバージョン」が確認できます。

切欠き部

仕様表記部

LOT No.

ロット番号、ユニットバージョン ユニット形式

ユニットバージョンロット番号

ユニットバージョン
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仕様表記部には、以下の情報が記載されています。

名称 機能
ユニット形式 本ユニットの形式を示します。
ユニットバージョン 本ユニットのユニットバージョンを示します。
ロット番号 本ユニットのロット番号を示します。

DDMYY£: ロット番号、£: 当社使用
M は月を表し、X は 10 月、Y は 11 月、Z は 12 月を意味します。

切欠き部には、以下の情報が記載されています。

名称 機能
ロット番号とユニットバー
ジョン

本ユニットのロット番号とユニットバージョンを示します。
• DDMYY£: ロット番号、£: 当社使用

M は月を表し、X は 10 月、Y は 11 月、Z は 12 月を意味します。
• 1£: ユニットバージョン

仕様表記部の記載に対し、小数点を省略しています。

サポートソフトによる確認方法
CPU ユニットに NX ユニットを接続する場合、NX ユニットのユニットバージョンの確認方法は、接
続する CPU ユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

通信カプラユニットに NX ユニットを接続する場合、通信カプラユニットおよび NX ユニットのユニ
ットバージョンの確認方法は、使用する通信カプラユニットのユーザーズマニュアルを参照してくだ
さい。
通信コントロールユニットに NX ユニットを接続する場合、NX ユニットのユニットバージョンの確認
方法は、接続する通信コントロールユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

ユニットバージョンとサポートソフトのバージョン
ユニットのバージョンにより、対応している機能が異なります。バージョンアップで追加された機能
を使用するときは、対応しているバージョンのサポートソフト を使う必要があります。
ユニットバージョンによるサポート機能一覧については、NX ユニットの接続先に応じて、以下を参照
してください。
•「A-5 CPU ユニットに接続時のバージョン関連情報 (P.A-70)」
•「A-6 通信カプラユニットに接続時のバージョン関連情報 (P.A-72)」
•「A-7 通信コントロールユニットに接続時のバージョン関連情報 (P.A-76)」

ユニットバージョン
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関連マニュアル
関連するマニュアルは下表のとおりです。併せてご覧ください。

（注）本書の Rev.E にて、本書の Rev.D 以前に記載していた NX シリーズ 温度入力ユニット（形 NX-TS£££
£）を、『NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル 温度入力ユニット、ヒータ断線検知ユ
ニット編（SBCA-440）』に移しました。その改訂に伴い、本書のマニュアル名称を、『NX シリーズ アナロ
グ I/O ユニット ユーザーズマニュアル（SBCA-408）』から『NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザ
ーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編（SBCA-408）』に変更しています。

マニュアル名称 Man.No. 形式 用途 内容
NX シリーズ
アナログ I/O ユニット
ユーザーズマニュアル
アナログ入力ユニット、ア
ナログ出力ユニット編

SBCA-408 形 NX-AD££££
形 NX-DA££££

NX シリーズ アナ
ログ入力ユニット
やアナログ出力ユ
ニットの使用方法
について知りたい
とき。

NX シリーズアナログ入力ユニット
やアナログ出力ユニットのハードウ
ェアや設定方法、機能について説明
します。

NX シリーズ
データリファレンスマニ
ュアル

SBCA-410 形 NX-££££££ NX シリーズの各
ユニットのシステ
ム構成に必要とな
るデータを一覧で
閲覧したいとき。

NX シリーズ の各ユニットの消費電
力、質量など、システム構築に必要
となるデータを集めて記載していま
す。

NX シリーズ
システムユニット
ユーザーズマニュアル

SBCA-409 形 NX-PD1£££
形 NX-PF0£££
形 NX-PC0£££
形 NX-TBX01

NX シリーズ シス
テムユニットの使
用方法について知
りたいとき。

NX シリーズ システムユニットのハ
ードウェアや機能について説明しま
す。

Sysmac Studio Version
1
オペレーションマニュア
ル

SBCA-470 形 SYSMAC
-SE2£££

Sysmac Studio
の操作方法、機能
について知りたい
とき。

Sysmac Studio の操作方法につい
て説明します。

NX-IO Configurator
オペレーションマニュア
ル

SBCD-373 形 CXONE-
AL££D-V4

NX-IO
Configurator の
操作方法、機能に
ついて知りたいと
き。

NX-IO Configurator の操作方法に
ついて説明します。

NJ/NX シリーズ
トラブルシューティング
マニュアル

SBCA-469 形 NX701-££££
形 NX502-££££
形 NX102-££££
形 NX1P2-££££
形 NJ501-££££
形 NJ301-££££
形 NJ101-££££

NJ/NX シリーズ
で検出する異常の
詳細について知り
たいとき。

NJ/NX シリーズ システムにて検出
する異常管理の考え方と各異常項目
について説明します。

NY シリーズ
トラブルシューティング
マニュアル

SBCA-438 形 NY532-££££
形 NY512-££££

NY シリーズ産業
用 PC で検出する
異常の詳細につい
て知りたいとき。

NY シリーズ システムにて検出す
る異常管理の考え方と各異常項目に
ついて説明します。

NX シリーズ
EtherCAT® カプラユニッ
ト ユーザーズマニュアル

SBCD-361 形 NX-ECC20£ NX シリーズ
EtherCAT カプラ
ユニット、および
EtherCAT スレー
ブターミナルの使
用方法について知
りたいとき。

NX シリーズ EtherCAT カプラユニ
ットと NX ユニットで構成される
EtherCAT スレーブターミナルのシ
ステム概要や構成方法、および
EtherCAT を介して NX ユニットを
設定、制御、モニタするための、
EtherCAT カプラユニットのハード
ウェアや設定方法、機能について説
明します。

関連マニュアル
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マニュアル名称 Man.No. 形式 用途 内容
NX シリーズ EtherNet/IP
™ カプラユニット ユーザ
ーズマニュアル

SBCD-365 形 NX-EIC202 NX シリーズ
EtherNet/IP カプ
ラユニット、およ
び EtherNet/IP ス
レーブターミナル
の使用方法につい
て知りたいとき。

NX シリーズ EtherNet/IP カプラユ
ニットと NX ユニットで構成される
EtherNet/IP スレーブターミナルの
システム概要や構成方法、および
NX ユニットを設定、制御、モニタ
するための、EtherNet/IP カプラユ
ニットのハードウェアや設定方法、
機能について説明します。

NX シリーズ CPU ユニッ
ト
ユーザーズマニュアル
ハードウェア編

SBCA-418 形 NX701-££££ 形 NX701 CPU
ユニットの概要／
設計／取付／保守
などの基本的な仕
様について知りた
いとき。
おもにハードウェ
アに関する情報。

形 NX701 のシステム全体概要、お
よび CPU ユニットに関して、以下
の内容を説明します。
• 特長やシステム構成
• 概要
• 各部の名称と機能
• 一般仕様
• 設置と配線
• 保守点検

NX シリーズ
形 NX502 CPU ユニット
ユーザーズマニュアル
ハードウェア編

SBCA-497 形 NX502-££££ 形 NX502 CPU
ユニットの概要／
設計／取付／保守
などの基本的な仕
様について知りた
いとき。
おもにハードウェ
アに関する情報。

形 NX502 のシステム全体概要、お
よび CPU ユニットに関して、以下
の内容を説明します。
• 特長やシステム構成
• 概要
• 各部の名称と機能
• 一般仕様
• 設置と配線
• 保守点検

NX シリーズ
形 NX102 CPU ユニット
ユーザーズマニュアル
ハードウェア編

SBCA-462 形 NX102-££££ 形 NX102 CPU
ユニットの概要／
設計／取付／保守
などの基本的な仕
様について知りた
いとき。
おもにハードウェ
アに関する情報。

形 NX102 のシステム全体概要、お
よび CPU ユニットに関して、以下
の内容を説明します。
• 特長やシステム構成
• 概要
• 各部の名称と機能
• 一般仕様
• 設置と配線
• 保守点検

NX シリーズ
形 NX1P2 CPU ユニット
ユーザーズマニュアル
ハードウェア編

SBCA-448 形 NX1P2-££££ 形 NX1P2 CPU
ユニットの概要／
設計／取付／保守
などの基本的な仕
様について知りた
いとき。
おもにハードウェ
アに関する情報。

形 NX1P2 のシステム全体概要、お
よび CPU ユニットに関して、以下
の内容を説明します。
• 特長やシステム構成
• 概要
• 各部の名称と機能
• 一般仕様
• 設置と配線
• 保守点検

NJ シリーズ CPU ユニッ
ト
ユーザーズマニュアル
ハードウェア編

SBCA-466 形 NJ501-££££
形 NJ301-££££
形 NJ101-££££

NJ シリーズ CPU
ユニットの概要／
設計／取付／保守
などの基本的な仕
様について知りた
いとき。
おもにハードウェ
アに関する情報。

NJ シリーズのシステム全体概要、
および CPU ユニットに関して、以
下の内容を説明します。
• 特長やシステム構成
• 概要
• 各部の名称と機能
• 一般仕様
• 設置と配線
• 保守点検

関連マニュアル
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マニュアル名称 Man.No. 形式 用途 内容
NY シリーズ
IPC マシンコントローラ
産業用パネル型 PC
ユーザーズマニュアル
ハードウェア編

SBCA-435 形 NY532-££££ NY シリーズ産業
用パネル型 PC の
概要／設計／取付
／保守などの基本
的な仕様について
知りたいとき。
おもにハードウェ
アに関する情報。

NY シリーズのシステム全体概要、
および産業用パネル型 PC に関し
て、以下の内容を説明します。
• 特長やシステム構成
• 概要
• 各部の名称と機能
• 一般仕様
• 設置と配線
• 保守点検

NY シリーズ
IPC マシンコントローラ
産業用ボックス型 PC
ユーザーズマニュアル
ハードウェア編

SBCA-434 形 NY512-££££ NY シリーズ産業
用ボックス型 PC
の概要／設計／取
付／保守などの基
本的な仕様につい
て知りたいとき。
おもにハードウェ
アに関する情報。

NY シリーズのシステム全体概要、
および産業用ボックス型 PC に関し
て、以下の内容を説明します。
• 特長やシステム構成
• 概要
• 各部の名称と機能
• 一般仕様
• 設置と配線
• 保守点検

NJ/NX シリーズ
CPU ユニット
ユーザーズマニュアル
ソフトウェア編

SBCA-467 形 NX701-££££
形 NX502-££££
形 NX102-££££
形 NX1P2-££££
形 NJ501-££££
形 NJ301-££££
形 NJ101-££££

NJ/NX シリーズ
CPU ユニットの
プログラミング／
システムの立ち上
げについて知りた
いとき。
おもにソフトウェ
アに関する情報。

NJ/NX シリーズ CPU ユニットに
関して、以下の内容を説明します。
• CPU ユニットの動作
• CPU ユニットの機能
• 初期設定
• IEC 61131-3 ベースの言語仕様

とプログラミング

NY シリーズ
IPC マシンコントローラ
産業用パネル型 PC ／産
業用
ボックス型 PC
ユーザーズマニュアル
ソフトウェア編

SBCA-436 形 NY532-££££
形 NY512-££££

NY シリーズ産業
用 PC のコントロ
ーラ機能のプログ
ラミング／システ
ムの立ち上げにつ
いて知りたいと
き。

NY シリーズのコントローラ機能に
関して、以下の内容を説明します。
• コントローラの動作
• コントローラの機能
• コントローラの設定
• IEC 61131-3 ベースの言語仕様

とプログラミング
NJ/NX シリーズ
CPU ユニット
内蔵 EtherCAT®ポート
ユーザーズマニュアル

SBCD-376 形 NX701-££££
形 NX502-££££
形 NX102-££££
形 NX1P2-££££
形 NJ501-££££
形 NJ301-££££
形 NJ101-££££

NJ/NX シリーズ
CPU ユニットの
内蔵 EtherCAT
ポートを使用する
とき。

内蔵 EtherCAT ポートに関して説
明します。
概要、構成、機能、セットアップに
ついて記述しています。

NY シリーズ
IPC マシンコントローラ
産業用パネル型 PC ／産
業用
ボックス型 PC
ユーザーズマニュアル
内蔵 EtherCAT® ポート
編

SBCD-368 形 NY532-££££
形 NY512-££££

NY シリーズ産業
用 PC の内蔵
EtherCAT ポート
を使用するとき。

内蔵 EtherCAT ポートに関して説
明します。
概要、構成、機能、セットアップに
ついて記述しています。

NJ/NX シリーズ
コマンドリファレンス
マニュアル 基本編

SBCA-468 形 NX701-££££
形 NX502-££££
形 NX102-££££
形 NX1P2-££££
形 NJ501-££££
形 NJ301-££££
形 NJ101-££££

NJ/NX シリーズ
の基本命令仕様の
詳細について知り
たいとき。

各命令（IEC 61131-3 仕様）の詳細
を説明します。

関連マニュアル
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マニュアル名称 Man.No. 形式 用途 内容
NY シリーズ
コマンドリファレンス
マニュアル 基本編

SBCA-437 形 NY532-££££
形 NY512-££££

NY シリーズ産業
用 PC の基本命令
仕様の詳細につい
て知りたいとき。

各命令（IEC 61131-3 仕様）の詳細
を説明します。

NX シリーズ
セーフティコントロール
ユニット／通信コントロ
ールユニット
ユーザーズマニュアル

SGFM-72
3

形 NX-SL5£££
形 NX-SI££££
形 NX-SO££££
形 NX-CSG£££

NX シリーズ セー
フティコントロー
ルユニット／通信
コントロールユニ
ットの使用方法に
ついて知りたいと
き。

NX シリーズ セーフティコントロー
ルユニット／通信コントロールユニ
ットのハードウェアや設定方法、機
能について説明します。

関連マニュアル
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用語説明
用語 略号 説明

CPU ラック − CPU ユニットまたは通信コントロールユニットが装着されているラッ
ク。NX ユニットが接続可能な NX シリーズ CPU ユニットでは、CPU
ユニットに NX ユニット、エンドカバーを装着した構成。NX シリーズ
通信コントロールユニットでは、通信コントロールユニットに NX ユニ
ット、エンドカバーを装着した構成。

DC 時刻 − NX ユニットが接続可能な NX シリーズ CPU ユニットの CPU ラック
で、CPU ユニットと NX ユニット間で共有する時計による時刻。また、
DC に基づく同期動作可能な EtherCAT スレーブが持つ、ネットワーク
内の各スレーブ間で共有する時計による時刻。CPU ユニットと、CPU
ユニットに接続する NX ユニットおよび該当の EtherCAT スレーブで
は、同じ時計を共有する。

EtherCAT Slave Information ESI EtherCAT スレーブの設定情報が記述された XML 形式のファイル。
詳細は「1-2-2 スレーブターミナルのシステム構成 (P.1-5)」を参照。

I/O ポート − NJ/NX シリーズ CPU ユニットや NY シリーズ産業用 PC が外部のデ
バイス（スレーブ／ユニット）と、データをやりとりするための論理的
なインタフェース

I/O リフレッシュ − あらかじめ定められたメモリエリアと外部とのサイクリックなデータ
交換のこと。
詳細は「第 5 章 I/O リフレッシュ (P.5-1)」を参照。

NX バス − NX シリーズの内部バス
NX メッセージ通信 − NX オブジェクトへのアクセスを行うためのメッセージ通信
PDO 通信 − プロセスデータ通信の略
SDO 通信 − EtherCAT 通信の一種で、任意のタイミングで情報伝達を行うサービス

データオブジェクト (Service Data Objects: SDO) を使用した通信。
詳細は接続する CPU ユニットまたは産業用 PC の内蔵 EtherCAT ポ
ートのユーザーズマニュアルを参照。

Sync0 − EtherCAT 通信における、ディストリビュートクロック(DC)に基づく
割り込みタイミングのこと。スレーブはこの割り込みタイミングで制
御を実行する。
詳細は『NX シリーズ EtherCAT カプラユニット ユーザーズマニュア
ル（SBCD-361）』を参照。

インデックス (index) − オブジェクトのアドレス
オブジェクト (object) − デバイス内の特定の構成体の抽象的表現で、データ、パラメータ、手法

の集合体
サブインデックス (subindex) − オブジェクトのサブアドレス
スレーブターミナル − 通信 カプラユニットに NX ユニット群を装着したビルディングブロッ

ク型のリモート I/O ユニットの総称
セーフティネットワークコントロー
ラ

− 通信コントロールユニットにセーフティコントロールユニットを装着
したビルディングブロック型のセーフティコントローラの総称。

タスク周期 − プライマリ定周期タスクおよび定周期タスクの実行間隔。
詳細は接続する CPU ユニットまたは産業用 PC のユーザーズマニュア
ル ソフトウェア編を参照。

通信カプラユニット − NX ユニット群と上位のネットワークのマスタを、ネットワーク上でリ
モート I/O 通信するためのインターフェイスユニットの総称

通信コントロールユニット − セーフティ CPU ユニットと CIP Safety on EtherNet/IP デバイスが、
ネットワーク上で CIP Safety 通信するためのインターフェースユニ
ットの総称

プライマリ定周期タスク − 最も優先度が高いタスク。
詳細は接続する CPU ユニットまたは産業用 PC のユーザーズマニュア
ル ソフトウェア編を参照。

プロセスデータ (Process Data) − 測定および制御の目的で周期的あるいは非周期的に伝送指定されるア
プリケーションオブジェクトの集合体

用語説明
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用語 略号 説明
プロセスデータオブジェクト
(Process Data Object)

PDO 1 つ以上のプロセスデータエンティティを持つパラメータをマッピン
グすることによって記述される構造

プロセスデータ通信 − EtherCAT 通信の一種で、定周期でリアルタイムの情報交換を行うプロ
セスデータオブジェクト (Process Data Objects: PDO) を使用した
通信。「PDO 通信」とも呼ぶ。

用語説明
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マニュアル改訂履歴
マニュアル改訂記号は、表表紙・裏表紙に記載されている Man.No.の後尾に付記されます。

SBCA-408L

改訂記号

改訂記号 改訂年月 改訂理由・改訂ページ
A 2013 年 4 月 初版
B 2013 年 6 月 誤記訂正
C 2013 年 9 月 • 温度入力ユニットのユニットバージョン Ver.1.1 へのバージョンアップに伴

う改訂
• 形 NX-TS££02/TS££04 の追加
• 誤記訂正

D 2015 年 4 月 NX シリーズ CPU ユニット、EtherNet/IP カプラユニット追加に伴う改訂。誤
記訂正。

E 2016 年 4 月 • 温度入力ユニットの『NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュ
アル 温度入力ユニット、ヒータ断線検知ユニット編（SBCA-440）』への移
動に伴い、温度入力ユニットの記述を削除

• 誤記訂正
F 2016 年 10 月 • NY シリーズ IPC マシンコントローラ 産業用パネル型 PC／産業用ボックス

型 PC の追加に伴う改訂
• NX シリーズ 形 NX1P2 CPU ユニットの追加に伴う改訂
• 誤記訂正

G 2017 年 6 月 • 形 NX-ECC203 の、ユニットバージョン Ver.1.5 へのバージョンアップに伴
う改訂

• 形 NX-EIC202 の、ユニットバージョン Ver.1.2 へのバージョンアップに伴
う改訂

• 誤記訂正
H 2018 年 4 月 • NX シリーズ 形 NX102 CPU ユニットの追加に伴う改訂

• 誤記訂正
J 2018 年 7 月 NX シリーズ 通信コントロールユニットの追加に伴う改訂
K 2018 年 10 月 • 表示部の外観変更に伴う改訂

• 誤記訂正
L 2025 年 10 月 誤記訂正

マニュアル改訂履歴
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特長とシステム構成

NX システムの構成、アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの種類につい
て説明しています。
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1-1 アナログ入力ユニットおよびアナログ出
力ユニットの特長と種類

アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの特長と種類について説明します。

1-1-1 特長
アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットは、アナログ信号の入出力処理機能を持つユニッ
トです。
NX シリーズのアナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットには、以下のような特長がありま
す。

参考

CPU ラック
CPU ラックは、CPU ユニットまたは通信コントロールユニットが装着されているラックです。
NX ユニットが接続可能な NX シリーズ CPU ユニットでは、CPU ユニットに NX ユニット、エ
ンドカバーを装着して構成されます。NX シリーズ 通信コントロールユニットでは、通信コン
トロールユニットに NX ユニット、エンドカバーを装着して構成されます。
スレーブターミナル
スレーブターミナルは、通信カプラユニットに NX ユニット群を装着したビルディングブロッ
ク型のリモート I/O ユニットの総称です。

NX バスを持つ複数のユニットに接続可能
NX ユニットの NX シリーズ アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットは、NX バスを持つ以
下のユニットに接続できます。*1

• NX シリーズ CPU ユニット
• NX シリーズ通信カプラユニット
• NX シリーズ通信コントロールユニット
これらのユニットを使用する場合、NX ユニットの取り付け、配線および設定方法などを統一できるこ
とで、設計コストが削減できます。

1 特長とシステム構成
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NXユニット : NXシリーズ デジタル I/Oユニットなど

NXシリーズ EtherCATカプラユニット

NXシリーズ 形NX1P2 CPUユニット
例 :

*1. 使用する CPU ユニットまたは通信カプラユニットに、NX ユニットが接続可能かどうかについては、使用す
る CPU ユニットまたは通信カプラユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

NX バスのリフレッシュ周期に同期した入出力同期
NX シリーズ CPU ユニットまたは EtherCAT カプラユニットと入出力同期リフレッシュ方式を持つ
NX ユニットを組み合わせると、NX バスのリフレッシュ周期に同期したタイミングで、複数の NX ユ
ニットの I/O 制御を同期することができます。
これにより、複数の NX ユニットの入出力タイミングのジッタの発生を抑制し、正確なタイミングで
I/O 制御を行うことができます。

スクリューレスクランプ端子台による簡単な I/O 配線
端子台には、スクリューレスクランプ端子台を採用しています。
棒端子を使用することにより、差し込むだけで配線ができます。ねじ止めが不要で配線工数が大幅に
削減できます。

1-1-2 用途
アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの用途は、以下のとおりです。

種類 用途
アナログ入力ユニット アナログ入力信号をデジタル値に変換する機能を持つユニットです。
アナログ出力ユニット ユーザプログラムなどで設定した出力設定値を、アナログ信号に変換する機能を持

つユニットです。

アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの各形式については、「1-3 形式一覧 (P.1-9)」、
機能については「1-4 機能一覧 (P.1-12)」を参照してください。

1 特長とシステム構成
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1-2 システム構成
NX ユニットの NX シリーズ アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットは、以下のユニット
に接続できます。
• NX シリーズ CPU ユニット
• NX シリーズ通信カプラユニット
• NX シリーズ通信コントロールユニット
NX ユニットの接続先ごとに、システム構成を説明します。

1-2-1 CPU ユニットでのシステム構成
NX ユニット群を、NX シリーズ 形 NX1P2 CPU ユニットに接続したときのシステム構成は以下のと
おりです。CPU ユニットの内蔵 EtherCAT ポートに、EtherCAT スレーブターミナルを接続すること
もできます。
スレーブターミナルのシステム構成については、「1-2-2 スレーブターミナルのシステム構成
(P.1-5)」を参照してください。
形 NX1P2 CPU ユニット以外の CPU ユニットを使用する場合のシステム構成は、接続する CPU ユニ
ットのユーザーズマニュアルを参照してください。

(A) NXシリーズCPUユニット

EtherCATスレーブターミナル

(D)サポートソフト
     Sysmac Studio

内蔵 EtherCATポート

内蔵 EtherNet/IPポートへ接続

(B) NXユニット

●CPUラック

形NX1P2-*******

(C) エンドカバー

EtherCAT

NXユニット

EtherCATカプラユニット

1 特長とシステム構成
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記号 項目 説明
(A) NX シリーズ CPU ユニ

ット
マシンオートメーションコントローラの制御の中心となるユニットで、タスク
の実行や各ユニット、スレーブの I/O リフレッシュなどを行います。形
NX1P2 CPU ユニットには、NX ユニットを接続できます。

(B) NX ユニット *1 外部接続機器の I/O 処理などを行うユニットです。CPU ユニットと I/O リ
フレッシュによるデータ交換を行います。形 NX1P2 CPU ユニットに最大で
8 台接続できます。

(C) エンドカバー CPU ラックの終端に装着するカバーです。
(D) サポートソフト

(Sysmac Studio)
NJ/NX/NY シリーズコントローラの、設定、プログラミング、デバッグ、お
よびトラブルシューティングを行う、パソコン用ソフトウェアです。
形 NX1P2 CPU ユニットでは、内蔵 EtherNet/IP ポートへ接続して設定を行
います。

*1. CPU ユニットに、使用する NX ユニットが接続可能かどうかについては、該当 NX ユニットのユーザーズマ
ニュアルのバージョン関連情報を参照してください。

1-2-2 スレーブターミナルのシステム構成
NX ユニット群を通信カプラユニットに接続したビルディングブロック型のリモート I/O スレーブの
総称をスレーブターミナルと呼びます。
通信カプラユニットに、NX ユニットをフレキシブルに組み合わせることで、アプリケーションに最適
なリモート I/O スレーブを省配線、省工数、省スペースで実現できます。
通信カプラユニットに EtherCAT カプラユニットを使用したときのシステム構成は、以下のとおりで
す。
EtherCAT カプラユニット以外の通信カプラユニットを使用したときのシステム構成は、接続してい
る通信カプラユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

1 特長とシステム構成
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（A）EtherCATマスタ

（G）通信ケーブル
Ethernetケーブル

（B）NXシリーズ
EtherCATカプラユニット
形NX-ECC20*

●EtherCATスレーブターミナル

（E）サポートソフト*1

（E）サポートソフト

（F）ESIファイル

（D）エンドカバー
（C）NXユニット

EtherCATポート

（F）ESIファイル

EtherCATカプラユニットの
ペリフェラル（USB）ポートへの
接続

ペリフェラル（USB）ポート

.xml

.xml

NJ/NXシリーズ CPUユニット、NYシリーズ 産業用 PC、
または、他社製マスタ

*1サポートソフトの接続方法は、CPUユニットや産業用 PCの形式により異なります。

記号 項目 説明
(A) EtherCAT マスタ *1 EtherCAT ネットワークを管理し、スレーブの状態監視やスレーブとの I/O

データ交換を行います。
(B) EtherCAT カプラユニ

ット
NX ユニット群と EtherCAT マスタ間を、EtherCAT ネットワーク上でプロセ
スデータ通信するためのインタフェースユニットです。
NX ユニットの I/O データは、EtherCAT カプラユニット内に蓄積され、一括
で EtherCAT マスタとデータ交換されます。
EtherCAT マスタとのメッセージ通信（SDO 通信）も行えます。

(C) NX ユニット*2 外部接続機器の I/O 処理などを行うユニットです。
EtherCAT カプラユニットを介して、EtherCAT マスタとプロセスデータ通
信を行います。

(D) エンドカバー スレーブターミナルの終端に装着するカバーです。
(E) サポートソフト*3 EtherCAT ネットワークおよび EtherCAT スレーブターミナルの設定、ユー

ザプログラムの作成、モニタ、トラブルシューティングを行うためのパソコン
用ソフトウェアです。

(F) ESI (EtherCAT Slave
Information)ファイル

EtherCAT スレーブターミナル固有の情報を XML 形式で記述しているファ
イルです。このファイルをサポートソフトに読み込ませることにより、スレー
ブターミナルのプロセスデータの割付など、各種設定を容易に行うことができ
ます。
なお、オムロン製 EtherCAT スレーブの ESI ファイルは、サポートソフトに
インストールされています。最新機種の ESI ファイルは、サポートソフトの
オートアップデートで取得できます。

(G) 通信ケーブル Ethernet カテゴリ 5 (100BASE-TX) 以上、二重シールド（アルミテープ＋
編組）のケーブルを、ストレート配線で使用します。

1 特長とシステム構成
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*1. EtherCAT スレーブターミナルは、当社の EtherCAT マスタ機能を持つ位置制御ユニット（形 CJ1W-NC
£81/£82）とは接続できません。

*2. 通信カプラユニットに、使用する NX ユニットが接続可能かどうかについては、該当 NX ユニットのユーザー
ズマニュアルのバージョン関連情報を参照してください。

*3. サポートソフトとは、オムロン製のソフトを指します。他社製マスタに接続するツールは、他社製マスタに応
じたツールを使用してください。

サポートソフトについては、「1-5 サポートソフト (P.1-14)」を参照してください。

1-2-3 通信コントロールユニットでのシステム構成
NX ユニット群を、NX シリーズ 通信コントロールユニットに接続する場合のシステム構成は以下のと
おりです。NX ユニットの一種であるセーフティ CPU ユニットを、通信コントロールユニットの CPU
ラックに装着することで、セーフティネットワークコントローラを構成します。

（A）EtherNet/IPユニット

（I）通信ケーブル
    Ethernetケーブル

（F）EDSファイル

EtherNet/IPポート

（G）Network Configurator

CPUラック

スイッチングハブ

（E）CIP Safety on EtherNet/IPデバイス

（H）サポートソフト （B）NXシリーズ
通信コントロールユニット
形NX-CSG320

（D）エンドカバー
（C）NXユニット
　　  ・セーフティCPUユニット
　　  ・セーフティI/O ユニット
　　  ・その他のユニット

1 特長とシステム構成
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記号 項目 説明
(A) EtherNet/IP ユニット EtherNet/IP ネットワークを管理し、スレーブの状態監視やスレーブとの I/O

データ交換を行います。
EtherNet/IP ユニットには、以下の種類があります。
• CJ1W-EIP21
• CPU ユニットの内蔵 EtherNet/IP ポート
EtherNet/IP ユニットを設定するサポートソフトについては、使用する
EtherNet/IP ユニットのユーザーズマニュアルにあるネットワーク構築に必
要な周辺ツールの説明を参照してください。

(B) 通信コントロールユニ
ット

EtherNet/IP ポートを内蔵し、セーフティ CPU ユニットと CIP Safety on
EtherNet/IP デバイスとの間の CIP Safety 通信を中継します。また、スタン
ダードコントローラとのタグデータリンク通信を行います。

(C) NX ユニット*1 • セーフティ CPU ユニット
セーフティネットワークコントローラの制御の中心となるユニットで、セ
ーフティプログラムや CIP Safety 通信を実行します。

• セーフティ I/O ユニット
セーフティ入力処理または出力処理を行います。

• その他の NX ユニット
デジタル I/O ユニットなどのユニットでスタンダード I/O 処理などを行い
ます。

(D) エンドカバー CPU ラックの終端に装着するカバーです。
(E) CIP Safety on

EtherNet/IP デバイス
セーフティ CPU ユニットと CIP Safety 通信を行います。

(F) EDS (Electronic Data
Sheet)ファイル

EDS ファイルは、通信コントロールユニット固有の情報を記述しているファ
イルです。EDS ファイルを Network Configurator などの EtherNet/IP ネ
ットワーク設定ソフトに読み込むことにより、データの割り付けや各種設定の
表示または変更を容易に行うことができます。

(G) Network Configurator EtherNet/IP ネットワークの設定を行うための周辺ツールです。
(H) サポートソフト*2 CPU ラックの設定、ユーザプログラムの作成、モニタ、トラブルシューティ

ングを行うためのパソコン用ソフトウェアです。
(I) 通信ケーブル カテゴリ 5 以上の STP（シールドツイストペア）ケーブルを使用します。ス

トレートケーブルまたはクロスケーブルのいずれも使用できます。
*1. 通信コントロールユニットに、使用する NX ユニットが接続可能かどうかについては、該当 NX ユニットの

ユーザーズマニュアルのバージョン関連情報を参照してください。
*2. サポートソフトについては、「1-5 サポートソフト (P.1-14)」を参照してください。

1 特長とシステム構成
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1-3 形式一覧

1-3-1 形式表記
アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの形式は、以下のルールに基づいて付与されてい
ます。

形NX－££££££

点数
　2: 2点
　3: 4点
　4: 8点

ユニット種別
  AD:

  DA:

他の仕様
   以下の ｢他の仕様｣ 参照

入出力レンジ

－
4～ 20mA

－10～＋10V

1

2

6

AD/DAの場合番号

アナログ入力
アナログ出力

他の仕様

l アナログ入力ユニット

番号 分解能 変換時間 入力方式
I/O リフレッシュ方式

フリーラン*1 専用 同期*2 とフリーラン切り替え
03 1/8000 250μs／点 シングルエンド ¡ ---
04 1/8000 250μs／点 差動 ¡ ---
08 1/30000 10μs／点 差動 --- ¡

*1. フリーランリフレッシュ方式
*2. 入出力同期リフレッシュ方式

l アナログ出力ユニット

番号 分解能 変換時間
I/O リフレッシュ方式

フリーラン*1 専用 同期*2 とフリーラン切り替え
03 1/8000 250μs／点 ¡ ---
05 1/30000 10μs／点 --- ¡

*1. フリーランリフレッシュ方式
*2. 入出力同期リフレッシュ方式

I/O リフレッシュ方式の詳細については、「第 5 章 I/O リフレッシュ (P.5-1)」を参照してくだ
さい。

1 特長とシステム構成

1-9NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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1-3-2 アナログ入力ユニット
アナログ入力ユニットの一覧を示します。
各入力ユニットの仕様の詳細については、「A-1-2 アナログ入力ユニット (P.A-4)」を参照してくだ
さい。

アナログ入力ユニット（スクリューレスクランプ端子台、12mm 幅）

形式 点数 入力レ
ンジ 分解能 入力方式 I/O リフレッシュ方式 変換時

間
参照ペー

ジ
形 NX-AD2203 2 点 4∼20

mA
1/8000 シングル

エンド
フリーランリフレッシ
ュ

250μs
／点

P.A-6

形 NX-AD2204 差動 P.A-8
形 NX-AD2208 1/30000 フリーランリフレッシ

ュ、または入出力同期
リフレッシュ切り替え

10μs
／点

P.A-10

形 NX-AD2603 −10∼
＋ 10V

1/8000 シングル
エンド

フリーランリフレッシ
ュ

250μs
／点

P.A-12

形 NX-AD2604 差動 P.A-14
形 NX-AD2608 1/30000 フリーランリフレッシ

ュ、または入出力同期
リフレッシュ切り替え

10μs
／点

P.A-16

形 NX-AD3203 4 点 4∼20
mA

1/8000 シングル
エンド

フリーランリフレッシ
ュ

250μs
／点

P.A-18

形 NX-AD3204 差動 P.A-20
形 NX-AD3208 1/30000 フリーランリフレッシ

ュ、または入出力同期
リフレッシュ切り替え

10μs
／点

P.A-22

形 NX-AD3603 −10∼
＋ 10V

1/8000 シングル
エンド

フリーランリフレッシ
ュ

250μs
／点

P.A-24

形 NX-AD3604 差動 P.A-26
形 NX-AD3608 1/30000 フリーランリフレッシ

ュ、または入出力同期
リフレッシュ切り替え

10μs
／点

P.A-28

形 NX-AD4203 8 点 4∼20
mA

1/8000 シングル
エンド

フリーランリフレッシ
ュ

250μs
／点

P.A-30

形 NX-AD4204 差動 P.A-32
形 NX-AD4208 1/30000 フリーランリフレッシ

ュ、または入出力同期
リフレッシュ切り替え

10μs
／点

P.A-34

形 NX-AD4603 −10∼
＋ 10V

1/8000 シングル
エンド

フリーランリフレッシ
ュ

250μs
／点

P.A-36

形 NX-AD4604 差動 P.A-38
形 NX-AD4608 1/30000 フリーランリフレッシ

ュ、または入出力同期
リフレッシュ切り替え

10μs
／点

P.A-40

1-3-3 アナログ出力ユニット
アナログ出力ユニットの一覧を示します。
各出力ユニットの仕様の詳細については、「A-1-3 アナログ出力ユニット (P.A-42)」を参照してくだ
さい。

1 特長とシステム構成
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アナログ出力ユニット（スクリューレスクランプ端子台、12mm 幅）

形式 点数 出力レ
ンジ 分解能 I/O リフレッシュ方式 変換時間 参照ページ

形 NX-DA2203 2 点 4∼20m
A

1/8000 フリーランリフレッシ
ュ

250μs／
点

P.A-43

形 NX-DA2205 1/30000 フリーランリフレッシ
ュ、または入出力同期リ
フレッシュ切り替え

10μs／
点

P.A-45

形 NX-DA2603 −10∼
＋ 10V

1/8000 フリーランリフレッシ
ュ

250μs／
点

P.A-47

形 NX-DA2605 1/30000 フリーランリフレッシ
ュ、または入出力同期リ
フレッシュ切り替え

10μs／
点

P.A-48

形 NX-DA3203 4 点 4∼20m
A

1/8000 フリーランリフレッシ
ュ

250μs／
点

P.A-50

形 NX-DA3205 1/30000 フリーランリフレッシ
ュ、または入出力同期リ
フレッシュ切り替え

10μs／
点

P.A-52

形 NX-DA3603 −10∼
＋ 10V

1/8000 フリーランリフレッシ
ュ

250μs／
点

P.A-54

形 NX-DA3605 1/30000 フリーランリフレッシ
ュ、または入出力同期リ
フレッシュ切り替え

10μs／
点

P.A-55

1 特長とシステム構成
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1-4 機能一覧
アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットが搭載している機能の概要について説明します。
各形式に搭載されている機能については、「A-1 データシート (P.A-2)」の、各形式ごとの仕様を参
照してください。

1-4-1 アナログ入力ユニット

機能名称 内容 参照ページ
フリーランリフレッシュ
方式

NX バスのリフレッシュ周期と NX ユニットの入出力更新周
期が非同期である I/O リフレッシュ方式です。

「5-2-4 フリーラ
ンリフレッシュ方
式 (P.5-10)」

入出力同期リフレッシュ
方式

CPU ユニットに接続した複数の NX ユニット間で、入力取り
込みタイミングや出力更新タイミングが同期し、かつ、その
間隔が一定である I/O リフレッシュ方式です。
また、複数のスレーブターミナル内の複数のユニット間で、
入力取り込みタイミングや出力更新タイミングが同期し、か
つ、その間隔が一定である I/O リフレッシュ方式です。

「5-2-5 入力同期
リフレッシュ方式
(P.5-14)」

使用チャネル選択機能 使用していないチャネルの変換処理を省略する機能です。自
ユニットの変換サイクルを短くするときに使用します。

「6-5-2 使用チャ
ネル選択機能
(P.6-11)」

移動平均処理機能 設定された期間の入力の平均値を変換値とする機能です。ノ
イズなどの影響で入力が細かく変動しているような場合に平
滑化した変換値を得ることができます。
フリーランリフレッシュ方式のときだけ使用可能です。

「6-5-3 移動平均
処理機能
(P.6-14)」

入力断線検知機能 アナログ入力信号線の断線を検知する機能です。入力レンジ
が 4∼20mA の形式だけ使用可能です。

「6-5-4 入力断線
検知機能
(P.6-18)」

オーバーレンジ／アンダ
ーレンジ検知機能

入力信号が、変換可能な値の範囲を超えたことを検知する機
能です。

「6-5-5 オーバー
レンジ／アンダー
レンジ検知機能
(P.6-18)」

ユーザ校正機能 NX ユニットの経年変化などのために変換値にずれが生じる
ような場合、そのずれを補正するためにユニットを再校正す
る機能です。

「6-5-6 ユーザ校
正機能
(P.6-19)」

1-4-2 アナログ出力ユニット

機能名称 内容 参照ページ
フリーランリフレッシュ
方式

NX バスのリフレッシュ周期と NX ユニットの入出力更新周
期が非同期である I/O リフレッシュ方式です。

「5-2-4 フリーラ
ンリフレッシュ方
式 (P.5-10)」

入出力同期リフレッシュ
方式

CPU ユニットに接続した複数の NX ユニット間で、入力取り
込みタイミングや出力更新タイミングが同期し、かつ、その
間隔が一定である I/O リフレッシュ方式です。
また、複数のスレーブターミナル内の複数のユニット間で、
入力取り込みタイミングや出力更新タイミングが同期し、か
つ、その間隔が一定である I/O リフレッシュ方式です。

「5-2-6 出力同期
リフレッシュ方式
(P.5-17)」

使用チャネル選択機能 使用していないチャネルの変換処理を省略する機能です。自
ユニットの変換サイクルを短くするときに使用します。

「7-5-2 使用チャ
ネル選択機能
(P.7-9)」

1 特長とシステム構成
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機能名称 内容 参照ページ
負荷遮断時の出力設定機
能

アナログ出力ユニットが以下の要因で出力データを受信でき
なくなったときに、あらかじめ設定した出力動作を行う機能
です。
• CPU ユニットに接続時: NX バスの異常や CPU ユニット

の WDT 異常など
• 通信カプラユニットに接続時: 通信カプラユニットの上位

との通信異常や NX バス異常など
• 通信コントロールユニットに接続時: NX バスの異常や通信

コントロールユニットの WDT 異常など

「7-5-3 負荷遮断
時の出力設定機能
(P.7-12)」

オーバーレンジ／アンダ
ーレンジ検知機能

出力設定値が、変換可能な値の範囲を超えたことを検知する
機能です。

「7-5-4 オーバー
レンジ／アンダー
レンジ検知機能
(P.7-15)」

ユーザ校正機能 NX ユニットの経年変化などのために変換値にずれが生じる
ような場合、そのずれを補正するためにユニットを再校正す
る機能です。

「7-5-5 ユーザ校
正機能
(P.7-16)」

1 特長とシステム構成
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1-5 サポートソフト
使用するサポートソフトは、システム構成によって異なります。

• CPU ユニットでのシステム構成で使用するサポートソフト
NX ユニットを CPU ユニットに接続する構成で使用するサポートソフトは、Sysmac Studio です。

• スレーブターミナルでのシステム構成で使用するサポートソフト
NX ユニットを通信カプラユニットに接続する構成で使用するサポートソフトは、接続する通信カプ
ラユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

• 通信コントロールユニットでのシステム構成で使用するサポートソフト
NX ユニットを通信コントロールユニットに接続する構成で使用するサポートソフトは、Sysmac
Studio です。

サポートソフトのバージョンについては、NX ユニット接続先に応じて、以下を参照してください。
•「A-5 CPU ユニットに接続時のバージョン関連情報 (P.A-70)」
•「A-6 通信カプラユニットに接続時のバージョン関連情報 (P.A-72)」
•「A-7 通信コントロールユニットに接続時のバージョン関連情報 (P.A-76)」

1 特長とシステム構成
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2
仕様

アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの一般仕様および個別仕様につい
て記載しています。

2-1 一般仕様...................................................................................................................2-2
2-2 個別仕様...................................................................................................................2-3

2-1NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)

 

2

 



2-1 一般仕様
アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの一般仕様を示します。

項目 仕様
構造 盤内内蔵型
接地方法 D 種接地（第 3 種接地）
使用環
境

使用周囲温度 0∼55°C
使用周囲湿度 10∼95%RH（結露・氷結なきこと）
使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと
保存周囲温度 −25∼+70°C（結露・氷結なきこと）
使用標高 2,000m 以下
汚染度 汚染度 2 以下: JIS B 3502、IEC 61131-2 に適合
耐ノイズ性 IEC 61000-4-4 に準拠、2kV（電源ライン）
オーバーボルテージカテゴリ カテゴリⅡ: JIS B 3502、IEC 61131-2 に適合
EMC イミュニティレベル ゾーン B
耐振動 IEC 60068-2-6 に準拠

5∼8.4Hz、振幅 3.5mm、
8.4∼150Hz　加速度 9.8m/s2

X、Y、Z 各方向 100 分（掃引時間 10 分×掃引回数 10 回＝合計 100
分）

耐衝撃 IEC 60068-2-27 に準拠、147m/s2 X、Y、Z 各方向 3 回
絶縁抵抗 各 NX ユニットの個別仕様を参照
耐電圧 各 NX ユニットの個別仕様を参照

適合規格 cULus: Listed(UL508)、ANSI/ISA 12.12.01、EU: EN 61131-2、
C-Tick、KC: 韓国電波法登録、NK、LR

（注）1. 絶縁抵抗および耐電圧の仕様は NX ユニットの形式により異なります。
（注）2. 形式ごとの最新の適合規格については、当社ホームページ（www.fa.omron.co.jp または

www.ia.omron.com）、または当社営業担当者に確認してください。

2 仕様

2-2 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



2-2 個別仕様
アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの個別仕様については、「A-1 データシート
(P.A-2)」を参照してください。

2 仕様
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2 仕様
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3
各部の名称と機能

アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの各部の名称および機能について
説明しています。

3-1 各部の名称 ...............................................................................................................3-2
3-1-1 スクリューレスクランプ端子台タイプ............................................................... 3-2

3-2 表示部.......................................................................................................................3-5
3-2-1 TS LED .................................................................................................................. 3-5
3-2-2 表示部の外観変更.................................................................................................. 3-6
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3-1 各部の名称
アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの各部の名称および機能について説明します。

3-1-1 スクリューレスクランプ端子台タイプ

12mm 幅の NX ユニット
(C)(D)

(H)

(G)

(F)

(C)

(A)

(E)

(C)(E)(C)

(B) (B)

記号 名称 機能
(A) マーカ取付箇所 マーカを取り付ける箇所です。工場出荷時、オムロン製のマーカがあら

かじめ取り付けられています。市販のマーカを取り付けることもでき
ます。

(B) NX バスコネクタ 各ユニットとの接続コネクタです。
(C) ユニット連結ガイド ユニット同士を接続するためのガイドです。
(D) DIN レール取付フック DIN レールへの取り付けに使用します。
(E) ユニット引出用突起 ユニットを取り外すときに指をかける突起です。
(F) 表示部 ユニットの現在の動作状態を示します。
(G) 端子台 外部接続機器の配線に使用します。ユニットの形式により、端子数が異

なります。
(H) 仕様表記部 ユニットの仕様を記載しています。

マーカ取付箇所の詳細については「4-1-2 マーカの取り付け (P.4-4)」を、表示部の詳細について
は、「3-2 表示部 (P.3-5)」を参照してください。

端子台
スクリューレスクランプ端子台には、形 NX-TB£££2 と形 NX-TB£££1 の 2 種類があります。そ
れぞれに 8 端子タイプ、12 端子タイプ、16 端子タイプの 3 種類の端子数のタイプがあります。

3 各部の名称と機能
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l 形 NX-TB£££2

12mm 幅
8 端子タイプ

12mm 幅
12 端子タイプ

12mm 幅
16 端子タイプ

A1

A2

A3

A4

A5

A6

A7

A8

B1

B2

B3

B4

B5

B6

B7

B8

(B)

(C)

(A)

A1

A2

A3

A4

A5

A6

A7

A8

B1

B2

B3

B4

B5

B6

B7

B8

(B)

(C)

(A)

A1

A2

A3

A4

A5

A6

A7

A8

B1

B2

B3

B4

B5

B6

B7

B8

(B)

(C)

(A)

l 形 NX-TB£££1

12mm 幅
8 端子タイプ

12mm 幅
12 端子タイプ

12mm 幅
16 端子タイプ

(B)

(C)

(A)

A1

A2

A3

A4

A5

A6

A7

A8

B1

B2

B3

B4

B5

B6

B7

B8

(B)

(C)

(A)

A1

A2

A3

A4

A5

A6

A7

A8

B1

B2

B3

B4

B5

B6

B7

B8

(B)

(C)

(A)

B1

B2

B3

B4

B5

B6

B7

B8

A1

A2

A3

A4

A5

A6

A7

A8

記号 名称 機能
(A) 端子番号表示 端子番号の、列を表す A, B と、行を表す 1∼8 が表示されています。

端子番号は列、行の組み合わせで、A1∼A8、B1∼B8 となります。
端子番号表示は、端子台の端子数に関係なく固定となります。

(B) リリースホール 電線の取り付け／取り外しを行う場合に、マイナスドライバを押し込む穴で
す。

(C) 端子穴 電線を取り付ける穴です。

形 NX-TB£££2 と形 NX-TB£££1 は、端子の電流容量が異なり、前者が 10A で、後者が 4A
です。

3 各部の名称と機能
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2 種類の端子台を識別するには、端子番号表示の列の表示を確認します。端子番号表示の列の表示
が白抜きのものが形 NX-TB£££2 です。
端子の電流容量の仕様が 4A 以下のユニットは、どちらの端子台も装着できます。
端子の電流容量の仕様が 4A を超えるユニットは、形 NX-TB£££2 だけを装着できます。

参考

• アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットに取付可能な端子数のタイプは、3 種類の
タイプのいずれか 1 つです。各ユニットの仕様と異なる端子数のタイプの端子台を取り付け
ることはできません。

• 8 端子タイプおよび 12 端子タイプについては、以下の端子番号の端子穴とリリースホールは
ありません。
8 端子タイプ: A2、A4、A6、A8、B2、B4、B6、B8
12 端子タイプ: A7、A8、B7、B8

l 各ユニット形式に適合する端子台
以下に、各ユニットに適応する端子台形式を示します。

ユニット形式
端子台

形式 端子数 接地端子の表示 電流容量
形 NX-AD2£££ 形 NX-TBA081 8 なし 4A

形 NX-TBA082 10A
形 NX-AD3£££ 形 NX-TBA121 12 4A

形 NX-TBA122 10A
形 NX-AD4£££ 形 NX-TBA161 16 4A

形 NX-TBA162 10A
形 NX-DA2£££ 形 NX-TBA081 8 なし 4A

形 NX-TBA082 10A
形 NX-DA3£££ 形 NX-TBA121 12 4A

形 NX-TBA122 10A

使用上の注意

端子の電流容量の仕様が 4A 以下のユニットには、形 NX-TB£££1 と形 NX-TB£££2 のど
ちらの端子台も装着できます。
ただし、ユニットの端子の電流容量が 4A 以下のため、形 NX-TB£££2 の端子台を装着して
も電流の仕様は変わりませんので注意してください。

参考

端子台の形式については、「A-4 スクリューレスクランプ端子台の形式一覧 (P.A-69)」を参照
してください。

3 各部の名称と機能
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3-2 表示部
アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットには、NX ユニットの現在の動作状態を表すための
表示部があります。表示部を以下に示します。
なお、2018 年 9 月以前に発売された形式でロット番号が 2018 年 9 月 20 日以降の製品では、表示部
の外観を変更しています。本書では、該当する形式の表示部は変更後の表示部を記載しています。外
観変更の対象形式と変更内容の詳細については、「3-2-2 表示部の外観変更 (P.3-6)」を参照してく
ださい。

(A)

(B)

記号 名称 機能
(A) 式名表示 NX ユニット形式の式の部分が表示されています。

（例）形 NX-AD2603 の場合、「AD2603」
なお、NX ユニットの入出力種別により、下記の色分けがされていま
す。
• アナログ入力ユニット: だいだい色
• アナログ出力ユニット: 黄色

(B) TS LED NX ユニットの現在の動作状態を表します。

以下に、TS LED の仕様について説明します。

3-2-1 TS LED

アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの現在の状態や、
CPUユニットとの通信状態、通信カプラユニットとの通信状態、通信
コントロールユニットとの通信状態を表示します。

点灯状態により、下記のような意味となります。

3 各部の名称と機能
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色 状態 内容
緑 点灯 • 正常動作中

• I/O リフレッシュが可能な状態
• I/O チェック機能の動作中*1

点滅（2s 周期） • 初期処理中
• ユニットのリスタート中
• ダウンロード中

赤 点灯 ハードウェア異常、WDT 異常など、ユニット共通の重度の
異常が発生

点滅（1s 周期） 通信異常など、ユニット共通の NX バスに起因する異常が発
生

− 消灯 • ユニット電源の通電なし
• ユニットのリスタート中
• 初期処理開始待ち

*1. I/O チェック機能が動作している場合の通信カプラユニットの LED 状態は、通信カプラユニットのユーザー
ズマニュアルを参照してください。

3-2-2 表示部の外観変更
2018 年 9 月以前に発売された形式で、ロット番号が 2018 年 9 月 20 日以降の製品では、表示部の外
観を変更しています。外観変更の対象形式と変更内容は以下のとおりです。なお、ここに記載がない
形式は、変更後の外観となります。

• 対象形式

形 NX-AD2203、形 NX-AD2204、形 NX-AD2208、形 NX-AD2603、形 NX-AD2604、形 NX-AD2608、
形 NX-AD3203、形 NX-AD3204、形 NX-AD3208、形 NX-AD3603、形 NX-AD3604、形 NX-AD3608、
形 NX-AD4203、形 NX-AD4204、形 NX-AD4208、形 NX-AD4603、形 NX-AD4604、形 NX-AD4608、
形 NX-DA2203、形 NX-DA2205、形 NX-DA2603、形 NX-DA2605、形 NX-DA3203、形 NX-DA3205、
形 NX-DA3603、形 NX-DA3605

• 変更内容
TS LED の発光部の形状を、四角形から五角形に変更しています。

変更前 変更後

3 各部の名称と機能
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取り付けと配線

NX ユニットの取付方法、および NX ユニットに供給する電源の種類と配線方法、NX
ユニットの配線方法について説明しています。
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4-1 NX ユニットの取り付け
NX ユニットの取付方法について説明します。
なお、取り付けの準備や制御盤の設置などについては、NX ユニットを接続する CPU ユニット、通信
カプラユニットまたは通信コントロールユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

4-1-1 NX ユニットの取り付け
NX ユニット同士の取付方法について説明します。
取り付け時には、必ず電源を OFF にしてください。
また、NX ユニットの取り付けは、必ず 1 台ずつ行ってください。複数装着された状態で取り付けを行
うと、NX ユニット間の接続が外れて落下するおそれがあります。

4 取り付けと配線
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安全上の要点

• ユニットの取り付け時には、必ず電源を OFF にしてください。電源を OFF にしないと、ユ
ニットの誤動作や破損につながる恐れがあります。

• ユニットには、シールやテープなどを貼り付けないでください。ユニットの取り付け/取り外
し時に、粘着物やくずが NX バスコネクタの端子に付着し、誤動作するおそれがあります。

• ユニットの NX バスコネクタの端子に触れないでください。NX バスコネクタの端子に汚れ
が付着し、ユニットが誤動作するおそれがあります。

例：NXユニット（12mm幅）

• NX ユニットの下図に示す禁止領域に、インクで文字などを書き込んだり、汚したりしないで
ください。ユニットの取り付け/取り外し時に、インクや汚れが NX バスコネクタの端子に付
着し、CPU ラックまたはスレーブターミナルが誤動作するおそれがあります。
CPU ユニット、通信カプラユニットおよび通信コントロールユニットの禁止領域について
は、接続する CPU ユニット、通信カプラユニットまたは通信コントロールユニットのユーザ
ーズマニュアルを参照してください。

禁止領域
（斜線部）

使用上の注意

• NX ユニットの取り付け時、NX バスコネクタの端子に触れたり、ぶつけたりしないように注
意してください。

• NX ユニットの取り扱い時、NX バスコネクタの端子にストレスを与えないように注意してく
ださい。NX バスコネクタの端子が変形した状態で、NX ユニットを取り付けて通電すると、
接触不良により誤動作する可能性があります。

1 前面から、NX ユニットのユニット連結ガイド同士をかみ合わせてください。

4 取り付けと配線
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ユニット連結ガイド

ユニット連結ガイド

2 NX ユニットを、連結ガイドに沿ってスライドさせてください。

3 NX ユニットを DIN レールに強く押し当て、カチッという音がして DIN レール取付フックがロ
ックされるまで押し込んでください。
取り付け時には、NX ユニットの DIN レール取付フックを解除する必要はありません。
取り付けたあとは、NX ユニットが DIN レールに固定されていることを確認してください。

参考

• 通常、取り付け時には DIN レール取付フックを解除する必要はありません。推奨 DIN レール
以外へ NX ユニットを取り付ける場合、DIN レール取付フックがうまくロックしない場合が
あります。その場合は、最初に DIN レール取付フックのロックを解除し、DIN レールに NX
ユニットを取り付けたあと、DIN レール取付フックをロックしてください。

• CPU ユニットの取付方法、および NX ユニットの CPU ユニットへの取付方法については、
NX ユニットを接続可能な CPU ユニットのユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照し
てください。

• 通信カプラユニットの取付方法、および NX ユニットの通信カプラユニットへの取付方法に
ついては、通信カプラユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

• 通信コントロールユニットの取付方法、および NX ユニットの通信コントロールユニットへ
の取付方法については、通信コントロールユニットのユーザーズマニュアルを参照してくだ
さい。

4-1-2 マーカの取り付け
NX ユニットを識別するために、マーカを取り付けできます。

4 取り付けと配線
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工場出荷時、オムロン製の樹脂製のマーカがあらかじめ取り付けられており、識別情報を記入できま
す。
また、市販のマーカを取り付けることもできます。
市販のマーカを取り付ける場合は、オムロン製のマーカと入れ替えてください。

NXユニット本体に
取り付けたマーカ

端子台に取り付けた
マーカ

NX ユニットのマーカ取付箇所は、外部接続端子の種類で異なります。
NX ユニットの外部接続端子については、使用する NX ユニットのユーザーズマニュアルを参照してく
ださい。

NX ユニットの外部接続端子 マーカ取付箇所
スクリューレスクランプ端子台 NX ユニット本体および端子台
M3 ねじ端子台
MIL コネクタ NX ユニット本体だけ
富士通／オータックスコネクタ

マーカの取付方法
マーカ取付箇所に、マーカの突起をはめ込んで取り付けてください。

マーカ取付箇所
マーカ

スクリューレス
クランプ端子台NXユニット本体 M3ねじ端子台

マーカ取付箇所
マーカ マーカ

端子台
カバー

マーカ取付箇所

4 取り付けと配線
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市販のマーカ
市販のマーカは樹脂製で、専用プリンタで印字することができます。
市販のマーカを使用する場合は、以下の製品を購入してください。

品名
型番

フエニックス・コンタクト製 ワイドミュラー製
マーカ UC1-TMF8 DEK 5/8
マーカ専用プリンタ UM EN BLUEMARK X1 PrintJet PRO

なお、市販のマーカ専用プリンタで、オムロン製マーカへの印字はできません。

4-1-3 NX ユニットの取り外し
NX ユニットの取り外し方法について説明します。

安全上の要点

NX ユニットを取り外すときは、必ずユニット電源と I/O 電源を OFF にしてください。

1 NX ユニットの DIN レール取付フックを、マイナスドライバなどで上側へ引き出してください。

マイナスドライバ
DINレール取付フック

2 取り外すユニットを含む複数台の NX ユニットの、ユニット引出用突起に指をかけ、まっすぐ
前に引き出して取り外してください。

4 取り付けと配線
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ユニット引出用突起

ユニット引出用突起

使用上の注意

• NX ユニットを取り外すときは、取り外すユニットを含む複数台の NX ユニットをまとめて取
り外してください。1 台だけを取り外すと、固くて引き出しにくい場合があります。

• すべての NX ユニットの DIN レール取付フックのロックを一度に解除しないでください。
DIN レールからすべての NX ユニットが外れてしまいます。

4-1-4 取付方向
NX ユニットの接続先ごとに取付方向を説明します。

CPU ユニットや通信コントロールユニットでの取付方向
正面取付方向だけで取り付けることができます。

天

地

ただし、使用する NX ユニットにより、仕様が制限されることがあります。
制限の詳細については、使用する NX ユニット、システムユニットのユーザーズマニュアルにある形
式ごとの取付方向と制限の説明を参照してください。

4 取り付けと配線
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スレーブターミナルでの取付方向
以下の 6 方向で取り付けることができます。
(A)を正面取付方向、(B)∼(F)を正面以外の取付方向とします。

(A)

(B)

(E) 天

地

(C)

(F)

(D)

ただし、使用する通信カプラユニットや NX ユニットにより、取り付け可能な方向や仕様が制限され
ることがあります。
制限の詳細については、使用する通信カプラユニットや NX ユニット、システムユニットのユーザー
ズマニュアルにある形式ごとの取付方向と制限の説明を参照してください。

安全上の要点

• 下図の取付方向の場合、下側のエンドプレートにケーブルの重量がかからないよう、ダクト
等でケーブルを保持して設置してください。下側のエンドプレートがケーブルの重量でずり
下がり、スレーブターミナルが DIN レールに固定されず、誤動作するおそれがあります。

天

地

4 取り付けと配線
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4-2 電源の種類と配線
電源の種類と配線について説明します。

4-2-1 電源の種類
NX ユニットに供給する電源には、以下の 2 種類があります。

電源名 説明
NX ユニット電源 NX ユニットの動作用の電源です。
I/O 電源 NX ユニットの I/O 回路の駆動、および外部接続機器用の電源です。

電源の NX ユニットへの供給方法と配線方法は、NX ユニットを接続する CPU ユニット、スレーブタ
ーミナルおよび通信コントロールユニットの仕様に依存します。NX ユニットへの電源供給方法と配
線方法については、接続先に応じて以下のマニュアルの「電源供給の設計」や「配線」の記述を参照
してください。
• CPU ユニットのユーザーズマニュアル ハードウェア編
• 通信カプラユニットのユーザーズマニュアル
• 通信コントロールユニットのユーザーズマニュアル

以降、アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの I/O 電源の用途と供給方法、I/O 電源の
消費電流合計の算出方法について説明します。

4-2-2 I/O 電源の用途と供給方法
アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの I/O 電源の用途と供給方法を以下に示します。

I/O 電源の用途
以下の用途に使用します。
• アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの I/O 回路の駆動
• 外部接続機器の電源

I/O 電源の供給方法
以下の 2 つの方法により供給します。各 NX ユニットの形式ごとの供給方法については、「A-1 データ
シート (P.A-2)」を参照してください。

l NX バスからの供給
通信カプラユニットまたは I/O 電源追加供給ユニットの I/O 電源供給用端子に I/O 電源を接続す
ることにより、NX バスコネクタを通して供給されます。

NX シリーズ CPU ユニットの CPU ラックで I/O 電源を供給するユニットについては、接続する
CPU ユニットのユーザーズマニュアル ハードウェア編の「電源供給の設計」や「配線」の記述を
参照してください。
スレーブターミナルで I/O 電源を供給するユニットについては、接続する通信カプラユニットのユ
ーザーズマニュアルの「電源供給の設計」や「配線」の記述を参照してください。

4 取り付けと配線
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通信コントロールユニットの CPU ラックで I/O 電源を供給するユニットについては、接続する通
信コントロールユニットのユーザーズマニュアルの「電源供給の設計」や「配線」の記述を参照し
てください。

l 外部からの供給
外部から対象ユニットに供給する方法です。
対象ユニットの I/O 電源供給用の端子に I/O 電源を接続し、I/O 電源を供給します。

参考

NX シリーズの電源関連ユニット
NX シリーズの電源関連ユニットには、以下の 3 種類があります。
• NX ユニット電源追加供給ユニット
• I/O 電源追加供給ユニット
• I/O 電源接続ユニット
電源関連ユニットの仕様の詳細については、『NX シリーズ システムユニット ユーザーズマニュ
アル（SBCA-409）』を参照してください。
また、NX シリーズの電源関連ユニットの最新ラインナップについては、カタログや当社ホーム
ページ、または当社営業担当者に確認してください。

4-2-3 I/O 電源の消費電流合計の算出方法
NX バスから供給する I/O 電源の消費電流の合計は、通信カプラユニット、通信コントロールユニット
や I/O 電源追加供給ユニットの I/O 電源最大電流の範囲内である必要があります。ただし、I/O 電源
追加供給ユニットを CPU ユニットの CPU ラックに接続した場合の I/O 電源最大電流の値が、I/O 電
源追加供給ユニットの値よりも小さい場合があります。たとえば、形 NX1P2 CPU ユニットの CPU
ラックでは、I/O 電源最大電流は 4A となります。CPU ラックでの I/O 電源最大電流は、NX ユニッ
トを接続する CPU ユニットのユーザーズマニュアルハードウェア編にある「NX バスからの供給によ
る I/O 電源の設計方法」の「I/O 電源最大電流」を参照してください。
この確認および、I/O 電源の容量を算出するため、NX バスからの供給による I/O 電源の消費電流の合
計を算出します。
なお、各形式のデータシートに記載している I/O 電源消費電流の値に、外部接続負荷の負荷電流と外
部接続機器の消費電流は含みません。
アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの、I/O 電源の消費電流の合計は、以下のように計
算します。

アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの形式ごとの I/O 電源消費電流については、
「A-1 データシート (P.A-2)」を参照してください。

安全上の要点

NX シリーズ CPU ユニットの CPU ラックの場合、I/O 電源電流は、CPU ユニットの形式ごと
に定められた仕様の値以下で使用してください。たとえば、形 NX1P2 CPU ユニットでは、4A
以下で使用してください。仕様範囲外の環境で使用した場合、故障や破壊の原因となります。
CPU ユニットの形式ごとの I/O 電源電流は、接続する CPU ユニットのユーザーズマニュアル
を参照してください。

NX バスからの供給による I/O 電源の消費電流の合計
NX バスからの供給による I/O 電源の消費電流の合計は、I/O 電源を NX バスから供給する NX ユニッ
トの I/O 電源消費電流とその I/O 回路の電流、外部接続機器の消費電流の合計です。

4 取り付けと配線
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• アナログ入力ユニットの I/O 電源の消費電流の合計
＝（アナログ入力ユニットの I/O 電源消費電流）＋（外部接続機器の消費電流の合計）

• アナログ出力ユニットの I/O 電源の消費電流の合計
＝（アナログ出力ユニットの I/O 電源消費電流）＋（外部接続機器の消費電流の合計）

外部からの供給による I/O 電源の消費電流の合計
外部からの供給による I/O 電源を使用する NX ユニットの場合は、NX バスからの供給による場合のよ
うな確認事項はありません。
外部からの供給による I/O 電源の消費電流の合計は、NX バスからの供給による I/O 電源の消費電流の
合計とともに、I/O 電源の容量の決定に使用してください。

4 取り付けと配線
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4-3 端子への配線
アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの端子への配線について説明します。

警告
ユニットおよびスレーブに入力する電圧や電流は定められた範囲で入力してくださ
い。
範囲外の電圧や電流を使用すると故障や火災の原因となります。

注意
端子台のねじ、ケーブルのねじは、本マニュアルまたは参照マニュアルで指定したト
ルクで締め付けてください。ねじが緩むと発火および誤動作のおそれがあります。

4-3-1 スクリューレスクランプ端子台への配線
スクリューレスクランプ端子台への電線の配線方法や、取り付け、取り外し方法、誤挿入防止機能に
ついて説明します。

スクリューレスクランプ端子台では、より線に装着した棒端子を端子台に接続したり、より線や単線
を端子台に接続したりすることができます。前者の場合は、棒端子を端子台の端子穴に差し込むだけ
で簡単に配線できます。

配線の対象
配線する対象の端子は、以下のとおりです。
• I/O 電源端子
• 入力／出力端子

適合する電線
スクリューレスクランプ端子台に接続できる電線は、より線に装着した棒端子や、より線／単線です。
適合する電線の寸法や加工方法を以下に説明します。

l 端子台に接続する電線の寸法
スクリューレスクランプ端子台の端子穴に接続できる電線の寸法は、下図のとおりです。
この寸法に適合するように、以降の説明で規定する適合電線の、電線を加工してください。

1.6mm以下（接地端子以外）
2.0mm以下（接地端子）

2.4mm以下（接地端子以外）
2.7mm以下（接地端子）

4 取り付けと配線
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l 棒端子を使用する場合
棒端子を使用する場合、より線を装着して使用します。
棒端子に装着するより線のストリップ長は、使用する棒端子の使用方法に従ってください。
棒端子は、めっきされた 1 本差し棒端子を使用してください。めっきされてないものや、2 本差し
棒端子は使用できません。

適合する棒端子、電線、圧着工具は、以下のとおりです。

端子の
種類 メーカ 棒端子形式

適合電線
(mm2 (AWG))

圧着工具

接地端
子以外
の端子

フエニック
ス・コンタ
クト

AI0,34-8 0.34 (#22) フエニックス・コンタクト（かっこ内は適合電線サ
イズ）
CRIMPFOX 6 （0.25∼6mm2、AWG24∼10）

AI0,5-8 0.5 (#20)
AI0,5-10
AI0,75-8 0.75 (#18)
AI0,75-10
AI1,0-8 1.0 (#18)
AI1,0-10
AI1,5-8 1.5 (#16)
AI1,5-10

接地端
子

AI2,5-10 2.0*1

接地端
子以外
の端子

ワイドミュ
ラー

H0.14/12 0.14 (#26) ワイドミュラー（かっこ内は適合電線サイズ）
PZ6 Roto （0.14∼6mm2、AWG26∼10）H0.25/12 0.25 (#24)

H0.34/12 0.34 (#22)
H0.5/14 0.5 (#20)
H0.5/16
H0.75/14 0.75 (#18)
H0.75/16
H1.0/14 1.0 (#18)
H1.0/16
H1.5/14 1.5 (#16)
H1.5/16

*1. 棒端子形式 AI2,5-10 には、2.0∼2.1mm2 の電線を使用してください。2.1mm2 を超えるとスクリュー
レスクランプ端子台には使用できません。

上記の表以外の棒端子を使用するときは、下図の棒端子の加工寸法とおりになるように、より線と
棒端子を圧着してください。

8∼10mm

1.6mm以下（接地端子以外）
2.0mm以下（接地端子）

2.4mm以下（接地端子以外）
2.7mm以下（接地端子）

l より線／単線を使用する場合
より線／単線を使用する場合、下の表に適合する電線を使用してください。

4 取り付けと配線
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端子
電線の種類

電線サイズ 導体長（ストリ
ップ長）

より線 単線

区分 電流容量 めっきあ
り

めっきな
し

めっきあ
り

めっきな
し

接地端子以
外の端子

2A 以下 可 可 可 可 0.08∼1.5mm2

(AWG28∼16)
8∼10mm

2A 超え、
4A 以下

不可 可*1 不可

4A 超え 可*1 不可

接地端子 − 可 可 可*2 可*2 2.0mm2 9∼10mm

*1. 電線をスクリューレスクランプ端子台に固定してください。電線の固定方法は「電線の固定 (P.4-17)」
を参照してください。

*2. 端子台に形 NX-TB£££1 を使用するときは、接地端子をより線で配線し、単線は使用しないでくださ
い。

導体長（ストリップ長）

使用上の注意

• ケーブルに流れる電流に合わせ、適切な線径のケーブルを使用してください。また、ケーブ
ルに流せる電流は周囲温度によって制限されるため、ケーブルのマニュアルを参照し、使用
環境に合わせて使用してください。

• より線は、被覆をむいたあと導体部をよってください。より線／単線の導体部にばらけやひ
げが出たり、曲がったりしないようにしてください。

電線のばらけやひげ 電線の曲がり

参考

電線に流す電流が 2A を超える場合は、めっきされた電線または棒端子を使用してください。

電線の接続／取り外し方法
電線の接続、および取り外し方法について説明します。

4 取り付けと配線

4-14 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



l 端子台の各部の名称

端子穴

リリースホール

l 使用工具
電線の接続と取り外しには、マイナスドライバを使用します。
使用するマイナスドライバは、下記のものを使用してください。

2.5mm0.4mm

側面 正面

φ2.5mm
8∼12°

推奨ドライバ

形式 メーカ
SZF 0-0,4X2,5 フエニックス・コンタクト

l 棒端子の接続
棒端子を、端子穴にまっすぐに挿入してください。
リリースホールにマイナスドライバを押し込む必要はありません。

棒端子

接続したら、棒端子が端子台に固定されていることを確認してください。

l より線／単線の接続
より線／単線を端子台に接続するときは、以下の手順により行ってください。

1 マイナスドライバを斜めにし、リリースホールに押し込んでください。

4 取り付けと配線
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押し込み角度は、10∼15°が適切です。 正しく押し込むと、リリースホール内のバネの反発
を感じます。

1

10∼15°

マイナスドライバリリースホール

2 リリースホールにマイナスドライバを押し込んだ状態で、より線／単線を端子穴に挿入してく
ださい。
短絡防止のため、より線／単線のストリップ部が端子穴に隠れるまで挿入してください。

2

より線／単線

3 マイナスドライバをリリースホールから抜いてください。

3

接続したら、より線／単線を軽く引っ張り、端子台に固定されていることを確認してください。

4 取り付けと配線

4-16 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



安全上の要点

• スクリューレスクランプ端子台のリリースホールに対して、マイナスドライバをまっすぐに
押し込まないでください。端子台が破損するおそれがあります。

• スクリューレスクランプ端子台のリリースホールにマイナスドライバを押し込むときは、
30N 以下の適切な力で押し込んでください。過剰な力で押し込むと、端子台が破損するおそ
れがあります。

• スクリューレスクランプ端子台のリリースホールにマイナスドライバを押し込んだ状態で、
マイナスドライバを傾けたり、ねじったりしないでください。端子台が破損するおそれがあ
ります。

• 配線を間違えないでください。
• ケーブルを無理に曲げないでください。断線するおそれがあります。

l 電線の固定
使用する電線の種類や電線に流す電流によって、電線をスクリューレスクランプ端子台に固定する
必要がある場合があります。
電線固定の要否は下の表のとおりです。

端子 電線の種類

区分 電流容量 棒端子
より線 単線

めっきあり めっきなし めっきあり めっきなし
接地端子以外
の端子

2A 以下 不要 不要 不要 不要 不要
2A 超え、4A
以下

不可 要 不可

4A 超え 要 不可
接地端子 − 不要 不要 不要 不要

以下の説明のとおりに電線を固定してください。

1 結束バンドを準備します。
幅 4mm 以下で厚さが 1.5mm 以下の結束バンドが使用可能です。使用する環境に対して適切
な仕様の結束バンドを選定してください。

4 取り付けと配線
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1.5以下

4.0以下

2 結束バンドをスクリューレスクランプ端子台下部の電線固定用穴に通します。

電線固定用穴

結束バンド

3 結束バンドで電線を束ねて、スクリューレスクランプ端子台に固定します。

このとき、電線がスクリューレスクランプ端子台から 30mm 以内となるように固定してく
ださい。

4 取り付けと配線
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l 電線の取り外し
電線を端子台から取り外すときは、以下の手順により行ってください。
取り外し方法は、棒端子、より線／単線とも同じです。

電線を端子台に固定しているときは、固定を外してください。

1 マイナスドライバを斜めにし、リリースホールに押し込んでください。
押し込み角度は、10∼15°が適切です。 正しく押し込むと、リリースホール内のバネの反発
を感じます。

マイナスドライバ

1

10∼15°

2 リリースホールにマイナスドライバを押し込んだ状態で、電線を端子穴から抜いてください。

2

電線

3 マイナスドライバをリリースホールから抜いてください。

4 取り付けと配線
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3

安全上の要点

• スクリューレスクランプ端子台のリリースホールに対して、マイナスドライバをまっすぐに
押し込まないでください。端子台が破損するおそれがあります。

• スクリューレスクランプ端子台のリリースホールにマイナスドライバを押し込むときは、
30N 以下の適切な力で押し込んでください。過剰な力で押し込むと、端子台が破損するおそ
れがあります。

• スクリューレスクランプ端子台のリリースホールにマイナスドライバを押し込んだ状態で、
マイナスドライバを傾けたり、ねじったりしないでください。端子台が破損するおそれがあ
ります。

• 配線を間違えないでください。
• ケーブルを無理に曲げないでください。断線するおそれがあります。

端子台の取り外し方法

1 端子台のロックレバーを押した状態で、端子台を手前に倒し、取り外してください。

4 取り付けと配線
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ロックレバー

端子台

端子台の取付方法

1 NX ユニット本体下部のガイドに各ユニットの形式に適合する端子台のフックを引っ掛け、端
子台を起こし、カチッという音がするまで押し込んでください。
カチッという音がして端子台がユニットに固定されます。 取り付けたあとは、端子台がユニッ
トに固定されていることを確認してください。

ガイドフック

装着できる端子台については、「各ユニット形式に適合する端子台 (P.3-4)」を参照してください。

4 取り付けと配線
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4-3-2 端子台の誤挿入防止機能
ユニット本体と端子台との組み合わせを限定することで、意図しない組み合わせでの取り付けを防止
する機能です。

ユニット本体と端子台にある各 6 個の誤挿入防止機能用の穴のうちの各 3 個に、誤挿入防止ピン（形
NX-AUX02）を挿入します。ユニット本体と端子台を組み合わせたときに、ピン同士がかち合わない
ような位置に挿入します。
これにより、異なる組み合わせで端子台を取り付けしようとした場合、ピン同士がかち合って取り付
けできないような仕組みを作ることができます。

端子台

ユニット本体

挿入不可

誤挿入防止ピンの種類
誤挿入防止ピンは、端子台用とユニット本体用があり、形状が異なります。
1 つのランナーに、ピンが 3 個付いています。

端子台用 ユニット本体用

誤挿入防止ピン
（この部分を使用します。）

ランナー

誤挿入防止ピンは、以下を使用してください。

名称 形式 仕様
誤挿入防止ピン 形 NX-AUX02 10 台分（端子台用 30 個、ユニット本体用 30 個）

4 取り付けと配線
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誤挿入防止ピンの装着位置とパターン
下図の No.1∼6 の位置に、誤挿入防止ピンを 3 個づつ挿入します。
下表のとおり、最大 20 パターンのユニークな組み合わせを作ることができます。

1 2 3 4 5 6
○No.1 ○ ○
○No.2 ○ ○
○No.3 ○ ○
○No.4 ○ ○
○No.5 ○ ○
○No.6 ○ ○
○No.7 ○ ○
○No.8 ○ ○
○No.9 ○ ○
○No.10 ○ ○

No.11 ○ ○ ○
No.12 ○ ○ ○
No.13 ○ ○ ○
No.14 ○ ○ ○
No.15 ○ ○ ○
No.16 ○ ○ ○
No.17 ○ ○ ○
No.18 ○ ○ ○
No.19 ○ ○ ○
No.20 ○ ○ ○

1 2 3 4 5 6
○ ○ ○

○ ○ ○
○○ ○
○○ ○

○ ○ ○
○○ ○
○○ ○

○○ ○
○○ ○

○○○
○ ○ ○

○○ ○
○○ ○

○○ ○
○○ ○

○○○
○○ ○
○○ ○

○○○
○○○

パターン 端子台側のピン位置 ユニット本体側のピン位置
○：ピン挿入

ユニット本体側端子台側

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

当社使用の穴

誤挿入防止機能用
の穴（ピン位置）

当社使用の穴

誤挿入防止機能用
の穴（ピン位置）

4 取り付けと配線
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最大の 20 とおりのパターンの組み合わせを作成する場合には、形 NX-AUX02（10 台分）が 2 個必
要です。

使用上の注意

• 前図の No.1∼6 以外の穴は当社で使用します。端子台側の当社使用の穴に誤挿入防止ピン
を挿入すると、端子台をユニットに取り付けられなくなります。

• 一度取り付けた誤挿入防止ピンを取り外した場合、その誤挿入防止ピンは使用しないでくだ
さい。

誤挿入防止ピンの装着方法

1 ランナー部を持ち、誤挿入防止ピンを端子台とユニット本体の誤挿入防止機能用の穴へ差し込
みます。

端子台側 ユニット本体側

2 ランナー部を回転させながら、誤挿入防止ピンを切り離します。

端子台側

4 取り付けと配線

4-24 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



ユニット本体側

4-3-3 配線の確認
サポートソフトのウォッチウィンドウなどでスレーブターミナルの入力データを読み出したり、出力
データを書き込んだりして、配線を確認してください。
入力ユニットについては、確認対象のユニットに接続している外部機器から信号を入力することによ
り、その結果をモニタリングします。
出力ユニットについては、確認対象ユニットの出力を実行して、接続している外部機器の動作を確認
します。

サポートソフトによるモニタリングや I/O 出力の操作については、使用するサポートソフトのオペレ
ーションマニュアルを参照してください。

参考

• Sysmac Studio では、I/O マップやウォッチウィンドウなどで配線を確認できます。I/O マ
ップを使用すると、変数の定義やアルゴリズムの作成をしていなくてもモニタリングや強制
値リフレッシュができるため、配線の確認に便利です。モニタリングや強制値リフレッシュ
の操作については、『Sysmac Studio Version 1 オペレーションマニュアル（SBCA-470）』
を参照してください。

• スレーブターミナルだけで配線チェックが行える I/O チェック機能をサポートする通信カプ
ラユニットがあります。通信カプラユニットの I/O チェック機能のサポート有無や機能の詳
細については、使用する通信カプラユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

4 取り付けと配線
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4-4 配線例
アナログ入力ユニットおよび出力ユニットの配線例および、配線時の留意事項について説明します。
形式ごとの端子配列については、「A-1 データシート (P.A-2)」の、形式ごとの端子接続図を参照し
てください。

4-4-1 アナログ入力ユニットの配線例
• 配線例 1（入力方式: シングルエンド入力）

入力＋
24V（センサ電源＋）
0V（センサ電源－／入力－）

3線式センサ

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

I/O電源追加
供給ユニット
形NX-PF0630

入力1＋

IOG

IOV

IOV

A1 B1

A8 B8

IOG

入力2＋

IOG

IOV

IOV

IOG

電圧入力ユニット
形NX-AD3603

DC24V

A1 B1

A8 B8

入力3＋入力4＋

• 配線例 2（入力方式: 差動入力）

入力＋

入力－

A1 B1

A8 B8

電流入力ユニット
形NX-AD4204

入力1＋入力2＋

入力3＋入力4＋

入力5＋入力6＋

入力7＋入力8＋

入力1－入力2－

入力3－入力4－

入力5－入力6－

入力7－入力8－

通常、ノイズ遮へい用シールドは接続する必要はありません。ノイズの影響を受ける場合には入力ユ
ニット側のシールド端を接地すると、耐ノイズ性が向上することがあります。この場合、出力機器側
のシールドは、どこにも接続しないでください。
シールド接続ユニット 形 NX-TBX01 を使用することで、シールドをまとめて接地することができま
す。

4 取り付けと配線
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入力＋

入力－

A1 B1

A8 B8

電流入力ユニット
形NX-AD4204

A1 B1

A8 B8

シールド接続
ユニット
形NX-TBX01

シールド

D種接地
（第3種接地）

出力機器

出力機器側の
シールドは
接地しないで
ください。

入力1＋入力2＋

入力3＋入力4＋

入力5＋入力6＋

入力7＋入力8＋

入力1－入力2－

入力3－入力4－

入力5－入力6－

入力7－入力8－

SHLD

SHLD

SHLD

SHLD

SHLD

SHLD

SHLD

SHLD

SHLD

SHLD

SHLD

SHLD

SHLD

SHLD

ケーブルのシールドは、SHLD 端子に接続してください。
また、機能接地端子は、D 種接地（第 3 種接地）してください。

使用上の注意

本 NX ユニットの機能を最良の状態でご使用いただくため、ノイズの影響を受けないよう下記
の点に注意して配線を行ってください。
• 入力接続線は、入力チャネルごとに 2 芯ツイストペアシールド線、または 3 芯一括ツイスト

シールド線を使用して配線してください。通常、ノイズ遮へい用シールドはどこにも接続せ
ずに使用します。

• 入力接続線は、AC 電源線、動力線などのパワーラインと分離して配線し、同じダクトには入
れないでください。

• 電気溶接器や放電加工機との同一電源での使用や、近くに高周波発生源があるときなど、電
源線からノイズが乗る場合は、電源入力部にノイズフィルタを挿入してください。

4-4-2 アナログ出力ユニットの配線例

電圧出力＋

電圧出力－

I/O電源追加
供給ユニット
形NX-PF0630

A1 B1

A8 B8

電圧出力ユニット
形NX-DA3603

DC24V

A1 B1

A8 B8

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

V1＋

IOG

IOV

IOV

IOG

V2＋

IOG

IOV

IOV

IOG

V3＋ V4＋

4 取り付けと配線
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使用上の注意

本 NX ユニットの機能を最良の状態でご使用いただくため、ノイズの影響を受けないよう下記
の点に注意して配線を行ってください。
• 出力接続線は、出力チャネルごとに 2 芯ツイストペアシールド線、または 3 芯一括ツイスト

シールド線を使用して配線してください。ノイズ遮へい用シールドは、入力機器側の仕様に
従って接続してください。

• 出力接続線は、AC 電源線、動力線などのパワーラインと分離して配線し、同じダクトには入
れないでください。

• 電気溶接器や放電加工機との同一電源での使用や、近くに高周波発生源があるときなど、電
源線からノイズが乗る場合は、電源入力部にノイズフィルタを挿入してください。

4-4-3 アナログ入力ユニットの入力機器側の電源を共用するときの留意点
入力方式が差動入力のアナログ入力ユニットを使用する場合は、入力機器側で電源を共用し、電圧入
力を行うとき、断線発生時に以下のような状態になります。

入力n＋

内
部
回
路

アナログ入力ユニット

A

B

入力機器

入力機器電源

電圧
発生

AG

入力n－

入力n＋

入力n－

C

D

上図の A 部が断線すると、矢印で示すように電圧の回り込みが発生します。このため、A 部が断線し
ているにもかかわらず、A/B 間に、断線していない C/D 間の 1/2∼1/3 程度の電圧が生じます。これ
は、B 部が断線したときも同様です。
このような電圧が発生すると、断線検知が行われなくなることがあります。
電圧入力時には、入力機器側の電源を共用しないようにするか、入力ごとに絶縁器（アイソレータ）
を使用してください。
なお、電流入力時は、電源が共通でも上記のような影響はありません。
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5-1 I/O リフレッシュ
NX ユニットの I/O リフレッシュについて説明します。

5-1-1 CPU ユニットから NX ユニットへの I/O リフレッシュ
NX シリーズ CPU ユニットは、NX ユニットに対して、サイクリックに I/O リフレッシュを行います。

CPU ユニットと NX ユニットの I/O リフレッシュ動作に影響を与える周期には、以下の 3 つがありま
す。
a. CPU ユニットのプライマリ周期
b. NX バスのリフレッシュ周期
c. 各 NX ユニットのリフレッシュ周期

CPUユニット

(b) NXバスのリフレッシュ周期

NXユニットNXユニット

(c) 各 NXユニットのリフレッシュ周期

NXユニット

(a)CPUユニッ
トのプライマリ
周期

ユーザプログラムと
I/Oユニットとのデータ交換

以下の動作となります。
• (b) の NX バスのリフレッシュ周期は、(a) の CPU ユニットのプライマリ周期と自動的に一致し、

同期します。
• (c) の各 NX ユニットのリフレッシュ周期は、後述の I/O リフレッシュ方式に依存します。

CPU ユニットと NX ユニットとの I/O リフレッシュの詳細な説明については、『NJ/NX シリーズ
CPU ユニット ユーザーズマニュアル ソフトウェア編(SBCA-467)』を参照してください。
また CPU ユニットの CPU ラックでの NX ユニットの入出力応答時間については、「5-1-4 NX ユニッ
トの入出力応答時間の計算 (P.5-4)」を参照してください。
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5-1-2 CPU ユニットまたは産業用 PC からスレーブターミナルへの I/O リ
フレッシュ

CPU ユニットまたは産業用 PC はスレーブターミナルに対して、通信マスタユニットと通信カプラユ
ニットを経由してサイクリックに I/O リフレッシュを行います。

CPU ユニットまたは産業用 PC とスレーブターミナル上の NX ユニットとの I/O リフレッシュ動作
に影響を与える周期には、以下の 4 つがあります。
a. CPU ユニットまたは産業用 PC のサイクルタイム
b. 上位のネットワークの通信周期
c. NX バスのリフレッシュ周期
d. 各 NX ユニットのリフレッシュ周期

ユーザプログラムと
I/Oユニットとのデータ交換

通信マスタユニット

CPUユニット
または
産業用 PC

(a) サイク
ルタイム

(b) 上位のネットワークの通信周期

(c) NXバスのリフレッシュ周期

NXユニットNXユニット

通信路

他の
通信スレーブ

(d) 各 NXユニットのリフレッシュ周期

通信カプラユニット NXユニットスレーブターミナル

CPU ユニットまたは産業用 PC のサイクルタイムと上位のネットワークの通信周期、NX バスの I/O
リフレッシュ周期は、CPU ユニットまたは産業用 PC の種類や通信の種類で決まります。
ここでは、NJ/NX シリーズ CPU ユニットまたは NY シリーズ産業用 PC の内蔵 EtherCAT ポートを
使用して EtherCAT スレーブターミナルと通信する場合の動作を、図中の記号を使って以降説明しま
す。

EtherCAT スレーブターミナル以外のスレーブターミナルでの I/O リフレッシュの動作については、
接続する通信カプラユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。
内蔵 EtherCAT ポートと EtherCAT スレーブターミナルの I/O リフレッシュの詳細な説明について
は、『NX シリーズ EtherCAT カプラユニット ユーザーズマニュアル（SBCD-361）』を参照してくだ
さい。
また、スレーブターミナルにおける NX ユニットの入出力応答時間については、「5-1-4 NX ユニット
の入出力応答時間の計算 (P.5-4)」を参照してください。
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NX シリーズ CPU ユニットとの I/O リフレッシュの動作
NX シリーズ CPU ユニットの内蔵 EtherCAT ポートを使用して EtherCAT スレーブターミナルと通
信する場合は、以下の動作となります。
• (b)のプロセスデータ通信周期および(c)の NX バスのリフレッシュ周期は、(a) の CPU ユニットの

プライマリ周期や定周期タスク（実行優先度 5）のタスク周期と自動的に一致し、同期します。*1

• (d)の各 NX ユニットのリフレッシュ周期は、後述の I/O リフレッシュ方式に依存します。
*1. EtherCAT カプラユニットを DC 有効にしている場合です。

なお、定周期タスク（実行優先度 5）は、接続する CPU ユニットの形式がサポートしている必要があ
ります。NX シリーズ CPU ユニットの各形式がサポートする定周期タスクについては、『NJ/NX シリ
ーズ CPU ユニット ユーザーズマニュアル ソフトウェア編(SBCA-467)』にあるタスク設計の説明を
参照してください。

NJ シリーズ CPU ユニットまたは NY シリーズ産業用 PC との I/O リ
フレッシュ動作

NJ シリーズ CPU ユニットまたは NY シリーズ産業用 PC の内蔵 EtherCAT ポートを使用して
EtherCAT スレーブターミナルと通信する場合は、以下の動作となります。
• (b)のプロセスデータ通信周期および(c)の NX バスのリフレッシュ周期は、(a)の CPU ユニットま

たは産業用 PC のプライマリ周期と自動的に一致し、同期します。*1

• (d)の各 NX ユニットのリフレッシュ周期は、後述の I/O リフレッシュ方式に依存します。
*1. EtherCAT カプラユニットを DC 有効にしている場合です。

5-1-3 通信コントロールユニットから NX ユニットへの I/O リフレッシュ
通信コントロールユニットから NX ユニットへの I/O リフレッシュ動作についての詳細は、通信コン
トロールユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

5-1-4 NX ユニットの入出力応答時間の計算
NX ユニットの接続先に応じて、以下に示すマニュアルを参照して NX ユニットの入出力応答時間を計
算してください。

CPU ユニットに接続する場合
参照するマニュアル 内容

接続する CPU ユニットのユーザーズマニ
ュアル ソフトウェア編

CPU ユニットの CPU ラックにおける NX ユニットの入出力応答
時間の計算方法が記載されています。

NX シリーズ データリファレンスマニュア
ル

NX ユニットの入出力応答時間の計算で使用する NX ユニットの
パラメータ値が記載されています。

通信カプラユニットに接続する場合
参照するマニュアル 内容

接続する通信カプラユニットのユーザーズ
マニュアル

スレーブターミナルにおける NX ユニットの入出力応答時間の計
算方法が記載されています。
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参照するマニュアル 内容
NX シリーズ データリファレンスマニュア
ル

NX ユニットの入出力応答時間の計算で使用する NX ユニットの
パラメータ値が記載されています。

通信コントロールユニットに接続する場合
参照するマニュアル 内容

接続する通信コントロールユニットのユー
ザーズマニュアル

通信コントロールユニットの CPU ラックにおける NX ユニット
の入出力応答時間の計算方法が記載されています。

NX シリーズ データリファレンスマニュア
ル

NX ユニットの入出力応答時間の計算で使用する NX ユニットの
パラメータ値が記載されています。

5 I/O リフレッシュ

5-5NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)

5-1 I/O
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ

5

5-1-4 N
X

ユ
ニ

ッ
ト

の
入

出
力

応
答

時
間

の
計

算



5-2 I/O リフレッシュ方式
NX ユニットの I/O リフレッシュ方式について説明します。

5-2-1 I/O リフレッシュ方式の種類

CPU ユニットと NX ユニット間での I/O リフレッシュ方式
CPU ユニットと NX ユニット間で使用できる I/O リフレッシュ方式は、接続する CPU ユニットによ
り異なります。
CPU ユニットと NX ユニット間で使用できる I/O リフレッシュ方式については、接続する CPU ユニ
ットのユーザーズマニュアル ソフトウェア編を参照してください。

例として、NX シリーズ 形 NX1P2 CPU ユニットと NX ユニット間で使用できる I/O リフレッシュ方
式を以下に示します。

I/O リフレッシュ方式 *1 機能の概要
フリーランリフレッシュ方式 NX バスのリフレッシュ周期と NX ユニットの入出力更新周期が非同期であ

る I/O リフレッシュ方式です。
入出力同期リフレッシュ方式 CPU ユニットに接続した複数の NX ユニット間で、入力取り込みタイミン

グや出力更新タイミングが同期し、かつ、その間隔が一定である I/O リフレ
ッシュ方式です。

タイムスタンプ方式 NX バスのリフレッシュ周期と非同期に NX ユニットが入力変化の DC 時刻
を記録したり、指定した DC 時刻で出力を行ったりする I/O リフレッシュ方
式です。NX ユニットと CPU ユニットとのデータ交換は、NX バスのリフレ
ッシュ周期でサイクリックに行います。

変化時刻入力方式 入力が変化した DC 時刻を入力ユニットが記録する I/O リフレッシュ方式
です。

時刻指定出力方式 指定した DC 時刻で、出力ユニットが出力を更新する I/O リフレッシュ方式
です。

*1. 形 NX1P2 CPU ユニットはタスク周期優先リフレッシュ方式を使用できません。

形 NX1P2 CPU ユニットは、上記のすべての I/O リフレッシュ方式を同時に実行することができるた
め、異なる I/O リフレッシュ方式の NX ユニットを混在させることができます。

通信カプラユニットと NX ユニット間での I/O リフレッシュ方式
通信カプラユニットと NX ユニット間で使用できる I/O リフレッシュ方式は、使用する通信カプラユ
ニットにより異なります。
通信カプラユニットと NX ユニット間で使用できる I/O リフレッシュ方式については、接続する通信
カプラユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

例として、EtherCAT カプラユニットを、NJ/NX シリーズ CPU ユニットまたは NY シリーズ産業用
PC の内蔵 EtherCAT ポートに接続した場合の、EtherCAT カプラユニットと NX ユニット間で使用
できる I/O リフレッシュ方式を以下に示します。

I/O リフレッシュ方式 機能の概要
フリーランリフレッシュ方式 NX バスのリフレッシュ周期と NX ユニットの入出力更新周期が非同期であ

る I/O リフレッシュ方式です。
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I/O リフレッシュ方式 機能の概要
入出力同期リフレッシュ方式 複数のスレーブターミナル内の複数の NX ユニット間で、入力取り込みタイ

ミングや出力更新タイミングが同期し、かつ、その間隔が一定である I/O リ
フレッシュ方式です。

タイムスタンプ方式 *1 NX バスのリフレッシュ周期と非同期に NX ユニットが入力変化の DC 時刻
を記録したり、指定した DC 時刻で出力を行ったりする I/O リフレッシュ方
式です。NX ユニットと EtherCAT カプラユニットとのデータ交換は、NX
バスのリフレッシュ周期でサイクリックに行います。

変化時刻入力方式 入力が変化した DC 時刻を入力ユニットが記録する I/O リフレッシュ方式
です。

時刻指定出力方式 指定した DC 時刻で、出力ユニットが出力を更新する I/O リフレッシュ方式
です。

タスク周期優先リフレッシュ方
式 *2

入出力のタイミングをほかの NX ユニットと合わせるよりもタスク周期の
短縮化を優先する I/O リフレッシュ方式です。この I/O リフレッシュ方式
の場合、入出力のタイミングはほかの入出力同期リフレッシュ方式の NX ユ
ニットと合いません。

*1. アナログ入力ユニットやアナログ出力ユニットはタイムスタンプ方式を持っていません。
*2. EtherCAT カプラユニット形 NX-ECC203 を使用する必要があります。なお、アナログ入力ユニットやアナ

ログ出力ユニットはタスク周期優先リフレッシュ方式を持っていません。

EtherCAT カプラユニットは、すべての I/O リフレッシュ方式を同時に実行することができるため、
EtherCAT のスレーブターミナルには、異なる I/O リフレッシュ方式の NX ユニットを混在させるこ
とができます。

通信コントロールユニットと NX ユニット間での I/O リフレッシュ方式
通信コントロールユニットと NX ユニット間で使用できる I/O リフレッシュ方式については、通信コ
ントロールユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。
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5-2-2 I/O リフレッシュ方式の設定方法

CPU ユニットと NX ユニット間での設定方法
CPU ユニットと NX ユニット間での I/O リフレッシュ方式の設定方法は、接続する CPU ユニットに
より決まります。
CPU ユニットと NX ユニット間での I/O リフレッシュ方式の設定方法については、接続する CPU ユ
ニットのユーザーズマニュアル ソフトウェア編にある I/O リフレッシュ方式の説明を参照してくだ
さい。

NX シリーズ 形 NX1P2 CPU ユニットでの例を以下に示します。
形 NX1P2 CPU ユニットでは、設定はなく、以下の表に従って決まります。

フリーランリフレッシュ
方式だけを持つ NX ユニ

ット

フリーランリフレッシュ
方式と入出力同期リフレ
ッシュ方式の両方を持つ

NX ユニット

フリーランリフレッシュ
方式と入出力同期リフレ
ッシュ方式とタスク周期
優先リフレッシュ方式を

持つ NX ユニット

タイムスタンプ方式だけ
を持つ NX ユニット *1

フリーランリフレッシュ
方式で動作

入出力同期リフレッシュ方式で動作 タイムスタンプ方式で動
作

*1. タイムスタンプ方式には、変化時刻入力方式と時刻指定出力方式があります。

通信カプラユニットと NX ユニット間での設定方法
通信カプラユニットと NX ユニット間での I/O リフレッシュ方式の設定方法は、接続する通信カプラ
ユニットにより決まります。
通信カプラユニットと NX ユニット間での I/O リフレッシュ方式の設定方法については、接続する通
信カプラユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

EtherCAT カプラユニットを、NJ/NX シリーズ CPU ユニットまたは NY シリーズ産業用 PC の内蔵
EtherCAT ポートに接続した場合の例を以下に示します。
EtherCAT カプラユニットと各 NX ユニット間の I/O リフレッシュ方式は、EtherCAT カプラユニッ
トの DC 有効設定で決まります。

EtherCAT カプラユ
ニットの DC 有効設

定

フリーランリフレッ
シュ方式だけを持つ

NX ユニット

フリーランリフレッ
シュ方式と入出力同
期リフレッシュ方式
の両方を持つ NX ユ

ニット

フリーランリフレッ
シュ方式と入出力同
期リフレッシュ方式
とタスク周期優先リ
フレッシュ方式を持

つ NX ユニット

タイムスタンプ方式
だけを持つ NX ユニ

ット *1

有効(DC for
synchronization）
*2

フリーランリフレッ
シュ方式で動作

入出力同期リフレッ
シュ方式で動作

入出力同期リフレッ
シュ方式で動作

タイムスタンプ方式
で動作

有効 (DC with
priority in cycle
time） *2

タスク周期優先リフ
レッシュ方式で動作

無効(FreeRun) *3 フリーランリフレッ
シュ方式で動作

フリーランリフレッ
シュ方式で動作

タイムスタンプ方式
での動作ができませ
ん。 *4

*1. タイムスタンプ方式には、変化時刻入力方式と時刻指定出力方式があります。
*2. EtherCAT スレーブターミナルは DC モードで動作します。
*3. EtherCAT スレーブターミナルはフリーランモードで動作します。
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*4.「無効(FreeRun)」時の動作の詳細は、各 NX ユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

通信コントロールユニットと NX ユニット間での設定方法
通信コントロールユニットと NX ユニット間での I/O リフレッシュ方式の設定方法は、通信コントロ
ールユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

5-2-3 NX ユニットの選定
NX ユニット形式により、使用できる I/O リフレッシュ方式が異なります。使用する I/O リフレッシュ
方式を決定したのちに、NX ユニットを選定してください。

5 I/O リフレッシュ
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5-2-4 フリーランリフレッシュ方式
NX バスのリフレッシュ周期と NX ユニットの入出力更新周期が非同期である I/O リフレッシュ方式
です。
NX ユニットは、入力取り込みや出力更新を、I/O リフレッシュのタイミングで行います。
入力や出力のタイミングのジッタや、NX ユニット間での入力取り込み／出力更新タイミングの同時性
などを意識する必要がないときに使用します。

ここでは、CPU ユニットおよび通信カプラユニットに接続した場合の動作を説明します。
通信コントロールユニットに接続した場合の動作は、通信コントロールユニットのユーザーズマニュ
アルを参照してください。

CPU ニットでの動作説明
NX シリーズ CPU ユニットと NX ユニット間のフリーランリフレッシュ方式の動作を説明します。
• CPU ユニットは、NX ユニットの I/O リフレッシュを行います。（下図(a)）
• NX ユニットは、I/O リフレッシュのタイミングで入力取り込みや出力設定値の更新を行います。（下

図(b)）
• CPU ユニットは、I/O リフレッシュのタイミングでの最新の入力値を取り込み、NX ユニットは、I/

O リフレッシュのタイミングでの最新の出力値で制御することができます。ただし、各 NX ユニッ
トの入力取り込みタイミングや出力更新タイミングは同時ではありません。（下図(c)）

• I/O リフレッシュの間隔は CPU ユニットの処理状況により変化します。このため、NX ユニットの
入力取り込みタイミングや出力更新タイミングの間隔は、必ずしも一定とはなりません。（下図(d)）

l 入力の場合
• アナログ入力ユニットは、使用チャネルを［有効］に設定した入力チャネルの順に、繰り返し

AD 変換を行います。AD 変換は、NX バスのリフレッシュタイミングと同期せずに行います。
• CPU ユニットは、I/O リフレッシュのタイミングで、入力取り込みタイミングまでに AD 変換が

完了している 1 ユニット分の変換値を NX ユニットから取り込みます。

NXバスの
I/Oリフレッシュ

アナログ入力ユニット A

アナログ入力ユニット B

(d)入力取り込みの間隔は一定でない

各ユニットの入力取り込みタイミングは
同時ではない

入力取り込み
タイミング

(a)NXユニットを I/Oリフレッシュ

(c)

(b)

入力 1 入力 2入力 4

入力 1 入力 2 入力 3 入力 4 入力 1 入力 2 入力 3 入力 4 入力 1 入力 2 入力 3 入力 4 入力 1 入力 2 入力 3 入力 4 入力 3 入力 4

入力 4入力 1 入力 2入力 4 入力 1 入力 2入力 4

入力リフレッシュ 出力リフレッシュ

l 出力の場合
• アナログ出力ユニットは、使用チャネルを［有効］に設定した出力チャネルの順に、繰り返し

DA 変換を行います。1 ユニット分の DA 変換サイクルに 1 回、最後の出力チャネルの DA 変換

5 I/O リフレッシュ
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が完了したタイミングで出力を更新します。更新は、NX バスのリフレッシュタイミングと同期
せずに行われます。

• アナログ出力ユニットは、I/O リフレッシュのタイミングで、変換開始前の出力チャネルから、
更新された出力設定値で DA 変換を行います。

アナログ出力ユニット A

アナログ出力ユニット B

(d)出力更新の間隔は一定でない

各ユニットの出力更新タイミングは
同時ではない

出力リフレッシュで
出力設定値を更新

出力 1 出力 2 出力 3出力 4

出力 1は前回の出力設定値
出力 2～ 4は今回の出力設定値

出力 1～ 4は
前回の出力設定値

出力 1～ 4は
今回の出力設定値

出力 1～ 2は
前回の出力設定値
出力 3～ 4は
今回の出力設定値

出力 1～ 4は今回の
出力設定値

出力 1～ 4は今回の
出力設定値

NXバスの
I/Oリフレッシュ

(a)NXユニットを I/Oリフレッシュ

(c)

(b)

出力 1 出力 2 出力 3 出力 4出力 1 出力 2 出力 3 出力 4出力 1 出力 2 出力 3 出力 4 出力 1出力 2 出力 3 出力 4

出力 4 出力 1 出力 2 出力 3 出力 4

入力リフレッシュ 出力リフレッシュ

スレーブターミナルでの動作説明
• 通信カプラユニットは、NX ユニットの I/O リフレッシュを行います。（下図(a)）
• NX ユニットは、I/O リフレッシュのタイミングで入力取り込みや出力設定値の更新を行います。（下

図(b)）
• 通信カプラユニットは、I/O リフレッシュのタイミングでの最新の入力値を取り込み、NX ユニット

は、I/O リフレッシュのタイミングでの最新の出力値で制御することができます。ただし、スレーブ
ターミナル内の各 NX ユニットの入力取り込みタイミングや出力更新タイミングは同時ではありま
せん。（下図(c)）

• I/O リフレッシュの間隔は通信カプラユニットや上位の通信マスタの処理状況により変化します。
このため、NX ユニットの入力取り込みタイミングや出力更新タイミングの間隔は、必ずしも一定と
はなりません。（下図(d)）

l 入力の場合
• アナログ入力ユニットは、使用チャネルを［有効］に設定した入力チャネルの順に、繰り返し

AD 変換を行います。AD 変換は、NX バスのリフレッシュタイミングと同期せずに行います。
• 通信カプラユニットは、I/O リフレッシュのタイミングで、入力取り込みタイミングまでに AD

変換が完了している 1 ユニット分の変換値を NX ユニットから取り込みます。

5 I/O リフレッシュ
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NXバスの
I/Oリフレッシュ

アナログ入力ユニット A

アナログ入力ユニット B

(d)入力取り込みの間隔は一定でない

各ユニットの入力取り込みタイミングは
同時ではない

入力取り込み
タイミング

(a)NXユニットを I/Oリフレッシュ

(c)

(b)

入力 1 入力 2入力 4

入力 1 入力 2 入力 3 入力 4 入力 1 入力 2 入力 3 入力 4 入力 1 入力 2 入力 3 入力 4 入力 1 入力 2 入力 3 入力 4 入力 3 入力 4

入力 4入力 1 入力 2入力 4 入力 1 入力 2入力 4

入力リフレッシュ 出力リフレッシュ

l 出力の場合
• アナログ出力ユニットは、使用チャネルを［有効］に設定した出力チャネルの順に、繰り返し

DA 変換を行います。1 ユニット分の DA 変換サイクルに 1 回、最後の出力チャネルの DA 変換
が完了したタイミングで出力を更新します。更新は、NX バスのリフレッシュタイミングと同期
せずに行われます。

• アナログ出力ユニットは、I/O リフレッシュのタイミングで、変換開始前の出力チャネルから、
更新された出力設定値で DA 変換を行います。

アナログ出力ユニット A

アナログ出力ユニット B

(d)出力更新の間隔は一定でない

各ユニットの出力更新タイミングは
同時ではない

出力リフレッシュで
出力設定値を更新

出力 1 出力 2 出力 3出力 4

出力 1は前回の出力設定値
出力 2～ 4は今回の出力設定値

出力 1～ 4は
前回の出力設定値

出力 1～ 4は
今回の出力設定値

出力 1～ 2は
前回の出力設定値
出力 3～ 4は
今回の出力設定値

出力 1～ 4は今回の
出力設定値

出力 1～ 4は今回の
出力設定値

NXバスの
I/Oリフレッシュ

(a)NXユニットを I/Oリフレッシュ

(c)

(b)

出力 1 出力 2 出力 3 出力 4出力 1 出力 2 出力 3 出力 4出力 1 出力 2 出力 3 出力 4 出力 1出力 2 出力 3 出力 4

出力 4 出力 1 出力 2 出力 3 出力 4

入力リフレッシュ 出力リフレッシュ

設定
フリーランリフレッシュ方式を持つ NX ユニットを CPU ユニットの構成、またはスレーブターミナル
構成に追加します。
追加後、接続する CPU ユニットや通信カプラユニットに応じてフリーランリフレッシュ方式で動作す
るように、I/O リフレッシュ方式の設定を行います。

5 I/O リフレッシュ
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I/O リフレッシュ方式の設定方法については、「5-2-2 I/O リフレッシュ方式の設定方法 (P.5-8)」を
参照してください。
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5-2-5 入力同期リフレッシュ方式
以下の I/O リフレッシュ方式です。スレーブターミナルでは、EtherCAT スレーブターミナルだけが
持つリフレッシュ方式です。
• CPU ユニットに接続した複数の NX ユニット間で同時に入力を取り込み、かつ、その間隔が一定で

ある
• 複数のスレーブターミナル内の複数の NX ユニット間で同時に入力を取り込み、かつ、その間隔が

一定である
入力タイミングのジッタや、複数の NX ユニットの入力取り込みタイミングのずれなどが問題となる
ときに使用します。

ここでは、CPU ユニットおよび通信カプラユニットに接続した場合の動作を説明します。
通信コントロールユニットに接続した場合の動作は、通信コントロールユニットのユーザーズマニュ
アルを参照してください。

動作説明

l CPU ユニットでの動作
NX シリーズ CPU ユニットと NX ユニット間の入力同期リフレッシュ方式の動作を説明します。
• CPU ユニットに接続している入力同期リフレッシュ方式で動作するすべてのデジタル入力ユニ

ットとアナログ入力ユニットは、同期タイミングを基準に設定された一定間隔のあるタイミング
で入力を取り込みます。（下図(a)）

• アナログ入力ユニットは、入力取り込みタイミングで、使用チャネルを［有効］に設定したすべ
ての入力チャネルの AD 変換値を取得できるよう、NX バスのリフレッシュ周期に 1 回、AD 変
換を行います。
AD 変換は、チャネル番号の若い順に行われるため、変換するタイミングは入力チャネルごとに
異なります。

• CPU ユニットは、入力取り込みタイミングでユニットが取り込んだ入力値を、直後の I/O リフ
レッシュで取り込みます。（下図(b)）

• I/O リフレッシュの間隔は、CPU ユニットの処理状況により変化しますが（下図(c)）、入力取り
込みタイミングの間隔は一定になります。（下図(d), (e)）

• 入力取り込みタイミング、同期タイミングおよび最大の NX バスの I/O リフレッシュ周期は、
CPU ユニットのユニット構成を作成し設定したときに、CPU ユニット上の NX ユニットの入力
更新周期に合わせて Sysmac Studio が自動的に計算します。

5 I/O リフレッシュ
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同期タイミング 同期タイミング

1 2 3 4

入力 1 入力 2

同期タイミングと
入力取り込みタイ
ミングのずれ
Sysmac Studioが
自動で計算する

ユニットトータル
の AD変換時間

(a)すべての入力同期の

同期タイミング
一定一定

一定 一定

(b) CPUユニットは、ユニットが取り込んだ
     データを I/Oリフレッシュ時に取り込み

(c) I/Oリフレッシュの
     間隔は一定でない

1 2 3 4

入力 1 入力 2

デジタル入力
ユニット A

デジタル入力
ユニット B

アナログ入力
ユニット A

アナログ入力
ユニット B

一定でない

1 2 3 4

入力 1 入力 2

NXバスの
I/Oリフレッシュ

(d) 同期タイミングの間隔は一定

I/Oリフレッシュの同期
最長の AD変換時間が一周期に入る

入力ユニットが
同時に入力を取り込み

AD変換開始

ON/OFF応答時間
入力フィルタ時間

(e)一定

(f)入力が確定

(f)(f)

ON/OFF応答時間
入力フィルタ時間

ユニットトータル
の AD変換時間

入力リフレッシュ

出力リフレッシュ

l スレーブターミナルでの動作
内蔵 EtherCAT ポートに接続した EtherCAT スレーブターミナルの入力同期リフレッシュ方式の
動作を説明します。
• スレーブターミナル内の入力同期リフレッシュ方式で動作するすべてのデジタル入力ユニット

とアナログ入力ユニットは、Sync0 を基準に設定された一定間隔のあるタイミングで入力を取り
込みます。（下図(a)）*1

• アナログ入力ユニットは、入力取り込みタイミングで、使用チャネルを［有効］に設定したすべ
ての入力チャネルの AD 変換値を取得できるよう、NX バスのリフレッシュ周期に 1 回、AD 変
換を行います。
AD 変換は、チャネル番号の若い順に行われるため、変換するタイミングは入力チャネルごとに
異なります。

• 通信カプラユニットは、入力取り込みタイミングでユニットが取り込んだ入力値を、直後の I/O
リフレッシュで取り込みます。（下図(b)）

• I/O リフレッシュの間隔は、通信カプラユニットまたは上位の通信マスタの処理状況により変化
しますが（下図(c)）、入力取り込みタイミングの間隔は一定になります。（下図(d), (e)）

5 I/O リフレッシュ

5-15NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)

5-2 I/O
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
方

式

5

5-2-5 入
力

同
期

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

方
式



• 入力取り込みタイミング、Sync0、および複数のスレーブターミナルの中で、最大の NX バスの
I/O リフレッシュ周期は、スレーブターミナルの構成を作成し設定したときに、スレーブターミ
ナル内の NX ユニットの入力更新周期に合わせて Sysmac Studio が自動的に計算します。

*1. 同一の EtherCAT ネットワーク上に複数のスレーブターミナルがある場合、同一のタイミングで動作する
スレーブターミナルの範囲については、『NX シリーズ EtherCAT カプラユニット ユーザーズマニュアル

（SBCD-361）』を参照してください。

Sync0 Sync0

1 2 3 4

入力 1 入力 2

Sync0と
入力取り込みタイ
ミングのずれ
Sysmac Studioが
自動で計算する

ユニットトータル
の AD変換時間

(a)すべての入力同期の

Sync0

一定一定

一定 一定

(b) 通信カプラユニットは、ユニットが取り込んだ
     データを I/Oリフレッシュ時に取り込み

(c) I/Oリフレッシュの
     間隔は一定でない

1 2 3 4

入力 1 入力 2

デジタル入力
ユニット A

デジタル入力
ユニット B

アナログ入力
ユニット A

アナログ入力
ユニット B

一定でない

1 2 3 4

入力 1 入力 2

NXバスの
I/Oリフレッシュ

(d) Sync0の間隔は一定

I/Oリフレッシュの同期
最長の AD変換時間が一周期に入る

入力ユニットが
同時に入力を取り込み

AD変換開始

ON/OFF応答時間
入力フィルタ時間

(e)一定

(f)入力が確定

(f)(f)

ON/OFF応答時間
入力フィルタ時間

ユニットトータル
の AD変換時間

入力リフレッシュ

出力リフレッシュ

設定
入出力同期リフレッシュ方式を持つ NX ユニットを CPU ユニットの構成、またはスレーブターミナル
構成に追加します。
追加後、接続する CPU ユニットや通信カプラユニットに応じて入出力同期リフレッシュ方式を持つ
NX ユニットが入出力同期リフレッシュ方式で動作するように、I/O リフレッシュ方式の設定を行いま
す。
I/O リフレッシュ方式の設定方法については、「5-2-2 I/O リフレッシュ方式の設定方法 (P.5-8)」を
参照してください。
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5-2-6 出力同期リフレッシュ方式
以下の I/O リフレッシュ方式です。スレーブターミナルでは、EtherCAT スレーブターミナルだけが
持つリフレッシュ方式です。
• CPU ユニットに接続した複数の NX ユニット間で、同時に出力を更新し、かつ、その間隔が一定で

ある
• 複数のスレーブターミナル内の複数の NX ユニット間で、同時に出力を更新し、かつ、その間隔が

一定である
出力タイミングのジッタや複数のユニットの出力反映タイミングのずれなどが問題となるときに使用
します。

ここでは、CPU ユニットおよび通信カプラユニットに接続した場合の動作を説明します。
通信コントロールユニットに接続した場合の動作は、通信コントロールユニットのユーザーズマニュ
アルを参照してください。

動作説明

l CPU ユニットでの動作
NX シリーズ CPU ユニットと NX ユニット間の出力同期リフレッシュ方式の動作を説明します。
• CPU ユニットに接続している出力同期リフレッシュ方式で動作するすべてのデジタル出力ユニ

ットとアナログ出力ユニットは、同期タイミングを基準に設定された一定間隔のあるタイミング
で出力を更新します。（下図(a)）

• CPU ユニットは、I/O リフレッシュのタイミングで出力値を更新します。（下図(b)）
• アナログ出力ユニットは、出力更新タイミングで、使用チャネルを［有効］に設定したすべての

出力チャネルの DA 変換値を出力できるよう、NX バスのリフレッシュ周期に 1 回、I/O リフレ
ッシュで更新された出力設定値で DA 変換を行います。

• I/O リフレッシュの間隔は、CPU ユニットの処理状況により変化しますが（下図(c)）、出力更新
タイミングの間隔は一定になります。（下図(d), (e)）

• 出力更新タイミング、同期タイミングおよび最大の NX バスの I/O リフレッシュ周期は、CPU
ユニットのユニット構成を作成し設定したときに、CPU ユニット上の NX ユニットの出力更新周
期に合わせて Sysmac Studio が自動的に計算します。

• 出力更新タイミングから、NX ユニットの外部端子の出力状態が確定するまで、ON/OFF 応答時
間がかかります。（下図(f)）

5 I/O リフレッシュ
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同期タイミング 同期タイミング

1 2 3 4

出力 1 出力 2

同期タイミングと出力更新タイミングのずれ
Sysmac Studioが自動で計算する

出力ユニットが
同時に出力を更新

同期タイミング
一定一定

(c) I/Oリフレッシュの
     間隔は一定でない

1 2 3 4

出力 1 出力 2

ON/OFF
応答時間

DA変換時間

I/Oリフレッシュの同期
最長の DA変換時間が一周期に入る

1 2 3 4

出力 2

1 2 3 41 2 3 4

出力 1 出力 2

1 2 3 4

デジタル出力ユニット A

デジタル出力ユニット B

アナログ出力ユニット A

アナログ出力ユニット B

一定でない

(d) 同期タイミングの間隔は一定

(e)一定一定一定

(b) CPUユニットは、I/Oリフレッシュ時に
     出力値を更新

(a)すべての出力同期の

待ち時間

待ち時間

NXバスの
I/Oリフレッシュ

出力更新タイミング

(f) 出力状態が
    確定

出力 1 出力 2 出力 1 出力 2

入力リフレッシュ
出力リフレッシュ

l スレーブターミナルでの動作
内蔵 EtherCAT ポートに接続した EtherCAT スレーブターミナルの出力同期リフレッシュ方式の
動作を説明します。
• スレーブターミナル内の出力同期リフレッシュ方式で動作するすべてのデジタル出力ユニット

とアナログ出力ユニットは、Sync0 を基準に設定された一定間隔のあるタイミングで出力を更新
します。（下図(a)） *1

• 通信カプラユニットは、I/O リフレッシュのタイミングで出力値を更新します。（下図(b)）
• アナログ出力ユニットは、出力更新タイミングで、使用チャネルを［有効］に設定したすべての

出力チャネルの DA 変換値を出力できるよう、NX バスのリフレッシュ周期に 1 回、I/O リフレ
ッシュで更新された出力設定値で DA 変換を行います。

• I/O リフレッシュの間隔は、通信カプラユニットまたは上位の通信マスタの処理状況により変化
しますが（下図(c)）、出力更新タイミングの間隔は一定になります。（下図(d), (e)）

• 出力更新タイミング、Sync0、および複数のスレーブターミナルの中で、最大の NX バスの I/O
リフレッシュ周期は、スレーブターミナルの構成を作成し設定したときに、スレーブターミナル
内の NX ユニットの出力更新周期に合わせて Sysmac Studio が自動的に計算します。

• 出力更新タイミングから、NX ユニットの外部端子の出力状態が確定するまで、ON/OFF 応答時
間がかかります。（下図(f)）

*1. 同一の EtherCAT ネットワーク上に複数のスレーブターミナルがある場合、同一のタイミングで動作する
スレーブターミナルの範囲については、『NX シリーズ EtherCAT カプラユニット ユーザーズマニュアル

（SBCD-361）』を参照してください。
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設定
入力同期リフレッシュ方式と同じです。詳細は、「5-2-5 入力同期リフレッシュ方式 (P.5-14)」の設
定の記述を参照してください。
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6
アナログ入力ユニット

アナログ入力ユニットの種類や機能について説明します。
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6-1 アナログ入力ユニットの種類
アナログ入力ユニットは、−10∼＋ 10V や 4∼20mA などのアナログ入力信号を、デジタル値に変換
する機能を持つ NX ユニットです。
ここでは、アナログ入力ユニットの種類について説明します。

アナログ入力ユニット（スクリューレスクランプ端子台、12mm 幅）

形式 点数 入力レ
ンジ 分解能 入力方式 I/O リフレッシュ方式 変換時

間
参照ペー

ジ
形 NX-AD2203 2 点 4∼20

mA
1/8000 シングル

エンド
フリーランリフレッシ
ュ

250μs
／点

P.A-6

形 NX-AD2204 差動 P.A-8
形 NX-AD2208 1/30000 フリーランリフレッシ

ュ、または入出力同期
リフレッシュ切り替え

10μs
／点

P.A-10

形 NX-AD2603 −10∼
＋ 10V

1/8000 シングル
エンド

フリーランリフレッシ
ュ

250μs
／点

P.A-12

形 NX-AD2604 差動 P.A-14
形 NX-AD2608 1/30000 フリーランリフレッシ

ュ、または入出力同期
リフレッシュ切り替え

10μs
／点

P.A-16

形 NX-AD3203 4 点 4∼20
mA

1/8000 シングル
エンド

フリーランリフレッシ
ュ

250μs
／点

P.A-18

形 NX-AD3204 差動 P.A-20
形 NX-AD3208 1/30000 フリーランリフレッシ

ュ、または入出力同期
リフレッシュ切り替え

10μs
／点

P.A-22

形 NX-AD3603 −10∼
＋ 10V

1/8000 シングル
エンド

フリーランリフレッシ
ュ

250μs
／点

P.A-24

形 NX-AD3604 差動 P.A-26
形 NX-AD3608 1/30000 フリーランリフレッシ

ュ、または入出力同期
リフレッシュ切り替え

10μs
／点

P.A-28

形 NX-AD4203 8 点 4∼20
mA

1/8000 シングル
エンド

フリーランリフレッシ
ュ

250μs
／点

P.A-30

形 NX-AD4204 差動 P.A-32
形 NX-AD4208 1/30000 フリーランリフレッシ

ュ、または入出力同期
リフレッシュ切り替え

10μs
／点

P.A-34

形 NX-AD4603 −10∼
＋ 10V

1/8000 シングル
エンド

フリーランリフレッシ
ュ

250μs
／点

P.A-36

形 NX-AD4604 差動 P.A-38
形 NX-AD4608 1/30000 フリーランリフレッシ

ュ、または入出力同期
リフレッシュ切り替え

10μs
／点

P.A-40

6 アナログ入力ユニット
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6-2 入力レンジと変換値
入力されたアナログ信号は、入力レンジごとにより、以下のようにデジタル値に変換されます。
なお、入力信号が変換可能な値の範囲を超えた場合、変換値は上限値または下限値で固定されます。

6-2-1 入力レンジ　－10∼＋ 10V

1/8000 分解能
−10∼＋ 10V の電圧が、符号付き整数値（−4000∼＋ 4000）に変換されます。
変換可能な入力電圧の範囲は−11∼＋ 11V で、この場合の変換値は、符号付き整数値（−4400∼＋
4400）となります。
断線検知機能はありません。

0V

－11V －10V

11V10V

変換値
（10進数）

電圧

＋4400

＋4000

－4000

－4400

0

－11V以下は
下限値で固定

11V以上は
上限値で固定

1/30000 分解能
−10∼＋ 10V の電圧が、符号付き整数値（−15000∼＋ 15000）に変換されます。
変換可能な入力電圧の範囲は−11∼＋ 11V で、この場合の変換値は、符号付き整数値（−16500∼
＋ 16500）となります。
断線検知機能はありません。

0V

－11V －10V

11V10V

変換値
（10進数）

電圧

＋16500

＋15000

－15000

－16500

0

－11V以下は
下限値で固定

11V以上は
上限値で固定

6 アナログ入力ユニット
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6-2-2 入力レンジ　4∼20mA

1/8000 分解能
4∼20mA の電流が、符号付き整数値（0∼8000）に変換されます。
変換可能な電流範囲は 3.2∼20.8mA で、この場合の変換値は符号付き整数値（−400∼＋ 8400）と
なります。
断線などによりさらに入力範囲を下回り、入力電流が 1.2mA 未満になると断線と判定し、変換値は
32767 になります。

4mA
3.2mA

20mA

＋8400

＋8000

－400

0

20.8mA

変換値
（10進数）

電流

1.2mA

1.2mA未満は
断線と判定

20.8mA以上で
上限値固定

この範囲で
下限値固定

1/30000 分解能
4∼20mA の電流が、符号付き整数値（0∼30000）に変換されます。
変換可能な電流範囲は 3.2∼20.8mA で、この場合の変換値は符号付き整数値（−1500∼＋ 31500）
となります。
断線などによりさらに入力範囲を下回り、入力電流が 1.2mA 未満になると断線と判定し、変換値は
32767 になります。

4mA
3.2mA

20mA

＋31500

＋30000

－1500

0

20.8mA

電流

1.2mA

変換値
（10進数）

20.8mA以上で
上限値固定

この範囲で
下限値固定

1.2mA未満は
断線と判定
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6-3 I/O データ仕様
アナログ入力ユニットの I/O データについて説明します。

6-3-1 I/O 割付可能なデータ
アナログ入力ユニットの、I/O 割付可能なデータについて説明します。

アナログ入力ユニットの I/O 割付設定には、I/O エントリマッピングが 1 個割り付けられます。
I/O エントリマッピングには、NX ユニットの形式ごとに固有の I/O エントリが割り付けられます。こ
れらの割付は固定で、追加や変更をすることはできません。
I/O エントリとは、この節で説明する I/O データを指し、I/O エントリマッピングとは、I/O エントリ
のかたまりを指します。

NX ユニットやスレーブターミナルの I/O 割付情報を NJ/NX シリーズ CPU ユニットや NY シリーズ
産業用 PC に割り付ける場合は、I/O 割付したデータの I/O ポートを使用します。
ただし、スレーブターミナルでは、通信マスタや通信カプラユニットの種類により、I/O ポートを使用
しない場合があります。
スレーブターミナルでの I/O データの使用方法については、接続する通信カプラユニットのユーザー
ズマニュアルにある設定項目と設定手順の説明を参照してください。

通信コントロールユニットでの I/O データの使用方法については、通信コントロールユニットのユー
ザーズマニュアルにある I/O ポートと変数の割り付けの説明を参照してください。

l 2 点入力ユニット

データ名 機能 データ
型

初期
値 I/O ポート名 インデックス サブインデッ

クス
Ch1 アナログ入力
値

Ch1 の入力値
です。

INT 0 Ch1 Analog
Input Value

6000Hex 01Hex

Ch2 アナログ入力
値

Ch2 の入力値
です。

INT 0 Ch2 Analog
Input Value

02Hex

l 4 点入力ユニット

データ名 機能 データ
型

初期
値 I/O ポート名 インデックス サブインデ

ックス
Ch1 アナログ入力
値

Ch1 の入力値で
す。

INT 0 Ch1 Analog
Input Value

6000Hex 01Hex

Ch2 アナログ入力
値

Ch2 の入力値で
す。

INT 0 Ch2 Analog
Input Value

02Hex

Ch3 アナログ入力
値

Ch3 の入力値で
す。

INT 0 Ch3 Analog
Input Value

03Hex

Ch4 アナログ入力
値

Ch4 の入力値で
す。

INT 0 Ch4 Analog
Input Value

04Hex

6 アナログ入力ユニット
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l 8 点入力ユニット

データ名 機能 データ
型

初期
値 I/O ポート名 インデックス サブインデ

ックス
Ch1 アナログ入力値 Ch1 の入力値で

す。
INT 0 Ch1 Analog

Input Value
6000Hex 01Hex

Ch2 アナログ入力値 Ch2 の入力値で
す。

INT 0 Ch2 Analog
Input Value

02Hex

Ch3 アナログ入力値 Ch3 の入力値で
す。

INT 0 Ch3 Analog
Input Value

03Hex

Ch4 アナログ入力値 Ch4 の入力値で
す。

INT 0 Ch4 Analog
Input Value

04Hex

Ch5 アナログ入力値 Ch5 の入力値で
す。

INT 0 Ch5 Analog
Input Value

05Hex

Ch6 アナログ入力値 Ch6 の入力値で
す。

INT 0 Ch6 Analog
Input Value

06Hex

Ch7 アナログ入力値 Ch7 の入力値で
す。

INT 0 Ch7 Analog
Input Value

07Hex

Ch8 アナログ入力値 Ch8 の入力値で
す。

INT 0 Ch8 Analog
Input Value

08Hex

6 アナログ入力ユニット
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6-4 設定一覧
アナログ入力ユニットで使用できる機能について、設定内容および設定範囲、初期値を以下に示しま
す。
変更後の設定は、ユニットリスタート後に反映されます。

安全上の要点

サポートソフトでユニット動作設定を転送すると、転送完了後にユニットをリスタートします。
接続先の対象機器の安全を十分に確認してから、ユニット動作設定を転送してください。

使用上の注意

1 ユニット中最低 1 チャネルは［Ch£有効／無効］設定を［有効］に設定してください。
ユニットの全チャネルを無効に設定すると、イベント「NX ユニット初期化異常」（イベントコ
ード: 84C10000Hex）が発生します。

l 2 点入力ユニット

設定名称 説明 初期値 設定範囲 単位 インデッ
クス

サブイン
デックス 参照

Ch1 有効／無効 チャネルの有効／
無効を設定しま
す。
FALSE:無効
TRUE:有効

TRUE FALSE/
TRUE

― 5002Hex 01Hex P.6-11

Ch2 有効／無効 TRUE FALSE/
TRUE

― 02Hex

Ch1 レンジ設定 レンジを設定しま
す。
0: 4∼20mA
1: 0∼10V
2: −10∼＋ 10V
3: 0∼5V
4: 1∼5V
5: 0∼20mA

*1 *1 ― 5003Hex 01Hex P.6-3

Ch2 レンジ設定 *1 *1 ― 02Hex

Ch1 入力移動平
均時間

移動平均処理を行
う時間を設定しま
す。

0 *2 μs 5004Hex 01Hex P.6-14

Ch2 入力移動平
均時間

0 *2 μs 02Hex

*1.［Ch£レンジ設定］の初期値と設定範囲は、形式により異なります。各 NX ユニットの初期値と設定範囲
は、以下のとおりです。

NX ユニット 初期値 設定範囲
形 NX-AD2203/AD2204/AD2208 0 0
形 NX-AD2603/AD2604/AD2608 2 2

*2.［Ch£入力移動平均時間］の設定範囲は、形式により異なります。各形式の設定範囲は、以下のとおりで
す。

NX ユニット 設定範囲
形 NX-AD2203/AD2204/AD2603/AD2604 0∼32000
形 NX-AD2208/AD2608 0∼640

6 アナログ入力ユニット
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l 4 点入力ユニット

設定名称 説明 初期値 設定範囲 単位 インデッ
クス

サブイン
デックス 参照

Ch1 有効／無効 チャネルの有効／
無効を設定しま
す。
FALSE:無効
TRUE:有効

TRUE FALSE/
TRUE

― 5002Hex 01Hex P.6-11

Ch2 有効／無効 TRUE FALSE/
TRUE

― 02Hex

Ch3 有効／無効 TRUE FALSE/
TRUE

― 03Hex

Ch4 有効／無効 TRUE FALSE/
TRUE

― 04Hex

Ch1 レンジ設定 レンジを設定しま
す。
0: 4∼20mA
1: 0∼10V
2: −10∼＋ 10V
3: 0∼5V
4: 1∼5V
5: 0∼20mA

*1 *1 ― 5003Hex 01Hex P.6-3

Ch2 レンジ設定 *1 *1 ― 02Hex

Ch3 レンジ設定 *1 *1 ― 03Hex

Ch4 レンジ設定 *1 *1 ― 04Hex

Ch1 入力移動平
均時間

移動平均処理を行
う時間を設定しま
す。

0 *2 μs 5004Hex 01Hex P.6-14

Ch2 入力移動平
均時間

0 *2 μs 02Hex

Ch3 入力移動平
均時間

0 *2 μs 03Hex

Ch4 入力移動平
均時間

0 *2 μs 04Hex

*1.［Ch£レンジ設定］の初期値と設定範囲は、形式により異なります。各 NX ユニットの初期値と設定範囲
は、以下のとおりです。

NX ユニット 初期値 設定範囲
形 NX-AD3203/AD3204/AD3208 0 0
形 NX-AD3603/AD3604/AD3608 2 2

*2.［Ch£入力移動平均時間］の設定範囲は、形式により異なります。各形式の設定範囲は、以下のとおりで
す。

NX ユニット 設定範囲
形 NX-AD3203/AD3204/AD3603/AD3604 0∼32000
形 NX-AD3208/3608 0∼640

6 アナログ入力ユニット
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l 8 点入力ユニット

設定名称 説明 初期値 設定範囲 単位 インデッ
クス

サブイン
デックス 参照

Ch1 有効／無効 チャネルの有効／
無効を設定しま
す。
FALSE:無効
TRUE:有効

TRUE FALSE/
TRUE

― 5002Hex 01Hex P.6-11

Ch2 有効／無効 TRUE FALSE/
TRUE

― 02Hex

Ch3 有効／無効 TRUE FALSE/
TRUE

― 03Hex

Ch4 有効／無効 TRUE FALSE/
TRUE

― 04Hex

Ch5 有効／無効 TRUE FALSE/
TRUE

― 05Hex

Ch6 有効／無効 TRUE FALSE/
TRUE

― 06Hex

Ch7 有効／無効 TRUE FALSE/
TRUE

― 07Hex

Ch8 有効／無効 TRUE FALSE/
TRUE

― 08Hex

Ch1 レンジ設定 レンジを設定しま
す。
0: 4∼20mA
1: 0∼10V
2: −10∼＋ 10V
3: 0∼5V
4: 1∼5V
5: 0∼20mA

*1 *1 ― 5003Hex 01Hex P.6-3

Ch2 レンジ設定 *1 *1 ― 02Hex

Ch3 レンジ設定 *1 *1 ― 03Hex

Ch4 レンジ設定 *1 *1 ― 04Hex

Ch5 レンジ設定 *1 *1 ― 05Hex

Ch6 レンジ設定 *1 *1 ― 06Hex

Ch7 レンジ設定 *1 *1 ― 07Hex

Ch8 レンジ設定 *1 *1 ― 08Hex

Ch1 入力移動平
均時間

移動平均処理を行
う時間を設定しま
す。

0 *2 μs 5004Hex 01Hex P.6-14

Ch2 入力移動平
均時間

0 *2 μs 02Hex

Ch3 入力移動平
均時間

0 *2 μs 03Hex

Ch4 入力移動平
均時間

0 *2 μs 04Hex

Ch5 入力移動平
均時間

0 *2 μs 05Hex

Ch6 入力移動平
均時間

0 *2 μs 06Hex

Ch7 入力移動平
均時間

0 *2 μs 07Hex

Ch8 入力移動平
均時間

0 *2 μs 08Hex

*1.［Ch£レンジ設定］の初期値と設定範囲は、形式により異なります。各 NX ユニットの初期値と設定範囲
は、以下のとおりです。

NX ユニット 初期値 設定範囲
形 NX-AD4203/AD4204/AD4208 0 0
形 NX-AD4603/AD4604/AD4608 2 2

*2.［Ch£入力移動平均時間］の設定範囲は、形式により異なります。各形式の設定範囲は、以下のとおりで
す。

6 アナログ入力ユニット
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NX ユニット 設定範囲
形 NX-AD4203/AD4204/AD4603/AD4604 0∼32000
形 NX-AD4208/4608 0∼640

6 アナログ入力ユニット
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6-5 機能
アナログ入力ユニットの機能について説明します。
各形式に搭載されている機能については、「A-1 データシート (P.A-2)」の、各形式ごとの仕様を参
照してください。

6-5-1 アナログ入力ユニットの機能一覧

機能名称 内容 参照ページ
フリーランリフレッシュ
方式

NX バスのリフレッシュ周期と NX ユニットの入出力更新周
期が非同期である I/O リフレッシュ方式です。

「5-2-4 フリーラ
ンリフレッシュ方
式 (P.5-10)」

入出力同期リフレッシュ
方式

CPU ユニットに接続した複数の NX ユニット間で、入力取り
込みタイミングや出力更新タイミングが同期し、かつ、その
間隔が一定である I/O リフレッシュ方式です。
また、複数のスレーブターミナル内の複数のユニット間で、
入力取り込みタイミングや出力更新タイミングが同期し、か
つ、その間隔が一定である I/O リフレッシュ方式です。

「5-2-5 入力同期
リフレッシュ方式
(P.5-14)」

使用チャネル選択機能 使用していないチャネルの変換処理を省略する機能です。自
ユニットの変換サイクルを短くするときに使用します。

「6-5-2 使用チャ
ネル選択機能
(P.6-11)」

移動平均処理機能 設定された期間の入力の平均値を変換値とする機能です。ノ
イズなどの影響で入力が細かく変動しているような場合に平
滑化した変換値を得ることができます。
フリーランリフレッシュ方式のときだけ使用可能です。

「6-5-3 移動平均
処理機能
(P.6-14)」

入力断線検知機能 アナログ入力信号線の断線を検知する機能です。入力レンジ
が 4∼20mA の形式だけ使用可能です。

「6-5-4 入力断線
検知機能
(P.6-18)」

オーバーレンジ／アンダ
ーレンジ検知機能

入力信号が、変換可能な値の範囲を超えたことを検知する機
能です。

「6-5-5 オーバー
レンジ／アンダー
レンジ検知機能
(P.6-18)」

ユーザ校正機能 NX ユニットの経年変化などのために変換値にずれが生じる
ような場合、そのずれを補正するためにユニットを再校正す
る機能です。

「6-5-6 ユーザ校
正機能
(P.6-19)」

6-5-2 使用チャネル選択機能

用途
使用しない入力チャネルの変換処理や異常検知処理をスキップし、変換時間を短縮します。

機能の詳細
通常、本ユニットは搭載する点数分の入力信号を順次変換していますが、使用しない入力チャネルの
変換をしないように設定することができます。
これにより、変換する点数が減るため、変換時間を短縮することができます。

入力チャネルごとに、チャネルの有効／無効を設定します。

6 アナログ入力ユニット
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ただし、1 ユニット中最低 1 チャネルは［Ch£有効／無効］設定を［有効］に設定してください。
ユニットの全チャネルを無効に設定すると、イベント「NX ユニット初期化異常」（イベントコード:
84C10000Hex）が発生します。
イベントの詳細については、通信カプラユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

l 2 点入力ユニット

設定名称 説明 初期値 単位
Ch1 有効／無効 チャネルの有効／無効を設定します。

FALSE:無効
TRUE:有効

TRUE ―
Ch2 有効／無効 TRUE ―

l 4 点入力ユニット

設定名称 説明 初期値 単位
Ch1 有効／無効 チャネルの有効／無効を設定します。

FALSE:無効
TRUE:有効

TRUE ―
Ch2 有効／無効 TRUE ―
Ch3 有効／無効 TRUE ―
Ch4 有効／無効 TRUE ―

l 8 点入力ユニット

設定名称 説明 初期値 単位
Ch1 有効／無効 チャネルの有効／無効を設定します。

FALSE:無効
TRUE:有効

TRUE ―
Ch2 有効／無効 TRUE ―
Ch3 有効／無効 TRUE ―
Ch4 有効／無効 TRUE ―
Ch5 有効／無効 TRUE ―
Ch6 有効／無効 TRUE ―
Ch7 有効／無効 TRUE ―
Ch8 有効／無効 TRUE ―

対象 NX ユニット
すべてのアナログ入力ユニット

設定方法
ここでは Sysmac Studio で設定する方法を説明します。
Sysmac Studio 以外のサポートソフトを使用する場合でも、ユニット動作設定の編集画面で手順に記
載したパラメータを設定し、NX ユニットへ設定を転送してください。
Sysmac Studio 以外のサポートソフトによるユニット動作設定の編集画面の表示方法や、NX ユニッ
トへの設定の転送方法については、使用するサポートソフトのオペレーションマニュアルを参照して
ください。

1 ユニット動作設定の編集画面を表示します。
表示方法は、「A-8 ユニット動作設定の編集画面の表示 (P.A-78)」を参照してください。

2 設定するチャネル(Ch£）の［入力有効/無効設定］のプルダウンリストから、「True」（有効）
または「False」（無効）を選択します。

6 アナログ入力ユニット
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参考

• ユニット動作設定編集画面のタブ下のリストボタンをクリックすることにより、表示の絞り
込みを行うことができます。

（例）

［Ch1］の［入力有効 /無効設定］を選択 Ch1の［入力有効 /無効設定］項目だけ表示

• 初期値と異なる設定を行った場合は、［設定値］の表示が異なる表示色になります。
•［デフォルト値に戻す］ボタンをクリックすると、Sysmac Studio の設定値が初期値に戻り

ます。
• ユニット動作設定の編集画面の下部には、設定のためのヘルプが表示されます。

3 ［転送［パソコン→ユニット］］ボタンをクリックします。
Sysmac Studio から NX ユニットへ、設定が転送されます。

変更後の設定は、ユニットリスタート後に反映されます。

安全上の要点

サポートソフトでユニット動作設定を転送すると、転送完了後にユニットをリスタートします。
接続先の対象機器の安全を十分に確認してから、ユニット動作設定を転送してください。

6 アナログ入力ユニット
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変換時間の計算方法
変換有効チャネル数によるユニット単位の変換時間は、以下のとおりです。

変換有効チャネル数
ユニット単位の変換時間(μs)

変換時間: 250μs／点 変換時間: 10μs／点
1 点 250 10
2 点 500 20
3 点 750 30
4 点 1000 40
5 点 1250 50
6 点 1500 60
7 点 1750 70
8 点 2000 80

6-5-3 移動平均処理機能

用途
下図のように、ノイズなどの影響により入力が細かく変動しているような場合、入力の平均化処理を
行い、滑らかな入力値を得ます。

実際の入力
平均化処理後の入力

時間

アナログ入力値

機能の詳細
使用チャネル選択が［有効］とされた入力チャネルに対して、最大 32000μs（変換時間: 250μs／
点）、または 640μs（変換時間: 10μs／点）の時間分のアナログ入力の平均値（移動平均）を演算
し、変換値とします。
ただし、アナログ入力ユニットが入出力同期リフレッシュ方式で動作する設定になっているときは、
入力移動平均時間の設定値にかかわらず、移動平均機能は動作しません。
変換時間 250μs/点の NX ユニットを使用し、4 点を有効、入力移動平均時間を 4000μs に設定した
場合を例に、ユニット内部の処理内容を以下に示します。
初回計算時は、移動平均処理用の全バッファに初回データを格納し、移動平均処理を行います。

6 アナログ入力ユニット
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初回
データ

初回
データ

初回
データ

初回
データ

初回
データ

2回目
データ

初回
データ

初回
データ

初回
データ

2回目
データ

3回目
データ

初回
データ

初回
データ

2回目
データ

3回目
データ

4回目
データ

5回目
データ

2回目
データ

3回目
データ

4回目
データ

移動平均計算（初回）

移動平均計算（2回目）

移動平均計算（3回目）

移動平均計算（4回目）

移動平均計算（5回目）

変換値＝（D1×4）／4

変換値＝（（D1×3）＋D2）／4

変換値＝（（D1×2）＋D2＋D3）／4

変換値＝（D1＋D2＋D3＋D4）／4

変換値＝（D2＋D3＋D4＋D5）／4

アナログ変換
実データ

アナログ変換時間
（使用チャネル数×250μsまたは10μs）

時間

D1

D2

D3

D4

D5

移動平均処理用バッファ

設定は［入力移動平均時間（μs）］で行います。

入力チャネルごとに、入力移動平均時間を設定できます。
入力移動平均時間は、以下のとおりです。
• 移動平均処理したいデータの数×アナログ変換時間（使用チャネル数×250μs）
なお、「0」を設定した場合は、移動平均処理を行いません。

【入力移動平均時間の設定例】
使用チャネル数「4」、サンプルデータ数「4」で使用したいとき
　入力移動平均時間＝ 4×（4×250μs）＝ 4000μs（設定値: 4000）

l 2 点入力ユニット

設定名称 説明 初期値 設定範囲 単位
Ch1 入力移動平均時間 移動平均処理を行う時間を設定しま

す。
0 *1 μs

Ch2 入力移動平均時間 0 *1 μs

*1.［Ch£入力移動平均時間］の設定範囲は、形式により異なります。各形式の設定範囲は、以下のとおりで
す。

NX ユニット 設定範囲
形 NX-AD2203/AD2204/AD2603/AD2604 0∼32000
形 NX-AD2208/AD2608 0∼640

6 アナログ入力ユニット

6-15NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)

6-5 機
能

6

6-5-3 移
動

平
均

処
理

機
能



l 4 点入力ユニット

設定名称 説明 初期値 設定範囲 単位
Ch1 入力移動平均時間 移動平均処理を行う時間を設定しま

す。
0 *1 μs

Ch2 入力移動平均時間 0 *1 μs

Ch3 入力移動平均時間 0 *1 μs

Ch4 入力移動平均時間 0 *1 μs

*1.［Ch£入力移動平均時間］の設定範囲は、形式により異なります。各形式の設定範囲は、以下のとおりで
す。

NX ユニット 設定範囲
形 NX-AD3203/AD3204/AD3603/AD3604 0∼32000
形 NX-AD3208/AD3608 0∼640

l 8 点入力ユニット

設定名称 説明 初期値 設定範囲 単位
Ch1 入力移動平均時間 移動平均処理を行う時間を設定しま

す。
0 *1 μs

Ch2 入力移動平均時間 0 *1 μs

Ch3 入力移動平均時間 0 *1 μs

Ch4 入力移動平均時間 0 *1 μs

Ch5 入力移動平均時間 0 *1 μs

Ch6 入力移動平均時間 0 *1 μs

Ch7 入力移動平均時間 0 *1 μs

Ch8 入力移動平均時間 0 *1 μs

*1.［Ch£入力移動平均時間］の設定範囲は、形式により異なります。各形式の設定範囲は、以下のとおりで
す。

NX ユニット 設定範囲
形 NX-AD4203/AD4204/AD4603/AD4604 0∼32000
形 NX-AD4208/AD4608 0∼640

対象 NX ユニット
すべてのアナログ入力ユニット

設定方法
ここでは Sysmac Studio で設定する方法を説明します。
Sysmac Studio 以外のサポートソフトを使用する場合でも、ユニット動作設定の編集画面で手順に記
載したパラメータを設定し、NX ユニットへ設定を転送してください。
Sysmac Studio 以外のサポートソフトによるユニット動作設定の編集画面の表示方法や、NX ユニッ
トへの設定の転送方法については、使用するサポートソフトのオペレーションマニュアルを参照して
ください。

1 ユニット動作設定の編集画面を表示します。
表示方法は、「A-8 ユニット動作設定の編集画面の表示 (P.A-78)」を参照してください。

6 アナログ入力ユニット

6-16 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



2 設定するチャネル(Ch£）の［入力移動平均時間］のテキストボックスに、移動平均処理を行う
時間（0∼32000 または 0∼640、単位: μs）を入力します。

参考

• ユニット動作設定編集画面のタブ下のリストボタンをクリックすることにより、表示の絞り
込みを行うことができます。

（例）

［Ch1］の［入力移動平均時間］を選択 Ch1の［入力移動平均時間］項目だけ表示

• 初期値と異なる設定を行った場合は、［設定値］の表示が異なる表示色になります。
•［デフォルト値に戻す］ボタンをクリックすると、Sysmac Studio の設定値が初期値に戻り

ます。
• ユニット動作設定の編集画面の下部には、設定のためのヘルプが表示されます。

3 ［転送［パソコン→ユニット］］ボタンをクリックします。
Sysmac Studio から NX ユニットへ、設定が転送されます。

変更後の設定は、ユニットリスタート後に反映されます。

6 アナログ入力ユニット
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安全上の要点

サポートソフトでユニット動作設定を転送すると、転送完了後にユニットをリスタートします。
接続先の対象機器の安全を十分に確認してから、ユニット動作設定を転送してください。

6-5-4 入力断線検知機能

用途
アナログ入力信号線の断線を検知します。
ただし、入力レンジが 4∼20mA の場合だけ有効となります。

機能の詳細
• 使用チャネル選択機能で有効となっている入力チャネルのアナログ入力信号線（電流入力）が断線、

または入力電流が 1.2mA 未満になった場合、変換値が 32767 となります。このとき、断線検知ス
テータスが ON し、イベント「ユニット断線検知(Ch)£）」（イベントコード:
65030000∼65A00000Hex）が発生します。

• 入力信号が再び変換可能な範囲に戻ると、通常の変換値になります。異常要因がなくなった時点で
異常を解除すると、断線検知ステータスが OFF となります。

• ステータスの詳細については、「A-3 NX オブジェクト一覧 (P.A-59)」、イベントの詳細について
は、「8-3-3 異常一覧 (P.8-6)」を参照してください。

対象 NX ユニット
入力レンジが 4∼20mA のアナログ入力ユニット

設定方法
設定は不要です。

6-5-5 オーバーレンジ／アンダーレンジ検知機能

用途
入力信号が、変換可能な値の範囲を超えたことを検知します。

機能の詳細
• 入力信号が変換可能範囲の上限を超えている場合、変換値は上限値に固定されます。このとき、オ

ーバーレンジステータスが ON し、イベント「ユニットオーバーレンジ(Ch)£）」（イベントコード:
64F00000∼64F70000Hex）が発生します。

• 入力信号が変換可能範囲の下限を下回っている場合、変換値は下限値に固定されます。このとき、
アンダーレンジステータスが ON し、イベント「ユニットアンダーレンジ(Ch)£）」（イベントコー
ド: 64F80000∼64FF0000Hex）が発生します。

6 アナログ入力ユニット
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• 入力信号が変換可能範囲内に入ったときに、変換値の固定が解除され、通常の変換値になります。
異常要因がなくなった時点で異常を解除すると、オーバーレンジ／アンダーレンジステータスが
OFF となります。

• ステータスの詳細については、「A-3 NX オブジェクト一覧 (P.A-59)」、イベントの詳細について
は、「8-3-3 異常一覧 (P.8-6)」を参照してください。

対象 NX ユニット
すべてのアナログ入力ユニット

設定方法
設定は不要です。

6-5-6 ユーザ校正機能

用途
NX ユニットの経年変化などのために変換値にずれが生じるような場合、そのずれを補正するためにユ
ニットを再校正します。
本機能を使用すると、たとえば定期的に校正が義務付けられている装置を校正することができます。

機能の詳細
本機能は、下図のように、0%および 100%の 2 点で入力電圧や電流の変換値を補正します。
校正結果は、NX ユニットに保存されます。

l 補正例 1
変換値

電圧／電流

補正前
補正後

0%

100%

6 アナログ入力ユニット
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l 補正例 2
変換値

電圧／電流

補正前
補正後

0%

100%

l 補正可能範囲
入力のフルスケールの−5∼＋ 5%となります。
各入力レンジに対する補正可能範囲は、以下のとおりです。

入力レンジ
補正可能範囲

0% 100%
−10∼＋ 10V −11∼−9.0V 9.0∼11V
4∼20mA 3.2∼4.8mA 19.2∼20.8mA

対象 NX ユニット
すべてのアナログ入力ユニット

設定方法
ここでは Sysmac Studio で設定する方法を説明します。
Sysmac Studio 以外のサポートソフトを使用する場合でも、ユーザ校正を行うことができます。
Sysmac Studio 以外のサポートソフトによるユーザ校正の設定方法については、使用するサポートソ
フトのオペレーションマニュアルを参照してください。

1 NX ユニットを右クリックし、メニューから［ユーザ校正］を選択してください。

6 アナログ入力ユニット
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2 ［チャネル］から、校正を行うチャネルを選択してください。

3 ユニットの端子に、上限値(100%)に相当する電圧または電流を入力し、［上限校正値の調節］
の［書込］ボタンをクリックしてください。

6 アナログ入力ユニット
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4 実行確認メッセージの［はい］ボタンをクリックしてください。

正常に書き込まれたら、以下のメッセージが表示されますので、［OK］ボタンをクリックして
ください。

5 ユニットの端子に、下限値(0%)に相当する電圧または電流を入力し、［下限校正値の調節］の
［書込］ボタンをクリックしてください。

6 アナログ入力ユニット
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6 実行確認メッセージの［はい］ボタンをクリックしてください。

正常に書き込まれたら、以下のメッセージが表示されますので、［OK］ボタンをクリックして
ください。

参考

• 校正値は書き込み後、すぐに反映されます。
• 校正値の書き込み時、ユニットの端子へ入力した電圧または電流が補正可能範囲に入ってい

ない場合は、以下のようなメッセージが表示され、校正はできません。以下のメッセージは
スレーブターミナルの場合です。

l 校正値を工場出荷時設定に戻す場合
校正値を、工場出荷時設定に戻すことができます。

6 アナログ入力ユニット
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1 NX ユニットを右クリックし、メニューから［ユーザ校正］を選択してください。

2 ［全チャネル操作］の［出荷時設定に戻す］ボタンをクリックしてください。

3 実行確認メッセージの［はい］ボタンをクリックしてください。

6 アナログ入力ユニット
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正常に書き込まれたら、以下のメッセージが表示されますので、［OK］ボタンをクリックして
ください。

6 アナログ入力ユニット
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6 アナログ入力ユニット
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7
アナログ出力ユニット

アナログ出力ユニットの種類や機能について説明します。

7-1 アナログ出力ユニットの種類 ................................................................................7-2
7-2  出力レンジと出力設定値.......................................................................................7-3

7-2-1 出力レンジ　−10∼＋ 10V ................................................................................ 7-3
7-2-2 出力レンジ　4∼20mA ........................................................................................ 7-4

7-3 I/O データ仕様 ........................................................................................................7-5
7-3-1 I/O 割付可能なデータ........................................................................................... 7-5

7-4 設定一覧...................................................................................................................7-6
7-5 機能...........................................................................................................................7-9

7-5-1 アナログ出力ユニットの機能一覧....................................................................... 7-9
7-5-2 使用チャネル選択機能.......................................................................................... 7-9
7-5-3 負荷遮断時の出力設定機能 ................................................................................7-12
7-5-4 オーバーレンジ／アンダーレンジ検知機能 .....................................................7-15
7-5-5 ユーザ校正機能....................................................................................................7-16
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7-1 アナログ出力ユニットの種類
アナログ出力ユニットは、ユーザプログラムなどで設定した出力設定値を、−10∼＋ 10V や
4∼20mA などのアナログ信号に変換する機能を持つ NX ユニットです。
ここでは、アナログ出力ユニットの種類について説明します。

アナログ出力ユニット（スクリューレスクランプ端子台、12mm 幅）

形式 点数 出力レ
ンジ 分解能 I/O リフレッシュ方式 変換時間 参照ページ

形 NX-DA2203 2 点 4∼20m
A

1/8000 フリーランリフレッシ
ュ

250μs／
点

P.A-43

形 NX-DA2205 1/30000 フリーランリフレッシ
ュ、または入出力同期リ
フレッシュ切り替え

10μs／
点

P.A-45

形 NX-DA2603 −10∼
＋ 10V

1/8000 フリーランリフレッシ
ュ

250μs／
点

P.A-47

形 NX-DA2605 1/30000 フリーランリフレッシ
ュ、または入出力同期リ
フレッシュ切り替え

10μs／
点

P.A-48

形 NX-DA3203 4 点 4∼20m
A

1/8000 フリーランリフレッシ
ュ

250μs／
点

P.A-50

形 NX-DA3205 1/30000 フリーランリフレッシ
ュ、または入出力同期リ
フレッシュ切り替え

10μs／
点

P.A-52

形 NX-DA3603 −10∼
＋ 10V

1/8000 フリーランリフレッシ
ュ

250μs／
点

P.A-54

形 NX-DA3605 1/30000 フリーランリフレッシ
ュ、または入出力同期リ
フレッシュ切り替え

10μs／
点

P.A-55

7 アナログ出力ユニット
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7-2 出力レンジと出力設定値
ユーザプログラムなどが設定した出力設定値は、出力レンジごとにより、以下のようにアナログ信号
に変換されます。
なお、出力設定値が変換可能な値の範囲を超えた場合、アナログ信号は上限値または下限値で固定さ
れます。

7-2-1 出力レンジ　－10∼＋ 10V

1/8000 分解能
符号付き整数値（−4000∼＋ 4000）の出力設定値が、−10∼＋ 10V の電圧に変換され出力されま
す。
変換可能な出力設定値の範囲は符号付き整数値（−4400∼＋ 4400）で、この場合の出力電圧は、−
11∼＋ 11V となります。

0V

11V

10V

－10V

－11V

－32768

32767

0

この範囲で
上限値固定

この範囲で
下限値固定

出力設定値
（10進数）

電圧

4000 4400

－4400－4000

～ ～ ～ ～

1/30000 分解能
符号付き整数値（−15000∼＋ 15000）の出力設定値が、−10∼＋ 10V の電圧に変換され出力され
ます。
変換可能な出力設定値の範囲は符号付き整数値（−16500∼＋ 16500）で、この場合の出力電圧は、
−11∼＋ 11V となります。

1650015000

－16500－15000

0V

11V

10V

－10V

－11V

－32768

32767

0

この範囲で
上限値固定

この範囲で
下限値固定

出力設定値
（10進数）

電圧

～ ～ ～ ～

7 アナログ出力ユニット
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7-2-2 出力レンジ　4∼20mA

1/8000 分解能
符号付き整数値（0∼8000）の出力設定値が、4∼20mA の電流に変換され出力されます。
変換可能な出力設定値の範囲は符号付き整数値（−400∼＋ 8400）で、この場合の出力電流は、
3.2∼20.8mA となります。

4mA

0mA

3.2mA

20.8mA

20mA

－32768 327670

出力設定値
（10進数）

電流

8000 8400－400

この範囲で
上限値固定

～ ～～ ～

この範囲で
下限値固定

1/30000 分解能
符号付き整数値（0∼30000）の出力設定値が、4∼20mA の電流に変換され出力されます。
変換可能な出力設定値の範囲は符号付き整数値（−1500∼＋ 31500）で、この場合の出力電流は、
3.2∼20.8mA となります。

30000 31500－1500

4mA

0mA

3.2mA

20.8mA

20mA

－32768 327670

出力設定値
（10進数）

電流

この範囲で
上限値固定

～ ～～ ～

この範囲で
下限値固定

7 アナログ出力ユニット
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7-3 I/O データ仕様
アナログ出力ユニットの I/O データについて説明します。

7-3-1 I/O 割付可能なデータ
アナログ出力ユニットの、I/O 割付可能なデータについて説明します。

アナログ出力ユニットの I/O 割付設定には、I/O エントリマッピングが 1 個割り付けられます。
I/O エントリマッピングには、NX ユニットの形式ごとに固有の I/O エントリが割り付けられます。こ
れらの割付は固定で、追加や変更をすることはできません。
I/O エントリとは、この節で説明する I/O データを指し、I/O エントリマッピングとは、I/O エントリ
のかたまりを指します。

NX ユニットやスレーブターミナルの I/O 割付情報を NJ/NX シリーズ CPU ユニットや NY シリーズ
産業用 PC に割り付ける場合は、I/O 割付したデータの I/O ポートを使用します。
ただし、スレーブターミナルでは、通信マスタや通信カプラユニットの種類により、I/O ポートを使用
しない場合があります。
スレーブターミナルでの I/O データの使用方法については、接続する通信カプラユニットのユーザー
ズマニュアルにある設定項目と設定手順の説明を参照してください。

通信コントロールユニットでの I/O データの使用方法については、通信コントロールユニットのユー
ザーズマニュアルにある I/O ポートと変数の割り付けの説明を参照してください。

l 2 点出力ユニット

データ名 機能 データ
型

初期
値 I/O ポート名 インデックス サブインデッ

クス
Ch1 アナログ出
力値

Ch1 の出力設定
値です。

INT 0 Ch1 Analog
Output Value

7000Hex 01Hex

Ch2 アナログ出
力値

Ch2 の出力設定
値です。

INT 0 Ch2 Analog
Output Value

02Hex

l 4 点出力ユニット

データ名 機能 データ
型

初期
値 I/O ポート名 インデックス サブインデ

ックス
Ch1 アナログ出力
値

Ch1 の出力設定値
です。

INT 0 Ch1 Analog
Output Value

7000Hex 01Hex

Ch2 アナログ出力
値

Ch2 の出力設定値
です。

INT 0 Ch2 Analog
Output Value

02Hex

Ch3 アナログ出力
値

Ch3 の出力設定値
です。

INT 0 Ch3 Analog
Output Value

03Hex

Ch4 アナログ出力
値

Ch4 の出力設定値
です。

INT 0 Ch4 Analog
Output Value

04Hex

7 アナログ出力ユニット
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7-4 設定一覧
アナログ出力ユニットで使用できる機能について、設定内容および設定範囲、初期値を以下に示しま
す。
変更後の設定は、ユニットリスタート後に反映されます。

安全上の要点

サポートソフトでユニット動作設定を転送すると、転送完了後にユニットをリスタートします。
接続先の対象機器の安全を十分に確認してから、ユニット動作設定を転送してください。

l 2 点出力ユニット

設定名称 説明 初期値 設定範囲 単位 インデッ
クス

サブイン
デックス 参照

Ch1 有効／無効 チャネルの有効／
無効を設定しま
す。
FALSE:無効
TRUE:有効

TRUE FALSE/
TRUE

― 5010Hex 01Hex P.7-9

Ch2 有効／無効 TRUE FALSE/
TRUE

― 02Hex

Ch1 レンジ設定 レンジを設定しま
す。
0: 4∼20mA
1: 0∼10V
2: −10∼＋ 10V
3: 0∼5V
4: 1∼5V
5: 0∼20mA

*1 *1 ― 5011Hex 01Hex P.7-3

Ch2 レンジ設定 *1 *1 ― 02Hex

Ch1 負荷遮断時
出力ホールド設定

負荷遮断時の出力
値を設定します。

4 0∼4 *2 ― 5012Hex 01Hex P.7-12

Ch1 負荷遮断時
出力ユーザ指定値
設定

負荷遮断時出力ホ
ールド設定が［ユ
ーザ指定値出力］
のときの出力値を
設定します。

0 −
32768∼3
2767

― 02Hex

Ch2 負荷遮断時
出力ホールド設定

負荷遮断時の出力
値を設定します。

4 0∼4 *2 ― 03Hex

Ch2 負荷遮断時
出力ユーザ指定値
設定

負荷遮断時出力ホ
ールド設定が［ユ
ーザ指定値出力］
のときの出力値を
設定します。

0 −
32768∼3
2767

― 04Hex

*1.［Ch£レンジ設定］の初期値と設定範囲は、形式により異なります。各 NX ユニットの初期値と設定範囲
は、以下のとおりです。

NX ユニット 初期値 設定範囲
形 NX-DA2203/DA2205 0 0
形 NX-DA2603/DA2605 2 2

*2.［Ch£負荷遮断時出力ホールド設定］の設定内容は、以下のとおりです。

設定値 設定内容
0 保持出力
1 下限値出力
2 上限値出力

7 アナログ出力ユニット
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設定値 設定内容
3 ユーザ指定値出力
4 0 出力

l 4 点出力ユニット

設定名称 説明 初期値 設定範囲 単位 インデッ
クス

サブイン
デックス 参照

Ch1 有効／無効 チャネルの有効／
無効を設定しま
す。
FALSE:無効
TRUE:有効

TRUE FALSE/
TRUE

― 5010Hex 01Hex P.7-9

Ch2 有効／無効 TRUE FALSE/
TRUE

― 02Hex

Ch3 有効／無効 TRUE FALSE/
TRUE

― 03Hex

Ch4 有効／無効 TRUE FALSE/
TRUE

― 04Hex

Ch1 レンジ設定 レンジを設定しま
す。
0: 4∼20mA
1: 0∼10V
2: −10∼＋ 10V
3: 0∼5V
4: 1∼5V
5: 0∼20mA

*1 *1 ― 5011Hex 01Hex P.7-3

Ch2 レンジ設定 *1 *1 ― 02Hex

Ch3 レンジ設定 *1 *1 ― 03Hex

Ch4 レンジ設定 *1 *1 ― 04Hex

Ch1 負荷遮断時
出力ホールド設定

負荷遮断時の出力
値を設定します。

4 0∼4 *2 ― 5012Hex 01Hex P.7-12

Ch1 負荷遮断時
出力ユーザ指定値
設定

負荷遮断時出力ホ
ールド設定が［ユ
ーザ指定値出力］
のときの出力値を
設定します。

0 −
32768∼3
2767

― 02Hex

Ch2 負荷遮断時
出力ホールド設定

負荷遮断時の出力
値を設定します。

4 0∼4 *2 ― 03Hex

Ch2 負荷遮断時
出力ユーザ指定値
設定

負荷遮断時出力ホ
ールド設定が［ユ
ーザ指定値出力］
のときの出力値を
設定します。

0 −
32768∼3
2767

― 04Hex

Ch3 負荷遮断時
出力ホールド設定

負荷遮断時の出力
値を設定します。

4 0∼4 *2 ― 5012Hex 05Hex P.7-12

Ch3 負荷遮断時
出力ユーザ指定値
設定

負荷遮断時出力ホ
ールド設定が［ユ
ーザ指定値出力］
のときの出力値を
設定します。

0 −
32768∼3
2767

― 06Hex

Ch4 負荷遮断時
出力ホールド設定

負荷遮断時の出力
値を設定します。

4 0∼4 *2 ― 07Hex

Ch4 負荷遮断時
出力ユーザ指定値
設定

負荷遮断時出力ホ
ールド設定が［ユ
ーザ指定値出力］
のときの出力値を
設定します。

0 −
32768∼3
2767

― 08Hex

*1.［Ch£レンジ設定］の初期値と設定範囲は、形式により異なります。各 NX ユニットの初期値と設定範囲
は、以下のとおりです。

NX ユニット 初期値 設定範囲
形 NX-DA3203/DA3205 0 0

7 アナログ出力ユニット
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NX ユニット 初期値 設定範囲
形 NX-DA3603/DA3605 2 2

*2.［Ch£負荷遮断時出力ホールド設定］の設定内容は、以下のとおりです。

設定値 設定内容
0 保持出力
1 下限値出力
2 上限値出力
3 ユーザ指定値出力
4 0 出力

7 アナログ出力ユニット
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7-5 機能
アナログ出力ユニットの機能について説明します。
各形式に搭載されている機能については、「A-1 データシート (P.A-2)」の、各形式ごとの仕様を参
照してください。

7-5-1 アナログ出力ユニットの機能一覧

機能名称 内容 参照ページ
フリーランリフレッシュ
方式

NX バスのリフレッシュ周期と NX ユニットの入出力更新周
期が非同期である I/O リフレッシュ方式です。

「5-2-4 フリーラ
ンリフレッシュ方
式 (P.5-10)」

入出力同期リフレッシュ
方式

CPU ユニットに接続した複数の NX ユニット間で、入力取り
込みタイミングや出力更新タイミングが同期し、かつ、その
間隔が一定である I/O リフレッシュ方式です。
また、複数のスレーブターミナル内の複数のユニット間で、
入力取り込みタイミングや出力更新タイミングが同期し、か
つ、その間隔が一定である I/O リフレッシュ方式です。

「5-2-6 出力同期
リフレッシュ方式
(P.5-17)」

使用チャネル選択機能 使用していないチャネルの変換処理を省略する機能です。自
ユニットの変換サイクルを短くするときに使用します。

「7-5-2 使用チャ
ネル選択機能
(P.7-9)」

負荷遮断時の出力設定機
能

アナログ出力ユニットが以下の要因で出力データを受信でき
なくなったときに、あらかじめ設定した出力動作を行う機能
です。
• CPU ユニットに接続時: NX バスの異常や CPU ユニット

の WDT 異常など
• 通信カプラユニットに接続時: 通信カプラユニットの上位

との通信異常や NX バス異常など
• 通信コントロールユニットに接続時: NX バスの異常や通信

コントロールユニットの WDT 異常など

「7-5-3 負荷遮断
時の出力設定機能
(P.7-12)」

オーバーレンジ／アンダ
ーレンジ検知機能

出力設定値が、変換可能な値の範囲を超えたことを検知する
機能です。

「7-5-4 オーバー
レンジ／アンダー
レンジ検知機能
(P.7-15)」

ユーザ校正機能 NX ユニットの経年変化などのために変換値にずれが生じる
ような場合、そのずれを補正するためにユニットを再校正す
る機能です。

「7-5-5 ユーザ校
正機能
(P.7-16)」

7-5-2 使用チャネル選択機能

用途
使用しない出力チャネルの変換処理や異常検知処理をスキップし、変換時間を短縮します。

機能の詳細
通常、本ユニットは搭載する点数分の出力設定値を順次変換していますが、使用しない出力チャネル
の変換をしないように設定することができます。
これにより、変換する点数が減るため、変換時間を短縮することができます。

7 アナログ出力ユニット
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出力チャネルごとに、チャネルの有効／無効を設定します。
ただし、1 ユニット中最低 1 チャネルは［Ch£有効／無効］設定を［有効］に設定してください。
ユニットの全チャネルを無効に設定すると、イベント「NX ユニット初期化異常」（イベントコード:
84C10000Hex）が発生します。
イベントの詳細については、通信カプラユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

l 2 点出力ユニット

設定名称 説明 初期値 単位
Ch1 有効／無効 チャネルの有効／無効を設定します。

FALSE:無効
TRUE:有効

TRUE ―
Ch2 有効／無効 TRUE ―

l 4 点出力ユニット

設定名称 説明 初期値 単位
Ch1 有効／無効 チャネルの有効／無効を設定します。

FALSE:無効
TRUE:有効

TRUE ―
Ch2 有効／無効 TRUE ―
Ch3 有効／無効 TRUE ―
Ch4 有効／無効 TRUE ―

対象 NX ユニット
すべてのアナログ出力ユニット

設定方法
ここでは Sysmac Studio で設定する方法を説明します。
Sysmac Studio 以外のサポートソフトを使用する場合でも、ユニット動作設定の編集画面で手順に記
載したパラメータを設定し、NX ユニットへ設定を転送してください。
Sysmac Studio 以外のサポートソフトによるユニット動作設定の編集画面の表示方法や、NX ユニッ
トへの設定の転送方法については、使用するサポートソフトのオペレーションマニュアルを参照して
ください。

1 ユニット動作設定の編集画面を表示します。
表示方法は、「A-8 ユニット動作設定の編集画面の表示 (P.A-78)」を参照してください。

2 設定するチャネル（Ch£）の［出力有効/無効設定］のプルダウンリストから、「True」（有効）
または「False」（無効）を選択します。

7 アナログ出力ユニット
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参考

• ユニット動作設定編集画面のタブ下のリストボタンをクリックすることにより、表示の絞り
込みを行うことができます。

（例）

［Ch1］の［出力有効 /無効設定］を選択 Ch1の［出力有効 /無効設定］項目だけ表示

• 初期値と異なる設定を行った場合は、［設定値］の表示が異なる表示色になります。
•［デフォルト値に戻す］ボタンをクリックすると、Sysmac Studio の設定値が初期値に戻り

ます。
• ユニット動作設定の編集画面の下部には、設定のためのヘルプが表示されます。

3 ［転送［パソコン→ユニット］］ボタンをクリックします。
Sysmac Studio から NX ユニットへ、設定が転送されます。

変更後の設定は、ユニットリスタート後に反映されます。

安全上の要点

サポートソフトでユニット動作設定を転送すると、転送完了後にユニットをリスタートします。
接続先の対象機器の安全を十分に確認してから、ユニット動作設定を転送してください。

7 アナログ出力ユニット

7-11NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)

7-5 機
能

7

7-5-2 使
用

チ
ャ

ネ
ル

選
択

機
能



変換時間の計算方法
変換有効チャネル数によるユニット単位の変換時間は、以下のとおりです。

変換有効チャネル数
ユニット単位の変換時間(μs)

変換時間: 250μs/点 変換時間: 10μs/点
1 点 250 10
2 点 500 20
3 点 750 30
4 点 1000 40
5 点 1250 50
6 点 1500 60
7 点 1750 70
8 点 2000 80

7-5-3 負荷遮断時の出力設定機能

用途
アナログ出力ユニットが以下の要因で接続先からの出力データを受信できなくなった場合、設定した
出力動作を行うことにより安全出力状態にすることができます。
CPU ユニットに接続時：NX バスの異常や CPU ユニットの WDT 異常など
通信カプラユニットに接続時：通信カプラユニットの上位との通信異常や NX バス異常など
通信コントロールユニットに接続時：NX バスの異常や通信コントロールユニットの WDT 異常など

機能の詳細
異常が発生した場合の出力値を、出力チャネルごとに以下のいずれかから設定します。

設定内容 意味
設定値

出力レンジ
－10∼＋ 10V

出力レンジ
4∼20mA

保持出力 異常が発生した直前の値を保持し、出力します。 保持する 保持する
下限値出力 各出力レンジの下限値を出力します。 −11V 3.2mA
上限値出力 各出力レンジの上限値を出力します。 11V 20.8mA
ユーザ指定値出力 ユーザ指定値を出力します。 ユーザ指定値 ユーザ指定値
0 出力 各出力レンジの、出力設定値「0」の場合のア

ナログ値を出力します。（工場出荷時設定）
0V 4mA

l 2 点出力ユニット

設定名称 説明 初期値 単位
Ch1 負荷遮断時出力ホ
ールド設定

負荷遮断時の出力値を設定します。 *1 4 ―

Ch1 負荷遮断時出力ユ
ーザ指定値設定

負荷遮断時出力ホールド設定が［ユーザ指定値出力］の
ときの出力値を設定します。

［ユーザ指定値出力］以外のとき、この設定は無効です。

0 ―

Ch2 負荷遮断時出力ホ
ールド設定

負荷遮断時の出力値を設定します。 *1 4 ―

7 アナログ出力ユニット
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設定名称 説明 初期値 単位
Ch2 負荷遮断時出力ユ
ーザ指定値設定

負荷遮断時出力ホールド設定が［ユーザ指定値出力］の
ときの出力値を設定します。

［ユーザ指定値出力］以外のとき、この設定は無効です。

0 ―

*1.［Ch£負荷遮断時出力ホールド設定］の設定内容は、以下のとおりです。

設定値 設定内容
0 保持出力
1 下限値出力
2 上限値出力
3 ユーザ指定値出力
4 0 出力

l 4 点出力ユニット

設定名称 説明 初期値 単位
Ch1 負荷遮断時出力ホ
ールド設定

負荷遮断時の出力値を設定します。 *1 4 ―

Ch1 負荷遮断時出力ユ
ーザ指定値設定

負荷遮断時出力ホールド設定が［ユーザ指定値出力］の
ときの出力値を設定します。

［ユーザ指定値出力］以外のとき、この設定は無効です。

0 ―

Ch2 負荷遮断時出力ホ
ールド設定

負荷遮断時の出力値を設定します。 *1 4 ―

Ch2 負荷遮断時出力ユ
ーザ指定値設定

負荷遮断時出力ホールド設定が［ユーザ指定値出力］の
ときの出力値を設定します。

［ユーザ指定値出力］以外のとき、この設定は無効です。

0 ―

Ch3 負荷遮断時出力ホ
ールド設定

負荷遮断時の出力値を設定します。 *1 4 ―

Ch3 負荷遮断時出力ユ
ーザ指定値設定

負荷遮断時出力ホールド設定が［ユーザ指定値出力］の
ときの出力値を設定します。

［ユーザ指定値出力］以外のとき、この設定は無効です。

0 ―

Ch4 負荷遮断時出力ホ
ールド設定

負荷遮断時の出力値を設定します。 *1 4 ―

Ch4 負荷遮断時出力ユ
ーザ指定値設定

負荷遮断時出力ホールド設定が［ユーザ指定値出力］の
ときの出力値を設定します。

［ユーザ指定値出力］以外のとき、この設定は無効です。

0 ―

*1.［Ch£負荷遮断時出力ホールド設定］の設定内容は、以下のとおりです。

設定値 設定内容
0 保持出力
1 下限値出力
2 上限値出力
3 ユーザ指定値出力
4 0 出力

対象 NX ユニット
すべてのアナログ出力ユニット

設定方法
ここでは Sysmac Studio で設定する方法を説明します。

7 アナログ出力ユニット
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Sysmac Studio 以外のサポートソフトを使用する場合でも、ユニット動作設定の編集画面で手順に記
載したパラメータを設定し、NX ユニットへ設定を転送してください。
Sysmac Studio 以外のサポートソフトによるユニット動作設定の編集画面の表示方法や、NX ユニッ
トへの設定の転送方法については、使用するサポートソフトのオペレーションマニュアルを参照して
ください。

1 ユニット動作設定の編集画面を表示します。
表示方法は、「A-8 ユニット動作設定の編集画面の表示 (P.A-78)」を参照してください。

2 設定するチャネル（Ch£）の［負荷遮断時出力設定］のプルダウンリストから、設定する出力
を選択します。

参考

• ユニット動作設定編集画面のタブ下のリストボタンをクリックすることにより、表示の絞り
込みを行うことができます。

（例）

［Ch1］の［出力有効 /無効設定］を選択 Ch1の［出力有効 /無効設定］項目だけ表示

• 初期値と異なる設定を行った場合は、［設定値］の表示が異なる表示色になります。
•［デフォルト値に戻す］ボタンをクリックすると、Sysmac Studio の設定値が初期値に戻り

ます。
• ユニット動作設定の編集画面の下部には、設定のためのヘルプが表示されます。

出力に［ユーザ指定値出力］を設定した場合は、［負荷遮断時出力設定］のテキストボックス
に、アナログ出力値（−32768∼32767）を入力します。

7 アナログ出力ユニット

7-14 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



参考

［ユーザ指定値出力］以外のとき、この設定値は無効です。

3 ［転送［パソコン→ユニット］］ボタンをクリックします。
Sysmac Studio から NX ユニットへ、設定が転送されます。

変更後の設定は、ユニットリスタート後に反映されます。

安全上の要点

サポートソフトでユニット動作設定を転送すると、転送完了後にユニットをリスタートします。
接続先の対象機器の安全を十分に確認してから、ユニット動作設定を転送してください。

7-5-4 オーバーレンジ／アンダーレンジ検知機能

用途
出力設定値が、変換可能な値の範囲を超えたことを検知します。

機能の詳細
• 出力設定値が変換可能範囲の上限を超えている場合、変換値は上限値に固定されます。このとき、

オーバーレンジステータスが ON し、イベント「ユニットオーバーレンジ(Ch)£）」（イベントコー
ド: 64F00000∼64F70000Hex）が発生します。

• 出力設定値が変換可能範囲の下限を下回っている場合、変換値は下限値に固定されます。このとき、
アンダーレンジステータスが ON し、イベント「ユニットアンダーレンジ(Ch)£）」（イベントコー
ド: 64F80000∼64FF0000Hex）が発生します。

7 アナログ出力ユニット

7-15NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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• 出力設定値が変換可能範囲内に入ったときに、変換値の固定が解除され、通常の変換値になります。
異常要因がなくなった時点で異常を解除すると、オーバーレンジ／アンダーレンジステータスが
OFF となります。

• ステータスの詳細については、「A-3 NX オブジェクト一覧 (P.A-59)」、イベントの詳細について
は、「8-3-3 異常一覧 (P.8-6)」を参照してください。

対象 NX ユニット
すべてのアナログ出力ユニット

設定方法
設定は不要です。

7-5-5 ユーザ校正機能

用途
NX ユニットの経年変化などのために出力電圧や出力電流にずれが生じるような場合、そのずれを補正
するためにユニットを再校正します。
本機能を使用すると、たとえば定期的に校正が義務付けられている装置を校正することができます。

機能の詳細
本機能は、下図のように、0%および 100%の 2 点で出力電圧や出力電流の変換値を補正します。
校正結果は、NX ユニットに保存されます。

l 補正例 1

出力設定値

電圧／電流

補正前補正後

0%

100%

7 アナログ出力ユニット

7-16 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



l 補正例 2

出力設定値

電圧／電流

補正前 補正後

0%

100%

l 補正可能範囲
出力のフルスケールの−5∼＋ 5%となります。
各出力レンジに対する補正可能範囲は、以下のとおりです。

出力レンジ
補正可能範囲

0% 100%
−10∼＋ 10V −11∼−9.0V 9.0∼11V
4∼20mA 3.2∼4.8mA 19.2∼20.8mA

対象 NX ユニット
すべてのアナログ出力ユニット

設定方法
ここでは Sysmac Studio で設定する方法を説明します。
Sysmac Studio 以外のサポートソフトを使用する場合でも、ユーザ校正を行うことができます。
Sysmac Studio 以外のサポートソフトによるユーザ校正の設定方法については、使用するサポートソ
フトのオペレーションマニュアルを参照してください。

1 NX ユニットを右クリックし、メニューから［ユーザ校正］を選択してください。

7 アナログ出力ユニット

7-17NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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2 ［チャネル］から、校正を行うチャネルを選択してください。

3 校正するチャネルの出力設定値に、出力ユニットの最小値(0%)を設定してください。

4 ［下限校正値の調節］の［校正値範囲］の値を変更し、端子から出力するアナログ信号の値を調
節してください。

7 アナログ出力ユニット

7-18 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



5 ［テスト］ボタンをクリックし、手順 4 で調節したアナログ信号の値を出力してください。

端子から、0%のアナログ信号の値が正しく出力されるように調節してください。

6 調節を完了したら、［下限校正値の調節］の［書込］ボタンをクリックしてください。

7 アナログ出力ユニット

7-19NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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7 実行確認メッセージの［はい］ボタンをクリックしてください。

正常に書き込まれたら、以下のメッセージが表示されますので、［OK］ボタンをクリックして
ください。

8 校正するチャネルの出力設定値に、出力ユニットの最大値(100%)を設定してください。

9 ［上限校正値の調節］の［校正値範囲］の値を変更し、端子から出力するアナログ信号の値を調
節してください。

7 アナログ出力ユニット

7-20 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



10［テスト］ボタンをクリックし、手順 9 で調節したアナログ信号の値を出力してください。

端子から、100%のアナログ信号の値が正しく出力されるように調節してください。

11 調節を完了したら、［上限校正値の調節］の［書込］ボタンをクリックしてください。

7 アナログ出力ユニット

7-21NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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12実行確認メッセージの［はい］ボタンをクリックしてください。

正常に書き込まれたら、以下のメッセージが表示されますので、［OK］ボタンをクリックして
ください。

参考

上限校正値および下限校正値は、［テスト］ボタンをクリックしただけでは、ユニットに校正値
は書き込まれません。校正値を書き込む場合は、［書込］ボタンをクリックしてください。

l 校正値を工場出荷時設定に戻す場合
校正値を、工場出荷時設定に戻すことができます。

1 NX ユニットを右クリックし、メニューから［ユーザ校正］を選択してください。

7 アナログ出力ユニット

7-22 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



2 ［全チャネル操作］の［出荷時設定に戻す］ボタンをクリックしてください。

3 実行確認メッセージの［はい］ボタンをクリックしてください。

7 アナログ出力ユニット

7-23NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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正常に書き込まれたら、以下のメッセージが表示されますので、［OK］ボタンをクリックして
ください。

7 アナログ出力ユニット

7-24 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



8
異常発生時の処置

アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの使用時に発生する異常の確認方
法と対処方法について説明しています。

8-1 異常の確認方法........................................................................................................8-2
8-2 LED による異常の確認...........................................................................................8-3
8-3 サポートソフトのトラブルシュート機能による異常の確認と対処方法...........8-5

8-3-1 Sysmac Studio による異常の確認方法............................................................. 8-5
8-3-2 Sysmac Studio 以外のサポートソフトによる異常の確認方法...................... 8-6
8-3-3 異常一覧................................................................................................................. 8-6
8-3-4 異常の内容 ...........................................................................................................8-12

8-4 異常の解除方法......................................................................................................8-34
8-5 NX ユニット特有のトラブルシューティング.....................................................8-35

8-5-1 アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニット共通..............................8-35
8-5-2 アナログ入力ユニット........................................................................................8-35
8-5-3 アナログ出力ユニット........................................................................................8-35

8-6 異常発生時の対処フロー......................................................................................8-36

8-1NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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8-1 異常の確認方法
異常の確認方法には、以下の方法があります。
• LED による確認
• サポートソフトのトラブルシュート機能による確認
サポートソフトのトラブルシュート機能による確認については、NX ユニットを接続している CPU ユ
ニットのトラブルシューティングマニュアル、通信カプラユニットまたは通信コントロールユニット
のユーザーズマニュアルを参照してください。

8 異常発生時の処置

8-2 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



8-2 LED による異常の確認
アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの TS LED の表示により、NX ユニットの状態と
異常の度合いを確認できます。
TS LED が示す異常内容および対処方法について説明します。

ここでは、LED の状態を以下の略称で示します。

略称 LED の状態
Lit 点灯
Not Lit 消灯
FS ( ) 点滅、かっこの値は周期
− 不定

主な異常と対処
アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの主な異常と対処を以下に示します。

TS LED
原因 対処

緑 赤
Lit Not Lit ― ―（正常な状態です。）
FS (2s) Not Lit • 初期処理中

• ダウンロード中
―（正常状態。処理が終了するまでお待ちくだ
さい。）

Lit Lit この状態なし
Not Lit Not Lit ユニット電源が供給されていな

い
以下の項目を確認し、ユニット電源の供給を正
しく行ってください。

【電源に関する項目確認】
• 電源ケーブルが正しく配線されているか？
• 電源ケーブルが断線していないか？
• 電源電圧が仕様範囲内であるか?
• 電源容量が不足していないか?
• 電源が故障していないか？

• 初期処理開始待ち
• リスタート中

―（正常状態。処理が終了するまでお待ちくだ
さい。）

上記の確認およびユニット電源を再投入しても問題が解決しない場合は、ユニット
のハードウェア故障の可能性があります。この場合は本ユニットを交換してくだ
さい。

Not Lit Lit ハード故障 ユニット電源を再投入しても本異常が発生する
場合は、本ユニットを交換してください。

Not Lit Lit 不揮発性メモリハードウェア異
常

「不揮発性メモリハードウェア異常」(P.8-13)
参照

Not Lit Lit アナログユニット校正値パラメ
ータ異常

「アナログユニット校正値パラメータ異常」
(P.8-14)参照

Not Lit Lit マスタ保存制御パラメータ異常 「マスタ保存制御パラメータ異常」(P.8-15)参
照

Not Lit Lit ユニット校正値パリティエラー 「ユニット校正値パリティエラー」(P.8-16)参
照

Not Lit Lit NX ユニット時刻同期はずれ異常 「NX ユニット時刻同期はずれ異常」(P.8-24)
参照

Not Lit FS (1s) NX ユニット I/O 通信異常 「NX ユニット I/O 通信異常」(P.8-21)参照
Not Lit FS (1s) NX ユニット出力同期異常 「NX ユニット出力同期異常」(P.8-23)参照

8 異常発生時の処置

8-3NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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TS LED
原因 対処

緑 赤
イベント発生直前の点灯
状態を維持します。

ユニット断線検知(Ch£） 「ユニット断線検知(Ch£)」(P.8-16)参照
ユニットオーバーレンジ(Ch£） 「ユニットオーバーレンジ(Ch£)」(P.8-25)参

照
ユニットアンダーレンジ(Ch£） 「ユニットアンダーレンジ(Ch£)」(P.8-29)参

照

8 異常発生時の処置

8-4 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



8-3 サポートソフトのトラブルシュート機能
による異常の確認と対処方法

NX シリーズは、NJ/NX/NY シリーズコントローラの異常管理方法に準拠した方法で異常を管理して
います。
これにより、サポートソフトを用いて異常の内容と対処方法を確認することができます。
確認方法は、使用するサポートソフトによって異なります。

8-3-1 Sysmac Studio による異常の確認方法
異常発生時、Sysmac Studio をコントローラまたは通信カプラユニットにオンライン接続すること
で、発生中の異常、過去に発生した異常の履歴を確認することができます。
異常の確認方法については、接続している CPU ユニット、通信カプラユニットまたは通信コントロー
ルユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

発生中の異常
Sysmac Studio の「コントローラ異常」タブにて、発生中の異常の「重要度」「発生源」「発生源詳
細」「イベント名」「イベントコード」「詳細情報」「付属情報 1∼4」「処置・対策」を確認できます。

「監視情報」の異常は表示されません。

参考

発生中異常の件数
各ユニットで発生中異常として同時に通知できる異常の件数は以下のとおりです。

ユニット 同時に通知できる異常の件数
アナログ入力ユニット
アナログ出力ユニット

CPU ユニットに接続した場合、異常については CPU ユニット
が管理するため、CPU ユニットの異常の件数の範囲内となりま
す。
スレーブターミナルの場合、異常については通信カプラユニット
が管理するため、通信カプラユニットの異常の件数の範囲内とな
ります。
通信コントロールユニットに接続した場合、異常については通信
コントロールユニットが管理するため、通信コントロールユニッ
トの異常の件数の範囲内となります。

発生している異常がユニットの発生中異常として通知できる異常の件数を超えた場合は、重要
度が高く、古い異常ほど優先して通知されます。同時に通知できる件数を超えた分の異常は、
通知されません。
なお、通知されなかった異常も、異常ステータスには異常発生として反映されます。

過去に発生した異常の履歴
Sysmac Studio の「コントローライベントログ」タブにて、過去に発生した異常の「日時」「重要度」

「発生源」「発生源詳細」「イベント名」「イベントコード」「詳細情報」「付属情報 1∼4」「処置・対策」
を確認できます。

8 異常発生時の処置

8-5NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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参考

過去に発生した異常の履歴の件数
アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットのイベントログは、接続している CPU ユニ
ット、通信カプラユニットまたは通信コントロールユニットに格納されます。
格納されるイベントログの件数は、接続する CPU ユニットのユーザーズマニュアル ソフトウ
ェア編、通信カプラユニットまたは通信コントロールユニットのユーザーズマニュアルを参照
してください。

確認できる項目の内容や異常の確認方法については、接続する CPU ユニットまたは産業用 PC のトラ
ブルシューティングマニュアル、『Sysmac Studio Version 1 オペレーションマニュアル

（SBCA-470）』を参照してください。
イベントコードの内容については、「8-3-3 異常一覧 (P.8-6)」を参照してください。

8-3-2 Sysmac Studio 以外のサポートソフトによる異常の確認方法
Sysmac Studio 以外のサポートソフトでも、異常の内容や履歴を確認することができます。
異常の確認方法については、接続する通信カプラユニットのユーザーズマニュアルおよび、各サポー
トソフトのオペレーションマニュアルを参照してください。
イベントコードの内容については、「8-3-3 異常一覧 (P.8-6)」を参照してください。

なお、アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの発生中異常や過去に発生した異常履歴の
件数は、Sysmac Studio を用いた場合の件数と同じです。

8-3-3 異常一覧
アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットで発生する異常（イベント）の一覧を、以下に示
します。
通信コントロールユニットに NX ユニットを接続している場合は、以下の【CPU ユニットの NX バス
の場合】の説明のうち、「CPU ユニット」を「通信コントロールユニット」に読み替えてください。

重要度の欄では、以下のような略称を使用しています。

略称 名称
全 全停止フォールトレベル
部 部分停止フォールトレベル
軽 軽度フォールトレベル
監 監視情報
般 一般情報

記号 意味
¡ システムにより定義されている重要度
8 ユーザが変更可能な重要度

（注）8は、変更可能な重要度がある場合にだけ記載します。

NJ/NX/NY シリーズのすべてのイベントコードについては、接続する CPU ユニットまたは産業用
PC のトラブルシューティングマニュアルを参照してください。

8 異常発生時の処置

8-6 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



イベントコード イベント名 内容 発生要因（推定原因）
重要度

参照先
全 部 軽 監 般

00200000Hex 不揮発性メ
モリハード
ウェア異常

不揮発性メモリが異
常です。

• 不揮発性メモリの故障。 ¡ P.8-13

10400000Hex アナログユ
ニット校正
値パラメー
タ異常

アナログユニット校
正値データ異常が発
生しています。

• アナログユニット校正値の書
き込み中に NX ユニットを電
断、またはサポートソフトと
の通信を切断した。

¡ P.8-14

10410000Hex マスタ保存
制御パラメ
ータ異常

マスタ保存の制御パ
ラメータに異常が発
生しています。

【CPU ユニットの NX バスの場
合】
• ユニット動作設定の書き込み

中に CPU ユニットを電断し
た。または CPU ユニットの
不揮発性メモリのうち、該当
する NX ユニットのユニット
動作設定を保存しているエリ
アが異常。

【通信カプラユニットの場合】
• ユニット動作設定の書き込み

中に通信カプラユニットを電
断した。または通信カプラユ
ニットの不揮発性メモリのう
ち、該当する NX ユニットの
ユニット動作設定を保存して
いるエリアが異常。

¡ P.8-15

14C00000Hex ユニット校
正値パリテ
ィエラー

ユニット内のユーザ
校正値データに異常
が発生しました。

• 校正値データの異常を検出し
た。

¡ P.8-16

65030000Hex ユニット断
線検知
(Ch1)

入力 Ch1 の断線を
検知しました。

• 入力配線の断線。
• 入力配線の外れ。

¡ 8 P.8-16

65040000Hex ユニット断
線検知
(Ch2)

入力 Ch2 の断線を
検知しました。

• 入力配線の断線。
• 入力配線の外れ。

¡ 8 P.8-17

65050000Hex ユニット断
線検知
(Ch3)

入力 Ch3 の断線を
検知しました。

• 入力配線の断線。
• 入力配線の外れ。

¡ 8 P.8-17

65060000Hex ユニット断
線検知
(Ch4)

入力 Ch4 の断線を
検知しました。

• 入力配線の断線。
• 入力配線の外れ。

¡ 8 P.8-18

65070000Hex ユニット断
線検知
(Ch5)

入力 Ch5 の断線を
検知しました。

• 入力配線の断線。
• 入力配線の外れ。

¡ 8 P.8-18

65080000Hex ユニット断
線検知
(Ch6)

入力 Ch6 の断線を
検知しました。

• 入力配線の断線。
• 入力配線の外れ。

¡ 8 P.8-19

65090000Hex ユニット断
線検知
(Ch7)

入力 Ch7 の断線を
検知しました。

• 入力配線の断線。
• 入力配線の外れ。

¡ 8 P.8-19

650A0000Hex ユニット断
線検知
(Ch8)

入力 Ch8 の断線を
検知しました。

• 入力配線の断線。
• 入力配線の外れ。

¡ 8 P.8-20

8 異常発生時の処置

8-7NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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イベントコード イベント名 内容 発生要因（推定原因）
重要度

参照先
全 部 軽 監 般

80200000Hex NX ユニッ
ト I/O 通信
異常

NX ユニットで I/O
通信異常が発生しま
した。

【CPU ユニットの NX バスの場
合】
• CPU ユニットで NX バス通

信を正常に行えない異常が発
生した。

• NX ユニットの取りつけが不
確実。

• ユニット電源の電源ケーブル
が抜けている。または、ユニ
ット電源から NX ユニットへ
の配線が間違っている。

• ユニット電源の電源ケーブル
が断線している。

• ユニット電源の電圧が仕様範
囲外、またはユニット電源の
電源容量が不足している。

• NX ユニットのハードウェア
の異常。

【通信カプラユニットの場合】
• 通信カプラユニットで NX バ

ス通信を正常に行えない異常
が発生した。

• NX ユニットの取り付けが不
確実。

• ユニット電源の電源ケーブル
が抜けている。または、ユニ
ット電源から NX ユニットへ
の配線が間違っている。

• ユニット電源の電源ケーブル
が断線している。

• ユニット電源の電圧が仕様範
囲外である。または、ユニッ
ト電源の電源容量が不足して
いる。

• NX ユニットのハードウェア
の異常。

¡ P.8-21

80210000Hex NX ユニッ
ト出力同期
異常

NX ユニットで出力
同期異常が発生しま
した。

【CPU ユニットの NX バスの場
合】
• CPU ユニットで異常が発生

しているため、NX バス上の
I/O リフレッシュが正しく行
われていない。

【通信カプラユニットの場合】
• 通信カプラユニットに接続し

ている通信ケーブルの断線、
接続不良。

• 通信ケーブルへのノイズ。

¡ P.8-23

8 異常発生時の処置

8-8 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



イベントコード イベント名 内容 発生要因（推定原因）
重要度

参照先
全 部 軽 監 般

80240000Hex NX ユニッ
ト時刻同期
はずれ異常

NX ユニットの時刻
情報に異常が発生し
ました。

【CPU ユニットの NX バスの場
合】
• NX ユニットのハードウェア

異常。
• CPU ユニットのハードウェ

ア異常。
【通信カプラユニットの場合】
• NX ユニットのハードウェア

異常。
• EtherCAT カプラユニットの

ハードウェア異常。

¡ P.8-24

64F00000Hex ユニットオ
ーバーレン
ジ(Ch1)

入力 Ch1 のアナロ
グ入力データが入力
レンジの上限値を上
回りました。また
は、出力 Ch1 のアナ
ログ出力データが出
力レンジの上限値を
上回りました。

• アナログ入力データが入力レ
ンジの上限値を上回った。ま
たは、アナログ出力データが
出力レンジの上限値を上回っ
た。

8 ¡ P.8-25

64F10000Hex ユニットオ
ーバーレン
ジ(Ch2)

入力 Ch2 のアナロ
グ入力データが入力
レンジの上限値を上
回りました。また
は、出力 Ch2 のアナ
ログ出力データが出
力レンジの上限値を
上回りました。

• アナログ入力データが入力レ
ンジの上限値を上回った。ま
たは、アナログ出力データが
出力レンジの上限値を上回っ
た。

8 ¡ P.8-25

64F20000Hex ユニットオ
ーバーレン
ジ(Ch3)

入力 Ch3 のアナロ
グ入力データが入力
レンジの上限値を上
回りました。また
は、出力 Ch3 のアナ
ログ出力データが出
力レンジの上限値を
上回りました。

• アナログ入力データが入力レ
ンジの上限値を上回った。ま
たは、アナログ出力データが
出力レンジの上限値を上回っ
た。

8 ¡ P.8-26

64F30000Hex ユニットオ
ーバーレン
ジ(Ch4)

入力 Ch4 のアナロ
グ入力データが入力
レンジの上限値を上
回りました。また
は、出力 Ch4 のアナ
ログ出力データが出
力レンジの上限値を
上回りました。

• アナログ入力データが入力レ
ンジの上限値を上回った。ま
たは、アナログ出力データが
出力レンジの上限値を上回っ
た。

8 ¡ P.8-26

64F40000Hex ユニットオ
ーバーレン
ジ(Ch5)

入力 Ch5 のアナロ
グ入力データが入力
レンジの上限値を上
回りました。また
は、出力 Ch5 のアナ
ログ出力データが出
力レンジの上限値を
上回りました。

• アナログ入力データが入力レ
ンジの上限値を上回った。ま
たは、アナログ出力データが
出力レンジの上限値を上回っ
た。

8 ¡ P.8-27

8 異常発生時の処置

8-9NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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イベントコード イベント名 内容 発生要因（推定原因）
重要度

参照先
全 部 軽 監 般

64F50000Hex ユニットオ
ーバーレン
ジ(Ch6)

入力 Ch6 のアナロ
グ入力データが入力
レンジの上限値を上
回りました。また
は、出力 Ch6 のアナ
ログ出力データが出
力レンジの上限値を
上回りました。

• アナログ入力データが入力レ
ンジの上限値を上回った。ま
たは、アナログ出力データが
出力レンジの上限値を上回っ
た。

8 ¡ P.8-27

64F60000Hex ユニットオ
ーバーレン
ジ(Ch7)

入力 Ch7 のアナロ
グ入力データが入力
レンジの上限値を上
回りました。また
は、出力 Ch7 のアナ
ログ出力データが出
力レンジの上限値を
上回りました。

• アナログ入力データが入力レ
ンジの上限値を上回った。ま
たは、アナログ出力データが
出力レンジの上限値を上回っ
た。

8 ¡ P.8-28

64F70000Hex ユニットオ
ーバーレン
ジ(Ch8)

入力 Ch8 のアナロ
グ入力データが入力
レンジの上限値を上
回りました。また
は、出力 Ch8 のアナ
ログ出力データが出
力レンジの上限値を
上回りました。

• アナログ入力データが入力レ
ンジの上限値を上回った。ま
たは、アナログ出力データが
出力レンジの上限値を上回っ
た。

8 ¡ P.8-28

64F80000Hex ユニットア
ンダーレン
ジ(Ch1)

入力 Ch1 のアナロ
グ入力データが入力
レンジの下限値を下
回りました。また
は、出力 Ch1 のアナ
ログ出力データが出
力レンジの下限値を
下回りました。

• アナログ入力データが入力レ
ンジの下限値を下回った。ま
たは、アナログ出力データが
出力レンジの下限値を下回っ
た。

8 ¡ P.8-29

64F90000Hex ユニットア
ンダーレン
ジ(Ch2)

入力 Ch2 のアナロ
グ入力データが入力
レンジの下限値を下
回りました。また
は、出力 Ch2 のアナ
ログ出力データが出
力レンジの下限値を
下回りました。

• アナログ入力データが入力レ
ンジの下限値を下回った。ま
たは、アナログ出力データが
出力レンジの下限値を下回っ
た。

8 ¡ P.8-29

64FA0000Hex ユニットア
ンダーレン
ジ(Ch3)

入力 Ch3 のアナロ
グ入力データが入力
レンジの下限値を下
回りました。また
は、出力 Ch3 のアナ
ログ出力データが出
力レンジの下限値を
下回りました。

• アナログ入力データが入力レ
ンジの下限値を下回った。ま
たは、アナログ出力データが
出力レンジの下限値を下回っ
た。

8 ¡ P.8-30

64FB0000Hex ユニットア
ンダーレン
ジ(Ch4)

入力 Ch4 のアナロ
グ入力データが入力
レンジの下限値を下
回りました。また
は、出力 Ch4 のアナ
ログ出力データが出
力レンジの下限値を
下回りました。

• アナログ入力データが入力レ
ンジの下限値を下回った。ま
たは、アナログ出力データが
出力レンジの下限値を下回っ
た。

8 ¡ P.8-30

8 異常発生時の処置

8-10 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



イベントコード イベント名 内容 発生要因（推定原因）
重要度

参照先
全 部 軽 監 般

64FC0000Hex ユニットア
ンダーレン
ジ(Ch5)

入力 Ch5 のアナロ
グ入力データが入力
レンジの下限値を下
回りました。また
は、出力 Ch5 のアナ
ログ出力データが出
力レンジの下限値を
下回りました。

• アナログ入力データが入力レ
ンジの下限値を下回った。ま
たは、アナログ出力データが
出力レンジの下限値を下回っ
た。

8 ¡ P.8-31

64FD0000Hex ユニットア
ンダーレン
ジ(Ch6)

入力 Ch6 のアナロ
グ入力データが入力
レンジの下限値を下
回りました。また
は、出力 Ch6 のアナ
ログ出力データが出
力レンジの下限値を
下回りました。

• アナログ入力データが入力レ
ンジの下限値を下回った。ま
たは、アナログ出力データが
出力レンジの下限値を下回っ
た。

8 ¡ P.8-31

64FE0000Hex ユニットア
ンダーレン
ジ(Ch7)

入力 Ch7 のアナロ
グ入力データが入力
レンジの下限値を下
回りました。また
は、出力 Ch7 のアナ
ログ出力データが出
力レンジの下限値を
下回りました。

• アナログ入力データが入力レ
ンジの下限値を下回った。ま
たは、アナログ出力データが
出力レンジの下限値を下回っ
た。

8 ¡ P.8-32

64FF0000Hex ユニットア
ンダーレン
ジ(Ch8)

入力 Ch8 のアナロ
グ入力データが入力
レンジの下限値を下
回りました。また
は、出力 Ch8 のアナ
ログ出力データが出
力レンジの下限値を
下回りました。

• アナログ入力データが入力レ
ンジの下限値を下回った。ま
たは、アナログ出力データが
出力レンジの下限値を下回っ
た。

8 ¡ P.8-32

90400000Hex イベントロ
グのクリア

イベントログをクリ
アしました。

• ユーザがイベントログをクリ
アした。

¡ P.8-33

8 異常発生時の処置

8-11NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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8-3-4 異常の内容
ここでは、各異常の内容について説明します。
通信コントロールユニットに NX ユニットを接続している場合は、以下の【CPU ユニットの NX バス
の場合】の説明のうち、「CPU ユニット」を「通信コントロールユニット」に読み替えてください。

異常説明の見方
各異常の説明で使用する表の各項目の意味を［　］内に示します。

イベント名 ［異常（イベント）の名称です。］ イベントコー
ド

［異常（イベント）のコードです。］

内容 ［異常（イベント）の内容です。］
発生源 ［異常（イベント）が発生した箇

所です。］
発生源詳細 ［発生源の詳細

です。］
検出タイミン
グ

［異常検出のタ
イミングで
す。］

異常の属性 重要度 ［制御に対する影響の大きさで
す。］ *1

ログカテゴリ ［保存されるログの種類です。］ *2

復旧方法 ［復旧方法です。］ *3

発生の影響 ユーザプログ
ラム

［ユーザプログ
ラムの実行状
態です。］ *4

動作 ［異常（イベント）発生時の動作に関する特記事項
です。］

LED 内蔵 EtherNet/IP ポート用 LED、内蔵 EtherCAT ポート用 LED の表示状態です。発生源が EtherCAT
マスタ機能モジュール、EtherNet/IP 機能モジュールの時のみ記載します。］

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
［異常を検知するシステム定義変数、異常の影響を受けるシステム定義変数、異常の原因となるシステム
定義変数の変数名とデータ型、名称です。］

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
［異常（イベント）の発生要因と処置対策、再発防止方法です。］

付属情報 ［サポートソフト／表示器で表示される付属情報内容です。］ *5、 *6

注意点／備考 ［その他の注意点、制約事項、補足説明などです。ユーザが選択可能な重要度がある場合は、選択可能な
重要度、復旧方法、動作などの関連事項を記載します。］

*1. 次のいずれかです。
• 全停止フォールト：全停止フォールトレベル
• 部分停止フォールト：部分停止フォールトレベル
• 軽度フォールト：軽度フォールトレベル
• 監視情報
• 一般情報

*2. 次のいずれかです。
• システム：システムイベントログ
• アクセス：アクセスイベントログ

*3. 次のいずれかです。
• 自動復旧：要因が除去されたとき自動的に正常に戻ります。
• 異常解除：要因を除去後、異常解除を実行することで正常に戻ります。
• 電源再投入：要因を除去後、コントローラの電源再投入することで正常に戻ります。
• コントローラリセット：要因を除去後、コントローラリセットすることで正常に戻ります。
• 発生要因依存：発生要因に依存します。

*4. 次のいずれかです。
• 継続：ユーザプログラムの実行を継続します。
• 停止：ユーザプログラムの実行を停止します。
• 開始：ユーザプログラムの実行を開始します。

*5.「システム情報」と記載されている場合は、当社が使用するシステム内部情報です。

8 異常発生時の処置

8-12 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



*6. 表示器のトラブルシュータの対応範囲については、接続する CPU ユニットまたは産業用 PC のトラブルシュ
ーティングマニュアルの付録を参照してください。

異常内容の説明
ここでは、アナログ入力ユニットとアナログ出力ユニットで発生する異常の内容について説明します。

イベント名 不揮発性メモリハードウェア異常 イベントコー
ド

00200000Hex

内容 不揮発性メモリが異常です。
発生源 サポートソフトの接続先とシス

テム構成に依存
発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン

グ
NX ユニットの
電源投入時

異常の属性 重要度 軽度フォールト ログカテゴリ システム
復旧方法 【CPU ユニットの NX バスの場合】

ユニット電源の再投入または NX バスのリスタート
【通信カプラユニットの場合】
ユニット電源の再投入またはスレーブターミナルのリスタート
コントローラで異常検出する場合は、コントローラの全異常解除をさらに実行

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 該当 NX ユニットの I/O リフレッシュ停止。該当
NX ユニットへのメッセージ不可。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
不揮発性メモリの故障。 【CPU ユニットの NX バスの場

合】
ユニット電源の再投入、または
NX バスのリスタートをしてくだ
さい。上記の処置を行っても本
異常が再発する場合は、該当する
NX ユニットを交換してくださ
い。

【通信カプラユニットの場合】
ユニット電源の再投入、またはス
レーブターミナルのリスタート
をしてください。上記の処置を
行っても本異常が再発する場合
は、該当する NX ユニットを交換
してください。

なし

付属情報 なし
注意点／備考 なし

8 異常発生時の処置

8-13NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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イベント名 アナログユニット校正値パラメータ異常 イベントコー
ド

10400000Hex

内容 アナログユニット校正値データ異常が発生しています。
発生源 サポートソフトの接続先とシス

テム構成に依存
発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン

グ
NX ユニットの
電源投入時

異常の属性 重要度 軽度フォールト ログカテゴリ システム
復旧方法 【CPU ユニットの NX バスの場合】

【縮退運転設定が「停止する」の場合】
NX ユニットのリスタートののち、NX バス機能モジュールの異常解
除

【縮退運転設定が「縮退する」の場合】
NX ユニットのリスタート

【通信カプラユニットの場合】
【縮退運転設定が「停止する」の場合】
NX ユニットのリスタート
コントローラで異常検出する場合は、コントローラの全異常解除をさ
らに実行

【縮退運転設定が「縮退する」の場合】
NX ユニットのリスタート

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 該当 NX ユニットの I/O リフレッシュ停止。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
アナログユニット校正値の書き
込み中に NX ユニットを電断、ま
たはサポートソフトとの通信を
切断した。

アナログユニット校正値を再度
書き込みしてください。

アナログユニット校正値の書き
込み中に NX ユニットを電断し
たり、サポートソフトとの通信を
切断したりしないでください。

付属情報 なし
注意点／備考 なし

8 異常発生時の処置

8-14 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



イベント名 マスタ保存制御パラメータ異常 イベントコー
ド

10410000Hex

内容 マスタ保存の制御パラメータに異常が発生しています。
発生源 サポートソフトの接続先とシス

テム構成に依存
発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン

グ
NX ユニットの
電源投入時

異常の属性 重要度 軽度フォールト ログカテゴリ システム
復旧方法 【CPU ユニットの NX バスの場合】

【縮退運転設定が「停止する」の場合】
NX ユニットのリスタートののち、NX バス機能モジュールの異常解
除

【縮退運転設定が「縮退する」の場合】
NX ユニットのリスタートののち、NX ユニットの異常解除

【通信カプラユニットの場合】
【縮退運転設定が「停止する」の場合】
コントローラで異常検出する場合は、NX ユニットのリスタートのの
ち、コントローラの全異常解除
コントローラで異常検出しない場合は、NX ユニットのリスタートの
のち、通信カプラユニットの異常解除

【縮退運転設定が「縮退する」の場合】
NX ユニットのリスタートののち、通信カプラユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 該当 NX ユニットの I/O リフレッシュ停止。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
【CPU ユニットの NX バスの場合】
ユニット動作設定の書き込み中
に CPU ユニットを電断した。ま
たは CPU ユニットの不揮発性メ
モリのうち、該当する NX ユニッ
トのユニット動作設定を保存し
ているエリアが異常。

NX ユニットのユニット動作設定
を再度ダウンロードしてくださ
い。上記の処置を行っても本異
常が再発する場合は、CPU ユニ
ットを交換してください。

NX ユニットへのユニット動作設
定の転送中やメッセージによる
NX ユニットのパラメータ保存の
実行中に、CPU ユニットを電断
しないでください。

【通信カプラユニットの場合】
ユニット動作設定の書き込み中
に通信カプラユニットを電断し
た。または通信カプラユニット
の不揮発性メモリのうち、該当す
る NX ユニットのユニット動作
設定を保存しているエリアが異
常。

NX ユニットのユニット動作設定
を再度ダウンロードしてくださ
い。上記の処置を行っても本異
常が再発する場合は、通信カプラ
ユニットを交換してください。

サポートソフトによる NX ユニ
ットへのユニット動作設定の転
送中やメッセージによる NX ユ
ニットのパラメータ保存の実行
中に、通信カプラユニットを電断
しないでください。

付属情報 なし
注意点／備考 なし

8 異常発生時の処置

8-15NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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イベント名 ユニット校正値パリティエラー イベントコー
ド

14C00000Hex

内容 ユニット内のユーザ校正値データに異常が発生しました。
発生源 サポートソフトの接続先とシス

テム構成に依存
発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン

グ
常時

異常の属性 重要度 軽度フォールト ログカテゴリ システム
復旧方法 【CPU ユニットの NX バスの場合】

NX バスのリスタート
【通信カプラユニットの場合】
スレーブターミナルのリスタート

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 NX ユニットの運転は継続。
入力データ:入力値の更新を停止。
出力データ：「負荷遮断時の出力設定」に従います。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
校正値データの異常を検出した。 NX ユニットを電源再投入してく

ださい。電源再投入しても本異
常が再発する場合は NX ユニッ
トを交換してください。

なし

付属情報 なし
注意点／備考 なし

イベント名 ユニット断線検知(Ch1) イベントコー
ド

65030000Hex

内容 入力 Ch1 の断線を検知しました。
発生源 サポートソフトの接続先とシス

テム構成に依存
発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン

グ
常時

異常の属性 重要度 軽度フォールト ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 変換値は 32767 となります。
運転は継続し、断線回復時に変換値は正常に戻りま
す。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
入力配線の断線。 入力の配線が断線していないか

確認し、断線している場合は、ケ
ーブルを交換してください。

使用する配線が断線していない
ことを確認してください。

入力配線の外れ。 入力の配線が確実に接続されて
いるかを確認し、接続不良の場合
は再接続してください。

配線が確実に接続されているこ
とを確認してください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を監視情報に変更できます。

8 異常発生時の処置

8-16 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



イベント名 ユニット断線検知(Ch2) イベントコー
ド

65040000Hex

内容 入力 Ch2 の断線を検知しました。
発生源 サポートソフトの接続先とシス

テム構成に依存
発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン

グ
常時

異常の属性 重要度 軽度フォールト ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 変換値は 32767 となります。
運転は継続し、断線回復時に変換値は正常に戻りま
す。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
入力配線の断線。 入力の配線が断線していないか

確認し、断線している場合は、ケ
ーブルを交換してください。

使用する配線が断線していない
ことを確認してください。

入力配線の外れ。 入力の配線が確実に接続されて
いるかを確認し、接続不良の場合
は再接続してください。

配線が確実に接続されているこ
とを確認してください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を監視情報に変更できます。

イベント名 ユニット断線検知(Ch3) イベントコー
ド

65050000Hex

内容 入力 Ch3 の断線を検知しました。
発生源 サポートソフトの接続先とシス

テム構成に依存
発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン

グ
常時

異常の属性 重要度 軽度フォールト ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 変換値は 32767 となります。
運転は継続し、断線回復時に変換値は正常に戻りま
す。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
入力配線の断線。 入力の配線が断線していないか

確認し、断線している場合は、ケ
ーブルを交換してください。

使用する配線が断線していない
ことを確認してください。

入力配線の外れ。 入力の配線が確実に接続されて
いるかを確認し、接続不良の場合
は再接続してください。

配線が確実に接続されているこ
とを確認してください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を監視情報に変更できます。

8 異常発生時の処置

8-17NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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イベント名 ユニット断線検知(Ch4) イベントコー
ド

65060000Hex

内容 入力 Ch4 の断線を検知しました。
発生源 サポートソフトの接続先とシス

テム構成に依存
発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン

グ
常時

異常の属性 重要度 軽度フォールト ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 変換値は 32767 となります。
運転は継続し、断線回復時に変換値は正常に戻りま
す。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
入力配線の断線。 入力の配線が断線していないか

確認し、断線している場合は、ケ
ーブルを交換してください。

使用する配線が断線していない
ことを確認してください。

入力配線の外れ。 入力の配線が確実に接続されて
いるかを確認し、接続不良の場合
は再接続してください。

配線が確実に接続されているこ
とを確認してください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を監視情報に変更できます。

イベント名 ユニット断線検知(Ch5) イベントコー
ド

65070000Hex

内容 入力 Ch5 の断線を検知しました。
発生源 サポートソフトの接続先とシス

テム構成に依存
発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン

グ
常時

異常の属性 重要度 軽度フォールト ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 変換値は 32767 となります。
運転は継続し、断線回復時に変換値は正常に戻りま
す。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
入力配線の断線。 入力の配線が断線していないか

確認し、断線している場合は、ケ
ーブルを交換してください。

使用する配線が断線していない
ことを確認してください。

入力配線の外れ。 入力の配線が確実に接続されて
いるかを確認し、接続不良の場合
は再接続してください。

配線が確実に接続されているこ
とを確認してください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を監視情報に変更できます。

8 異常発生時の処置

8-18 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



イベント名 ユニット断線検知(Ch6) イベントコー
ド

65080000Hex

内容 入力 Ch6 の断線を検知しました。
発生源 サポートソフトの接続先とシス

テム構成に依存
発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン

グ
常時

異常の属性 重要度 軽度フォールト ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 変換値は 32767 となります。
運転は継続し、断線回復時に変換値は正常に戻りま
す。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
入力配線の断線。 入力の配線が断線していないか

確認し、断線している場合は、ケ
ーブルを交換してください。

使用する配線が断線していない
ことを確認してください。

入力配線の外れ。 入力の配線が確実に接続されて
いるかを確認し、接続不良の場合
は再接続してください。

配線が確実に接続されているこ
とを確認してください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を監視情報に変更できます。

イベント名 ユニット断線検知(Ch7) イベントコー
ド

65090000Hex

内容 入力 Ch7 の断線を検知しました。
発生源 サポートソフトの接続先とシス

テム構成に依存
発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン

グ
常時

異常の属性 重要度 軽度フォールト ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 変換値は 32767 となります。
運転は継続し、断線回復時に変換値は正常に戻りま
す。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
入力配線の断線。 入力の配線が断線していないか

確認し、断線している場合は、ケ
ーブルを交換してください。

使用する配線が断線していない
ことを確認してください。

入力配線の外れ。 入力の配線が確実に接続されて
いるかを確認し、接続不良の場合
は再接続してください。

配線が確実に接続されているこ
とを確認してください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を監視情報に変更できます。

8 異常発生時の処置

8-19NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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イベント名 ユニット断線検知(Ch8) イベントコー
ド

650A0000Hex

内容 入力 Ch8 の断線を検知しました。
発生源 サポートソフトの接続先とシス

テム構成に依存
発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン

グ
常時

異常の属性 重要度 軽度フォールト ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 変換値は 32767 となります。
運転は継続し、断線回復時に変換値は正常に戻りま
す。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
入力配線の断線。 入力の配線が断線していないか

確認し、断線している場合は、ケ
ーブルを交換してください。

使用する配線が断線していない
ことを確認してください。

入力配線の外れ。 入力の配線が確実に接続されて
いるかを確認し、接続不良の場合
は再接続してください。

配線が確実に接続されているこ
とを確認してください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を監視情報に変更できます。

8 異常発生時の処置

8-20 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



イベント名 NX ユニット I/O 通信異常 イベントコー
ド

80200000Hex

内容 NX ユニットで I/O 通信異常が発生しました。
発生源 サポートソフトの接続先とシス

テム構成に依存
発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン

グ
常時

異常の属性 重要度 軽度フォールト ログカテゴリ システム
復旧方法 【CPU ユニットの NX バスの場合】

【縮退運転設定が「停止する」の場合】
NX バス機能モジュールの異常解除

【縮退運転設定が「縮退する」の場合】
NX ユニットの異常解除

【通信カプラユニットの場合】
【縮退運転設定が「停止する」の場合】
コントローラで異常検出する場合は、コントローラの全異常解除
コントローラで異常検出しない場合は、通信カプラユニットと NX ユ
ニットの異常解除

【縮退運転設定が「縮退する」の場合】
通信カプラユニットと NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 NX ユニットの運転は継続。
入力データ:入力値の更新を停止。
出力データ：「負荷遮断時の出力設定」に従います。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
【CPU ユニットの NX バスの場合】
CPU ユニットで NX バス通信を
正常に行えない異常が発生した。

CPU ユニットで発生している異
常を確認し、処置対策を行ってく
ださい。

CPU ユニットで発生している異
常の再発防止を行ってください。

NX ユニットの取りつけが不確
実。

NX ユニット、エンドカバーを確
実に取り付け、エンドプレートで
固定してください。

NX ユニット、エンドカバーを確
実に取り付け、エンドプレートで
固定してください。

ユニット電源の電源ケーブルが
抜けている。または、ユニット電
源から NX ユニットへの配線が
間違っている。

ユニット電源から NX ユニット
への配線を確実に行ってくださ
い。

ユニット電源から NX ユニット
への配線を確実に行ってくださ
い。

ユニット電源の電源ケーブルが
断線している。

ユニット電源と NX ユニットの
間の電源ケーブルが断線してい
る場合は、電源ケーブルを交換し
てください。

なし

ユニット電源の電圧が仕様範囲
外、またはユニット電源の電源容
量が不足している。

電源供給の設計方法に従い、電源
供給システム構成を正しく構築
してください。

電源供給の設計方法に従い、電源
供給システム構成を正しく構築
してください。

NX ユニットのハードウェアの異
常。

上記の処置を行っても本異常が
再発する場合は NX ユニットを
交換してください。

なし

8 異常発生時の処置

8-21NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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発生要因とそ
の処置

【通信カプラユニットの場合】
通信カプラユニットで NX バス
通信を正常に行えない異常が発
生した。

通信カプラユニットで発生して
いる異常を確認し、処置対策を
行ってください。

通信カプラユニットで発生して
いる異常の再発防止を行ってく
ださい。

NX ユニットの取り付けが不確
実。

NX ユニット、エンドカバーを確
実に取り付け、エンドプレートで
固定してください。

NX ユニット、エンドカバーを確
実に取り付け、エンドプレートで
固定してください。

ユニット電源の電源ケーブルが
抜けている。または、ユニット電
源から NX ユニットへの配線が
間違っている。

ユニット電源から NX ユニット
への配線を確実に行ってくださ
い。

ユニット電源から NX ユニット
への配線を確実に行ってくださ
い。

ユニット電源の電源ケーブルが
断線している。

ユニット電源と NX ユニットの
間の電源ケーブルが断線してい
る場合は、電源ケーブルを交換し
てください。

なし

ユニット電源の電圧が仕様範囲
外である。または、ユニット電源
の電源容量が不足している。

電源供給の設計方法に従い、電源
供給システム構成を正しく構築
してください。

電源供給の設計方法に従い、電源
供給システム構成を正しく構築
してください。

NX ユニットのハードウェアの異
常。

上記の処置を行っても本異常が
再発する場合は NX ユニットを
交換してください。

なし

付属情報 なし
注意点／備考 なし

8 異常発生時の処置

8-22 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



イベント名 NX ユニット出力同期異常 イベントコー
ド

80210000Hex

内容 NX ユニットで出力同期異常が発生しました。
発生源 サポートソフトの接続先とシス

テム構成に依存
発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン

グ
常時

異常の属性 重要度 軽度フォールト ログカテゴリ システム
復旧方法 【CPU ユニットの NX バスの場合】

NX バス機能モジュールの異常解除
【通信カプラユニットの場合】
コントローラの全異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 NX ユニットの運転は継続。
入力データ:入力値の更新を停止。
出力データ：「負荷遮断時の出力設定」に従います。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
【CPU ユニットの NX バスの場合】
CPU ユニットで異常が発生して
いるため、NX バス上の I/O リフ
レッシュが正しく行われていな
い。

CPU ユニットで発生している異
常を確認し、処置対策を行ってく
ださい。

CPU ユニットで発生している異
常の再発防止を行ってください。

【通信カプラユニットの場合】
通信カプラユニットに接続して
いる通信ケーブルの断線、接続不
良。

通信ケーブルを交換、または確実
に配線してください。

通信ケーブルを確実に配線して
ください。

通信ケーブルへのノイズ。 動作に問題が発生しない範囲で、
通信カプラユニットにおける通
信異常の連続検出回数
(Consecutive
Communications Error
Detection Count)を適切な値に
変更してください。
ノイズが多い場合は、ノイズ対策
を行ってください。

ノイズ対策を行ってください。
ノイズ対策については、各ユニッ
トのユーザーズマニュアルなど
を参照してください。

付属情報 なし
注意点／備考 なし

8 異常発生時の処置

8-23NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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イベント名 NX ユニット時刻同期はずれ異常 イベントコー
ド

80240000Hex

内容 NX ユニットの時刻情報に異常が発生しました。
発生源 サポートソフトの接続先とシス

テム構成に依存
発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン

グ
常時

異常の属性 重要度 軽度フォールト ログカテゴリ システム
復旧方法 【CPU ユニットの NX バスの場合】

ユニット電源の再投入
【通信カプラユニットの場合】
ユニット電源の再投入ののち、コントローラの全異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 NX ユニットの運転は継続。
入力データ:入力値の更新を停止。
出力データ：「負荷遮断時の出力設定」に従います。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
【CPU ユニットの NX バスの場合】
NX ユニットのハードウェア異
常。

特定の NX ユニットだけで本異
常が発生している場合は、該当す
る NX ユニットを交換してくだ
さい。

なし

CPU ユニットのハードウェア異
常。

CPU ユニットに装着された NX
ユニットのすべてで、本異常が発
生している場合は、CPU ユニッ
トを交換してください。

なし

【通信カプラユニットの場合】
NX ユニットのハードウェア異
常。

特定の NX ユニットだけで本異
常が発生している場合は、該当す
る NX ユニットを交換してくだ
さい。

なし

EtherCAT カプラユニットのハ
ードウェア異常。

通信カプラユニットに装着され
た NX ユニットのすべてで、本異
常が発生している場合は、通信カ
プラユニットを交換してくださ
い。

なし

付属情報 なし
注意点／備考 なし

8 異常発生時の処置

8-24 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



イベント名 ユニットオーバーレンジ(Ch1) イベントコー
ド

64F00000Hex

内容 入力 Ch1 のアナログ入力データが入力レンジの上限値を上回りました。または、出力 Ch1 のアナログ
出力データが出力レンジの上限値を上回りました。

発生源 サポートソフトの接続先とシス
テム構成に依存

発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン
グ

常時

異常の属性 重要度 監視情報 ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 入力オーバーレンジの場合、変換値は入力レンジの
上限値となります。出力オーバーレンジの場合、ア
ナログ出力は出力レンジの上限値となります。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
アナログ入力データが入力レン
ジの上限値を上回った。または、
アナログ出力データが出力レン
ジの上限値を上回った。

入力または出力レンジの上限値
を上回った原因を調査し、適切な
処置を行ってください。

入力または出力レンジの上限値
を上回った原因を調査し、適切な
再発防止を行ってください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を軽度フォールトに変更できます。

イベント名 ユニットオーバーレンジ(Ch2) イベントコー
ド

64F10000Hex

内容 入力 Ch2 のアナログ入力データが入力レンジの上限値を上回りました。または、出力 Ch2 のアナログ
出力データが出力レンジの上限値を上回りました。

発生源 サポートソフトの接続先とシス
テム構成に依存

発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン
グ

常時

異常の属性 重要度 監視情報 ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 入力オーバーレンジの場合、変換値は入力レンジの
上限値となります。出力オーバーレンジの場合、ア
ナログ出力は出力レンジの上限値となります。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
アナログ入力データが入力レン
ジの上限値を上回った。または、
アナログ出力データが出力レン
ジの上限値を上回った。

入力または出力レンジの上限値
を上回った原因を調査し、適切な
処置を行ってください。

入力または出力レンジの上限値
を上回った原因を調査し、適切な
再発防止を行ってください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を軽度フォールトに変更できます。

8 異常発生時の処置

8-25NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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イベント名 ユニットオーバーレンジ(Ch3) イベントコー
ド

64F20000Hex

内容 入力 Ch3 のアナログ入力データが入力レンジの上限値を上回りました。または、出力 Ch3 のアナログ
出力データが出力レンジの上限値を上回りました。

発生源 サポートソフトの接続先とシス
テム構成に依存

発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン
グ

常時

異常の属性 重要度 監視情報 ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 入力オーバーレンジの場合、変換値は入力レンジの
上限値となります。出力オーバーレンジの場合、ア
ナログ出力は出力レンジの上限値となります。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
アナログ入力データが入力レン
ジの上限値を上回った。または、
アナログ出力データが出力レン
ジの上限値を上回った。

入力または出力レンジの上限値
を上回った原因を調査し、適切な
処置を行ってください。

入力または出力レンジの上限値
を上回った原因を調査し、適切な
再発防止を行ってください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を軽度フォールトに変更できます。

イベント名 ユニットオーバーレンジ(Ch4) イベントコー
ド

64F30000Hex

内容 入力 Ch4 のアナログ入力データが入力レンジの上限値を上回りました。または、出力 Ch4 のアナログ
出力データが出力レンジの上限値を上回りました。

発生源 サポートソフトの接続先とシス
テム構成に依存

発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン
グ

常時

異常の属性 重要度 監視情報 ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 入力オーバーレンジの場合、変換値は入力レンジの
上限値となります。出力オーバーレンジの場合、ア
ナログ出力は出力レンジの上限値となります。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
アナログ入力データが入力レン
ジの上限値を上回った。または、
アナログ出力データが出力レン
ジの上限値を上回った。

入力または出力レンジの上限値
を上回った原因を調査し、適切な
処置を行ってください。

入力または出力レンジの上限値
を上回った原因を調査し、適切な
再発防止を行ってください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を軽度フォールトに変更できます。

8 異常発生時の処置

8-26 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



イベント名 ユニットオーバーレンジ(Ch5) イベントコー
ド

64F40000Hex

内容 入力 Ch5 のアナログ入力データが入力レンジの上限値を上回りました。または、出力 Ch5 のアナログ
出力データが出力レンジの上限値を上回りました。

発生源 サポートソフトの接続先とシス
テム構成に依存

発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン
グ

常時

異常の属性 重要度 監視情報 ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 入力オーバーレンジの場合、変換値は入力レンジの
上限値となります。出力オーバーレンジの場合、ア
ナログ出力は出力レンジの上限値となります。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
アナログ入力データが入力レン
ジの上限値を上回った。または、
アナログ出力データが出力レン
ジの上限値を上回った。

入力または出力レンジの上限値
を上回った原因を調査し、適切な
処置を行ってください。

入力または出力レンジの上限値
を上回った原因を調査し、適切な
再発防止を行ってください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を軽度フォールトに変更できます。

イベント名 ユニットオーバーレンジ(Ch6) イベントコー
ド

64F50000Hex

内容 入力 Ch6 のアナログ入力データが入力レンジの上限値を上回りました。または、出力 Ch6 のアナログ
出力データが出力レンジの上限値を上回りました。

発生源 サポートソフトの接続先とシス
テム構成に依存

発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン
グ

常時

異常の属性 重要度 監視情報 ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 入力オーバーレンジの場合、変換値は入力レンジの
上限値となります。出力オーバーレンジの場合、ア
ナログ出力は出力レンジの上限値となります。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
アナログ入力データが入力レン
ジの上限値を上回った。または、
アナログ出力データが出力レン
ジの上限値を上回った。

入力または出力レンジの上限値
を上回った原因を調査し、適切な
処置を行ってください。

入力または出力レンジの上限値
を上回った原因を調査し、適切な
再発防止を行ってください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を軽度フォールトに変更できます。

8 異常発生時の処置

8-27NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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イベント名 ユニットオーバーレンジ(Ch7) イベントコー
ド

64F60000Hex

内容 入力 Ch7 のアナログ入力データが入力レンジの上限値を上回りました。または、出力 Ch7 のアナログ
出力データが出力レンジの上限値を上回りました。

発生源 サポートソフトの接続先とシス
テム構成に依存

発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン
グ

常時

異常の属性 重要度 監視情報 ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 入力オーバーレンジの場合、変換値は入力レンジの
上限値となります。出力オーバーレンジの場合、ア
ナログ出力は出力レンジの上限値となります。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
アナログ入力データが入力レン
ジの上限値を上回った。または、
アナログ出力データが出力レン
ジの上限値を上回った。

入力または出力レンジの上限値
を上回った原因を調査し、適切な
処置を行ってください。

入力または出力レンジの上限値
を上回った原因を調査し、適切な
再発防止を行ってください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を軽度フォールトに変更できます。

イベント名 ユニットオーバーレンジ(Ch8) イベントコー
ド

64F70000Hex

内容 入力 Ch8 のアナログ入力データが入力レンジの上限値を上回りました。または、出力 Ch8 のアナログ
出力データが出力レンジの上限値を上回りました。

発生源 サポートソフトの接続先とシス
テム構成に依存

発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン
グ

常時

異常の属性 重要度 監視情報 ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 入力オーバーレンジの場合、変換値は入力レンジの
上限値となります。出力オーバーレンジの場合、ア
ナログ出力は出力レンジの上限値となります。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
アナログ入力データが入力レン
ジの上限値を上回った。または、
アナログ出力データが出力レン
ジの上限値を上回った。

入力または出力レンジの上限値
を上回った原因を調査し、適切な
処置を行ってください。

入力または出力レンジの上限値
を上回った原因を調査し、適切な
再発防止を行ってください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を軽度フォールトに変更できます。

8 異常発生時の処置

8-28 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



イベント名 ユニットアンダーレンジ(Ch1) イベントコー
ド

64F80000Hex

内容 入力 Ch1 のアナログ入力データが入力レンジの下限値を下回りました。または、出力 Ch1 のアナログ
出力データが出力レンジの下限値を下回りました。

発生源 サポートソフトの接続先とシス
テム構成に依存

発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン
グ

常時

異常の属性 重要度 監視情報 ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 入力アンダーレンジの場合、変換値は入力レンジの
下限値となります。出力アンダーレンジの場合、ア
ナログ出力は出力レンジの下限値となります。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
アナログ入力データが入力レン
ジの下限値を下回った。または、
アナログ出力データが出力レン
ジの下限値を下回った。

入力または出力レンジの下限値
を下回った原因を調査し、適切な
処置を行ってください。

入力または出力レンジの下限値
を下回った原因を調査し、適切な
再発防止を行ってください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を軽度フォールトに変更できます。

イベント名 ユニットアンダーレンジ(Ch2) イベントコー
ド

64F90000Hex

内容 入力 Ch2 のアナログ入力データが入力レンジの下限値を下回りました。または、出力 Ch2 のアナログ
出力データが出力レンジの下限値を下回りました。

発生源 サポートソフトの接続先とシス
テム構成に依存

発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン
グ

常時

異常の属性 重要度 監視情報 ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 入力アンダーレンジの場合、変換値は入力レンジの
下限値となります。出力アンダーレンジの場合、ア
ナログ出力は出力レンジの下限値となります。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
アナログ入力データが入力レン
ジの下限値を下回った。または、
アナログ出力データが出力レン
ジの下限値を下回った。

入力または出力レンジの下限値
を下回った原因を調査し、適切な
処置を行ってください。

入力または出力レンジの下限値
を下回った原因を調査し、適切な
再発防止を行ってください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を軽度フォールトに変更できます。

8 異常発生時の処置

8-29NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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イベント名 ユニットアンダーレンジ(Ch3) イベントコー
ド

64FA0000Hex

内容 入力 Ch3 のアナログ入力データが入力レンジの下限値を下回りました。または、出力 Ch3 のアナログ
出力データが出力レンジの下限値を下回りました。

発生源 サポートソフトの接続先とシス
テム構成に依存

発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン
グ

常時

異常の属性 重要度 監視情報 ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 入力アンダーレンジの場合、変換値は入力レンジの
下限値となります。出力アンダーレンジの場合、ア
ナログ出力は出力レンジの下限値となります。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
アナログ入力データが入力レン
ジの下限値を下回った。または、
アナログ出力データが出力レン
ジの下限値を下回った。

入力または出力レンジの下限値
を下回った原因を調査し、適切な
処置を行ってください。

入力または出力レンジの下限値
を下回った原因を調査し、適切な
再発防止を行ってください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を軽度フォールトに変更できます。

イベント名 ユニットアンダーレンジ(Ch4) イベントコー
ド

64FB0000Hex

内容 入力 Ch4 のアナログ入力データが入力レンジの下限値を下回りました。または、出力 Ch4 のアナログ
出力データが出力レンジの下限値を下回りました。

発生源 サポートソフトの接続先とシス
テム構成に依存

発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン
グ

常時

異常の属性 重要度 監視情報 ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 入力アンダーレンジの場合、変換値は入力レンジの
下限値となります。出力アンダーレンジの場合、ア
ナログ出力は出力レンジの下限値となります。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
アナログ入力データが入力レン
ジの下限値を下回った。または、
アナログ出力データが出力レン
ジの下限値を下回った。

入力または出力レンジの下限値
を下回った原因を調査し、適切な
処置を行ってください。

入力または出力レンジの下限値
を下回った原因を調査し、適切な
再発防止を行ってください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を軽度フォールトに変更できます。

8 異常発生時の処置

8-30 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



イベント名 ユニットアンダーレンジ(Ch5) イベントコー
ド

64FC0000Hex

内容 入力 Ch5 のアナログ入力データが入力レンジの下限値を下回りました。または、出力 Ch5 のアナログ
出力データが出力レンジの下限値を下回りました。

発生源 サポートソフトの接続先とシス
テム構成に依存

発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン
グ

常時

異常の属性 重要度 監視情報 ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 入力アンダーレンジの場合、変換値は入力レンジの
下限値となります。出力アンダーレンジの場合、ア
ナログ出力は出力レンジの下限値となります。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
アナログ入力データが入力レン
ジの下限値を下回った。または、
アナログ出力データが出力レン
ジの下限値を下回った。

入力または出力レンジの下限値
を下回った原因を調査し、適切な
処置を行ってください。

入力または出力レンジの下限値
を下回った原因を調査し、適切な
再発防止を行ってください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を軽度フォールトに変更できます。

イベント名 ユニットアンダーレンジ(Ch6) イベントコー
ド

64FD0000Hex

内容 入力 Ch6 のアナログ入力データが入力レンジの下限値を下回りました。または、出力 Ch6 のアナログ
出力データが出力レンジの下限値を下回りました。

発生源 サポートソフトの接続先とシス
テム構成に依存

発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン
グ

常時

異常の属性 重要度 監視情報 ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 入力アンダーレンジの場合、変換値は入力レンジの
下限値となります。出力アンダーレンジの場合、ア
ナログ出力は出力レンジの下限値となります。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
アナログ入力データが入力レン
ジの下限値を下回った。または、
アナログ出力データが出力レン
ジの下限値を下回った。

入力または出力レンジの下限値
を下回った原因を調査し、適切な
処置を行ってください。

入力または出力レンジの下限値
を下回った原因を調査し、適切な
再発防止を行ってください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を軽度フォールトに変更できます。

8 異常発生時の処置

8-31NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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イベント名 ユニットアンダーレンジ(Ch7) イベントコー
ド

64FE0000Hex

内容 入力 Ch7 のアナログ入力データが入力レンジの下限値を下回りました。または、出力 Ch7 のアナログ
出力データが出力レンジの下限値を下回りました。

発生源 サポートソフトの接続先とシス
テム構成に依存

発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン
グ

常時

異常の属性 重要度 監視情報 ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 入力アンダーレンジの場合、変換値は入力レンジの
下限値となります。出力アンダーレンジの場合、ア
ナログ出力は出力レンジの下限値となります。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
アナログ入力データが入力レン
ジの下限値を下回った。または、
アナログ出力データが出力レン
ジの下限値を下回った。

入力または出力レンジの下限値
を下回った原因を調査し、適切な
処置を行ってください。

入力または出力レンジの下限値
を下回った原因を調査し、適切な
再発防止を行ってください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を軽度フォールトに変更できます。

イベント名 ユニットアンダーレンジ(Ch8) イベントコー
ド

64FF0000Hex

内容 入力 Ch8 のアナログ入力データが入力レンジの下限値を下回りました。または、出力 Ch8 のアナログ
出力データが出力レンジの下限値を下回りました。

発生源 サポートソフトの接続先とシス
テム構成に依存

発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン
グ

常時

異常の属性 重要度 監視情報 ログカテゴリ システム
復旧方法 NX ユニットの異常解除

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 入力アンダーレンジの場合、変換値は入力レンジの
下限値となります。出力アンダーレンジの場合、ア
ナログ出力は出力レンジの下限値となります。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
アナログ入力データが入力レン
ジの下限値を下回った。または、
アナログ出力データが出力レン
ジの下限値を下回った。

入力または出力レンジの下限値
を下回った原因を調査し、適切な
処置を行ってください。

入力または出力レンジの下限値
を下回った原因を調査し、適切な
再発防止を行ってください。

付属情報 なし
注意点／備考 重要度を軽度フォールトに変更できます。

8 異常発生時の処置

8-32 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



イベント名 イベントログのクリア イベントコー
ド

90400000Hex

内容 イベントログをクリアしました。
発生源 サポートソフトの接続先とシス

テム構成に依存
発生源詳細 NX ユニット 検出タイミン

グ
ユーザからの
指示時

異常の属性 重要度 一般情報 ログカテゴリ アクセス
復旧方法 −

発生の影響 ユーザプログ
ラム

継続 動作 影響なし。

システム定義
変数

変数名 データ型 名称
なし − −

発生要因とそ
の処置

発生要因（推定原因） 処置対策 再発防止
ユーザがイベントログをクリア
した。

− −

付属情報 付属情報 1:クリア対象
1:システムイベントログをクリア
2:アクセスイベントログをクリア

注意点／備考 なし

8 異常発生時の処置

8-33NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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8-4 異常の解除方法
異常の解除方法については、接続している CPU ユニットのトラブルシューティングマニュアル、通信
カプラユニットまたは通信コントロールユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

8 異常発生時の処置

8-34 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



8-5 NX ユニット特有のトラブルシューティ
ング

8-5-1 アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニット共通
現象 推定原因 処置

変換値またはアナログ
信号値が期待値と異な
る、または誤差が大き
い。

ユーザ校正の誤差が大きくなっていま
す。

再度ユーザ校正を行ってください。

該当する入力または出力を無効にして
います。

設定が有効になっていることを確認してく
ださい。

配線が誤っています。（プラスとマイナ
スを誤っているなど）

配線が正しいか確認してください。

8-5-2 アナログ入力ユニット
現象 推定原因 処置

断線表示が消えない。 センサが断線しています。 センサの断線を復旧してください。
接続センサおよび入力種別を確認してくだ
さい。

入力がセンサの測定範囲から大きく外
れています。

入力が正しいか確認してください。

配線が誤っています。（プラスとマイナ
スを間違っているなど）

配線が正しいか確認してください。

ユーザ校正の誤差が大きくなっていま
す。

再度ユーザ校正を行ってください。

断線検知を行わない。 4∼20mA の入力種別以外では断線検知
できません。

入力種別を確認してください。

ユーザ校正が受け付け
られない。

補正範囲外の入力で校正をしようとし
ています。

入力機器から補正範囲内の電圧／電流を入
力して再校正してください。
補正範囲内の電圧／電流値が入力できない
場合は、入力機器との接続方法を見直してく
ださい。

8-5-3 アナログ出力ユニット
現象 推定原因 処置

NX バス異常または通
信異常になったとき
に、期待する出力を保
持できない。

負荷遮断時の出力設定が誤っています。 負荷遮断時の出力を設定してください。

ユーザ校正が受け付け
られない。

補正範囲外の値で校正しようとしてい
ます。

補正範囲内の電圧／電流値で再校正してく
ださい。
最終的な出力値が補正可能範囲内で調整で
きない場合は、出力機器との接続方法を見直
してください。

出力がされない。 外部接続機器との配線が誤っています。 外部接続機器との配線を確認してください。
外部接続機器との配線が断線していま
す。

外部接続機器との配線を確認してください。

外部接続機器の不良が発生しています。 外部接続機器を交換してください。

8 異常発生時の処置

8-35NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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8-6 異常発生時の対処フロー
異常発生時の標準的な対処フローについては、接続している CPU ユニットのトラブルシューティング
マニュアル、通信カプラユニットまたは通信コントロールユニットのユーザーズマニュアルを参照し
てください。

8 異常発生時の処置

8-36 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



9
保守点検

清掃、点検の方法や保守方法について説明しています。

9-1 清掃と点検 ...............................................................................................................9-2
9-1-1 清掃方法................................................................................................................. 9-2
9-1-2 定期点検................................................................................................................. 9-2

9-2 保守方法...................................................................................................................9-4

9-1NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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9-1 清掃と点検
ここでは、日常の機器のメンテナンスとして、清掃方法と点検方法について説明します。
アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの機能を最良の状態で使用していただくために、
日常または定期的な点検をお願いします。

9-1-1 清掃方法
アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットを最良の状態で使用するために、次のように定期
的に清掃を行ってください。
• 日常の清掃時には、乾いたやわらかい布で乾拭きしてください。
• 乾拭きでも汚れが落ちないときは、布を十分に薄めた中性洗剤(2%)で湿らせて、固く絞ってから拭

いてください。
• NX ユニットにゴムや、ビニール製品、テープなどを長時間付着させておくと、シミが付くことがあ

ります。付着している場合は、清掃時に取り除いてください。

使用上の注意

• ベンジンや、シンナーなどの揮発性の溶剤や、化学雑巾などは、絶対に使用しないでくださ
い。

• NX バスコネクタには、触れないようにしてください。

9-1-2 定期点検
NX ユニットは、寿命品はほとんどありませんが、環境条件により、素子の劣化などが考えられますの
で、定期的に点検する必要があります。
また、点検時期は、6 か月∼1 年に 1 回を標準としていますが、周囲の環境に応じて、点検間隔を短
くしてください。
もし判定基準内から外れているときは、基準内に入るように処置してください。

定期点検項目
No. 点検項目 点検内容 判定基準 処置

1 外部供給
電源

端子台で測定した電源電圧
は基準内ですか？

電源電圧範囲内 テスタで端子間をチェックし、供給
電源が電源電圧範囲内となるよう
に、変更してください。

2 入出力用
電源

入出力の端子台で測定した
電源電圧は基準内ですか？

各 NX ユニットの入出
力仕様に準拠する

テスタで端子間をチェックし、I/O
電源が各 NX ユニットの基準内と
なるように、変更してください。

9 保守点検

9-2 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



No. 点検項目 点検内容 判定基準 処置
3 周囲環境 使用周囲温度は基準内です

か？
0∼55°C 温度計で周囲温度を測定し、使用周

囲温度 0∼55°C に入るように、周
囲環境を整備してください。

使用周囲湿度は基準内です
か？

10∼95％RH
結露のないこと

湿度計で周囲湿度を測定し、使用周
囲湿度 10∼95％RH に入るよう
に、周囲環境を整備してください。
特に、温度の変化が急なため結露す
ることがないかを確認してくださ
い。

日光が直接当たっていませ
んか？

日光が直接当たらない
こと

遮へいしてください。

ちり、ほこり、塩分、鉄粉が
積もっていませんか？

ないこと 除去し、遮へいしてください。

水、油、薬品などのしぶきが
かかっていませんか？

かかっていないこと 除去し、遮へいしてください。

腐食性ガス、可燃性ガスの雰
囲気ではありませんか？

ないこと 匂い、またはガスセンサなどでチェ
ックしてください。

本体に直接振動や衝撃が伝
わっていませんか？

耐振動、耐衝撃の仕様
範囲内であるか

耐振動、耐衝撃用のクッションなど
を設置してください。

ノイズ発生源が近くにあり
ませんか？

ないこと ノイズ源を遠ざけるか、遮へい対策
をしてください。

4 取り付
け・配線
状態

各 NX ユニットの DIN レー
ル取付フックが完全にロッ
クされていますか？

ゆるみのないこと DIN レール取付フックを完全にロ
ックしてください。

接続ケーブルのコネクタは
完全に挿入、ロックされてい
ますか？

ゆるみのないこと 完全に挿入、ロックしてください。

エンドプレート（形 PFP-M）
のねじはゆるんでいません
か？

ゆるみのないこと プラスドライバで増し締めをして
ください。

NX ユニット同士は連結ガイ
ドに沿って連結され、DIN レ
ールに当たるまで NX ユニッ
トが挿入されていますか？

連結され、DIN レール
に固定されていること

NX ユニット同士を連結ガイドに沿
って連結し、DIN レールに当たるま
で NX ユニットを挿入してくださ
い。

外部配線ケーブルは切れか
かっていませんか？

外観異常のないこと 目視チェックし、ケーブルを交換し
てください。

点検時に必要な工具

l 必要工具
• プラスドライバ
• マイナスドライバ
• テスタまたはデジボルメータ
• 工業用アルコールと純綿布

l 場合により必要な計測器
• オシロスコープ
• 温度計、湿度計

9 保守点検
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9-2 保守方法
アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットを交換するときは、接続している CPU ユニット、
通信カプラユニットまたは通信コントロールユニットのユーザーズマニュアルに記載している手順に
従ってください。

9 保守点検

9-4 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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A-1 データシート
アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの仕様について示します。

A-1-1 形式一覧

アナログ入力ユニット（スクリューレスクランプ端子台、12mm 幅）

形式 点数 入力レ
ンジ 分解能 入力方式 I/O リフレッシュ方式 変換時

間
参照ペー

ジ
形 NX-AD2203 2 点 4∼20

mA
1/8000 シングル

エンド
フリーランリフレッシ
ュ

250μs
／点

P.A-6

形 NX-AD2204 差動 P.A-8
形 NX-AD2208 1/30000 フリーランリフレッシ

ュ、または入出力同期
リフレッシュ切り替え

10μs
／点

P.A-10

形 NX-AD2603 −10∼
＋ 10V

1/8000 シングル
エンド

フリーランリフレッシ
ュ

250μs
／点

P.A-12

形 NX-AD2604 差動 P.A-14
形 NX-AD2608 1/30000 フリーランリフレッシ

ュ、または入出力同期
リフレッシュ切り替え

10μs
／点

P.A-16

形 NX-AD3203 4 点 4∼20
mA

1/8000 シングル
エンド

フリーランリフレッシ
ュ

250μs
／点

P.A-18

形 NX-AD3204 差動 P.A-20
形 NX-AD3208 1/30000 フリーランリフレッシ

ュ、または入出力同期
リフレッシュ切り替え

10μs
／点

P.A-22

形 NX-AD3603 −10∼
＋ 10V

1/8000 シングル
エンド

フリーランリフレッシ
ュ

250μs
／点

P.A-24

形 NX-AD3604 差動 P.A-26
形 NX-AD3608 1/30000 フリーランリフレッシ

ュ、または入出力同期
リフレッシュ切り替え

10μs
／点

P.A-28

形 NX-AD4203 8 点 4∼20
mA

1/8000 シングル
エンド

フリーランリフレッシ
ュ

250μs
／点

P.A-30

形 NX-AD4204 差動 P.A-32
形 NX-AD4208 1/30000 フリーランリフレッシ

ュ、または入出力同期
リフレッシュ切り替え

10μs
／点

P.A-34

形 NX-AD4603 −10∼
＋ 10V

1/8000 シングル
エンド

フリーランリフレッシ
ュ

250μs
／点

P.A-36

形 NX-AD4604 差動 P.A-38
形 NX-AD4608 1/30000 フリーランリフレッシ

ュ、または入出力同期
リフレッシュ切り替え

10μs
／点

P.A-40

付録

A-2 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



アナログ出力ユニット（スクリューレスクランプ端子台、12mm 幅）

形式 点数 出力レ
ンジ 分解能 I/O リフレッシュ方式 変換時間 参照ページ

形 NX-DA2203 2 点 4∼20m
A

1/8000 フリーランリフレッシ
ュ

250μs／
点

P.A-43

形 NX-DA2205 1/30000 フリーランリフレッシ
ュ、または入出力同期リ
フレッシュ切り替え

10μs／
点

P.A-45

形 NX-DA2603 −10∼
＋ 10V

1/8000 フリーランリフレッシ
ュ

250μs／
点

P.A-47

形 NX-DA2605 1/30000 フリーランリフレッシ
ュ、または入出力同期リ
フレッシュ切り替え

10μs／
点

P.A-48

形 NX-DA3203 4 点 4∼20m
A

1/8000 フリーランリフレッシ
ュ

250μs／
点

P.A-50

形 NX-DA3205 1/30000 フリーランリフレッシ
ュ、または入出力同期リ
フレッシュ切り替え

10μs／
点

P.A-52

形 NX-DA3603 −10∼
＋ 10V

1/8000 フリーランリフレッシ
ュ

250μs／
点

P.A-54

形 NX-DA3605 1/30000 フリーランリフレッシ
ュ、または入出力同期リ
フレッシュ切り替え

10μs／
点

P.A-55

付録

A-3NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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A-1-2 アナログ入力ユニット

アナログ入力ユニットのデータシート項目の説明
アナログ入力ユニットのデータシート項目の意味を、以下の表で説明します。

項目 説明
ユニット名称 本ユニットの名称です。
形式 本ユニットの形式です。
点数 本ユニットのアナログ入力点数です。
外部接続端子 本ユニットの配線をする端子台やコネクタの種類です。スクリューレスクランプ

端子台のときは端子台の端子数も記載しています。
I/O リフレッシュ方式 本ユニットの I/O リフレッシュ方式です。フリーランリフレッシュ方式、入出力同

期リフレッシュ方式があります。
LED 表示 本ユニットの LED 表示の種類と LED 表示部のレイアウトです。*1

入力方式 本ユニットのアナログ信号入力方式です。シングルエンド入力と差動入力があり
ます。

入力レンジ 本ユニットの入力レンジです。
入力変換範囲 本ユニットのフルスケールに対する変換値への変換範囲です。この範囲から外れ

る入力の変換値は、変換限界値にクランプします。
絶対最大定格 本ユニットのアナログ入力信号の最大値です。この範囲を超える信号を入力する

と、ユニットを破壊する可能性があります。
入力インピーダンス 本ユニットの入力インピーダンスです。
分解能 本ユニットの変換値の分解能です。
総合精度 本ユニットのアナログ入力変換の精度です。25°と 0∼55°C の条件で定義して

います。
変換時間 本ユニットのアナログ入力信号から変換値への変換時間です。
外形寸法 本ユニットの外形寸法です。W×H×D で記載しています。単位は“mm”です。
絶縁方式 本ユニットの入力回路と内部回路間、および、各入力回路間の絶縁方式です。
絶縁抵抗 本ユニットの入力回路と内部回路間、および、各入力回路間の絶縁抵抗です。
耐電圧 本ユニットの入力回路と内部回路間、および、各入力回路間の耐電圧です。
I/O 電源供給方法 本ユニットの I/O 電源を供給する方法です。供給方法はユニットごとに決まって

います。NX バスから供給する方法と、外部から供給する方法があります。
I/O 電源端子電流容量 本ユニットの I/O 電源端子(IOV/IOG)の電流容量です。本ユニットの外部接続機

器に I/O 電源を供給するときは、この値を超えて供給することはできません。
NX ユニット電源消費電
力

本ユニットの NX ユニット電源消費電力です。本ユニットを以下のユニットに接
続した場合の消費電力を記載しています。ただし、接続できない場合は記載してい
ません。
• CPU ユニット
• 通信カプラユニット
• 通信コントロールユニット

I/O 電源消費電流 本ユニットの I/O 電源消費電流です。アナログ入力電流と外部接続機器の消費電
流は含みません。

質量 本ユニットの質量です。
回路構成 本ユニットの入力回路の回路構成です。
取付方向と制限 本ユニットの取付方向です。本ユニットを以下のユニットに接続した場合の取付

方向と、取付方向により仕様の制限があるときはその制限の内容を記載していま
す。ただし、接続できない場合は記載していません。
• CPU ユニット
• 通信カプラユニット
• 通信コントロールユニット

端子接続図 本ユニットと外部接続機器との接続図です。外部接続機器と接続するために I/O
電源接続ユニットやシールド接続ユニットが必要となるときは、それらを含めて記
載しています。

付録

A-4 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



項目 説明
入力断線検知機能 本ユニットの入力断線検知機能です。4∼20mA の入力レンジを持つ形式に、この

機能があります。
*1. 2018 年 9 月以前に発売された形式では、外観変更後の LED 表示部のレイアウトを示します。外観変更の

対象形式と変更内容の詳細については、「3-2-2 表示部の外観変更 (P.3-6)」を参照してください。

付録

A-5NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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アナログ入力ユニット（スクリューレスクランプ端子台、12mm 幅）
ユニット名称 アナログ入力ユニット（電流入力タ

イプ）
形式 形 NX-AD2203

点数 2 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（8
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式

LED 表示 TS LED 入力方式 シングルエンド入力
入力レンジ 4∼20mA
入力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
絶対最大定格 ±30mA
入力インピーダンス 250Ω
分解能 1/8000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.2％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.4％（フルスケール）

変換時間 250μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 NX バスからの供給 I/O 電源端子電流容
量

IOV: 0.1A/端子以下、IOG: 0.1A/端
子以下

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
1.25W 以下

• 通信カプラユニットに接続
0.90W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

AG：アナログ回路内部GND

250Ω
AMP

IOV

入力1＋～2＋

IOG

端子台

AG

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限：なし

付録

A-6 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



端子接続図

入力＋
24V（センサ電源＋）

0V（センサ電源－／入力－）

3線式センサ

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

I/O電源追加
供給ユニット

A1 B1

A8 B8

電流入力ユニット
形NX-AD2203

DC24V

A1 B1

A8 B8

入力1＋

IOV

IOG

NC

入力2＋

IOV

IOG

NC

NC端子は内部回路と接続していません。

入力断線検知機能 あり

付録

A-7NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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ユニット名称 アナログ入力ユニット（電流入力タ
イプ）

形式 形 NX-AD2204

点数 2 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（8
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式

LED 表示 TS LED 入力方式 差動入力
入力レンジ 4∼20mA
入力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
絶対最大定格 ±30mA
入力インピーダンス 250Ω
分解能 1/8000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.2％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.4％（フルスケール）

変換時間 250μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 供給なし I/O 電源端子電流容
量

I/O 電源端子なし

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
1.25W 以下

• 通信カプラユニットに接続
0.90W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

510KΩ

AMP

入力1＋～2＋

AG

AG

端子台 入力1－～2－
510KΩ

250Ω

AG：アナログ回路
      内部GND

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限：なし

付録

A-8 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



端子接続図

入力＋
入力－

A1 B1

A8 B8

電流入力ユニット
形NX-AD2204

入力1＋

入力1－

AG

NC

入力2＋

AG

NC

入力2－

AG 端子は、ユニット内部のアナログ回路の0V に接続されています。
通常、AG 端子は配線する必要はありません。

入力断線検知機能 あり

付録

A-9NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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ユニット名称 アナログ入力ユニット（電流入力タ
イプ）

形式 形 NX-AD2208

点数 2 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（8
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式、または入出力同期リフレッシュ方式切り替え

LED 表示 TS LED 入力方式 差動入力
入力レンジ 4∼20mA
入力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
絶対最大定格 ±30mA
入力インピーダンス 250Ω
分解能 1/30000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.1％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.2％（フルスケール）

変換時間 10μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 供給なし I/O 電源端子電流容
量

I/O 電源端子なし

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
1.25W 以下

• 通信カプラユニットに接続
0.90W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

510KΩ

AMP

入力1＋～2＋

AG

AG

端子台 入力1－～2－
510KΩ

250Ω

AG：アナログ回路
      内部GND

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限：なし

付録

A-10 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



端子接続図

入力＋
入力－

A1 B1

A8 B8

電流入力ユニット
形NX-AD2208

入力1＋

入力1－

AG

NC

入力2＋

AG

NC

入力2－

AG 端子は、ユニット内部のアナログ回路の0V に接続されています。
通常、AG 端子は配線する必要はありません。

入力断線検知機能 あり

付録

A-11NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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ユニット名称 アナログ入力ユニット（電圧入力タ
イプ）

形式 形 NX-AD2603

点数 2 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（8
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式

LED 表示 TS LED 入力方式 シングルエンド入力
入力レンジ −10∼＋ 10V
入力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
絶対最大定格 ±15V
入力インピーダンス 1MΩ 以上
分解能 1/8000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.2％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.4％（フルスケール）

変換時間 250μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 NX バスからの供給 I/O 電源端子電流容
量

IOV: 0.1A/端子以下、IOG: 0.1A/端
子以下

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
1.35W 以下

• 通信カプラユニットに接続
1.05W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

AG：アナログ回路内部GND

1MΩ
AMP

IOV

入力1＋～2＋

IOG

端子台

AG

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限：なし

付録

A-12 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



端子接続図

入力＋
24V（センサ電源＋）

0V（センサ電源－／入力－）

3線式センサ

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

I/O電源追加
供給ユニット

A1 B1

A8 B8

電圧入力ユニット
形NX-AD2603

DC24V

A1 B1

A8 B8

入力1＋

IOV

IOG

NC

入力2＋

IOV

IOG

NC

NC端子は内部回路と接続していません。

入力断線検知機能 なし

付録

A-13NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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ユニット名称 アナログ入力ユニット（電圧入力タ
イプ）

形式 形 NX-AD2604

点数 2 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（8
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式

LED 表示 TS LED 入力方式 差動入力
入力レンジ −10∼＋ 10V
入力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
絶対最大定格 ±15V
入力インピーダンス 1MΩ 以上
分解能 1/8000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.2％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.4％（フルスケール）

変換時間 250μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 供給なし I/O 電源端子電流容
量

I/O 電源端子なし

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
1.35W 以下

• 通信カプラユニットに接続
1.05W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

510KΩ

AMP

入力1＋～2＋

AG：アナログ回路内部GND

AG

端子台 入力1－～2－
510KΩ

AG

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限：なし

付録

A-14 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



端子接続図

入力＋
入力－

A1 B1

A8 B8

電圧入力ユニット
形NX-AD2604

入力1＋

入力1－

AG

NC

入力2＋

AG

NC

入力2－

AG 端子は、ユニット内部のアナログ回路の0V に接続されています。
通常、AG 端子は配線する必要はありません。

入力断線検知機能 なし

付録

A-15NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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ユニット名称 アナログ入力ユニット（電圧入力タ
イプ）

形式 形 NX-AD2608

点数 2 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（8
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式、または入出力同期リフレッシュ方式切り替え

LED 表示 TS LED 入力方式 差動入力
入力レンジ −10∼＋ 10V
入力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
絶対最大定格 ±15V
入力インピーダンス 1MΩ 以上
分解能 1/30000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.1％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.2％（フルスケール）

変換時間 10μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 供給なし I/O 電源端子電流容
量

I/O 電源端子なし

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
1.35W 以下

• 通信カプラユニットに接続
1.05W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

510KΩ

AMP

入力1＋～2＋

AG：アナログ回路内部GND

AG

端子台 入力1－～2－
510KΩ

AG

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限：なし

付録

A-16 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



端子接続図

入力＋
入力－

A1 B1

A8 B8

電圧入力ユニット
形NX-AD2608

入力1＋

入力1－

AG

NC

入力2＋

AG

NC

入力2－

AG 端子は、ユニット内部のアナログ回路の0V に接続されています。
通常、AG 端子は配線する必要はありません。

入力断線検知機能 なし

付録

A-17NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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ユニット名称 アナログ入力ユニット（電流入力タ
イプ）

形式 形 NX-AD3203

点数 4 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（12
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式

LED 表示 TS LED 入力方式 シングルエンド入力
入力レンジ 4∼20mA
入力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
絶対最大定格 ±30mA
入力インピーダンス 250Ω
分解能 1/8000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.2％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.4％（フルスケール）

変換時間 250μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 NX バスからの供給 I/O 電源端子電流容
量

IOV: 0.1A/端子以下、IOG: 0.1A/端
子以下

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
1.25W 以下

• 通信カプラユニットに接続
0.90W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

AG：アナログ回路内部GND

250Ω
AMP

IOV

入力1＋～4＋

IOG

端子台

AG

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限：なし

付録

A-18 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



端子接続図

入力＋
24V（センサ電源＋）

0V（センサ電源－／入力－）

3線式センサ

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

I/O電源追加
供給ユニット

入力1＋

IOG

IOV

IOV

A1 B1

A8 B8

IOG

入力2＋

IOG

IOV

IOV

IOG

電流入力ユニット
形NX-AD3203

DC24V

A1 B1

A8 B8

入力3＋入力4＋

入力断線検知機能 あり

付録

A-19NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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ユニット名称 アナログ入力ユニット（電流入力タ
イプ）

形式 形 NX-AD3204

点数 4 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（12
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式

LED 表示 TS LED 入力方式 差動入力
入力レンジ 4∼20mA
入力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
絶対最大定格 ±30mA
入力インピーダンス 250Ω
分解能 1/8000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.2％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.4％（フルスケール）

変換時間 250μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 供給なし I/O 電源端子電流容
量

I/O 電源端子なし

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
1.25W 以下

• 通信カプラユニットに接続
0.90W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

510KΩ

AMP

入力1＋～4＋

AG

AG

端子台 入力1－～4－
510KΩ

250Ω

AG：アナログ回路
      内部GND

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限：なし

付録

A-20 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



端子接続図

入力＋

入力－
入力1＋

AG

A1 B1

A8 B8

AG

入力2＋

AG

AG

電流入力ユニット
形NX-AD3204

入力3＋ 入力4＋

入力1－入力2－

入力3－ 入力4－

AG 端子は、ユニット内部のアナログ回路の0V に接続されています。
通常、AG 端子は配線する必要はありません。

入力断線検知機能 あり

付録

A-21NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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ユニット名称 アナログ入力ユニット（電流入力タ
イプ）

形式 形 NX-AD3208

点数 4 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（12
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式、または入出力同期リフレッシュ方式切り替え

LED 表示 TS LED 入力方式 差動入力
入力レンジ 4∼20mA
入力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
絶対最大定格 ±30mA
入力インピーダンス 250Ω
分解能 1/30000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.1％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.2％（フルスケール）

変換時間 10μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 供給なし I/O 電源端子電流容
量

I/O 電源端子なし

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
1.30W 以下

• 通信カプラユニットに接続
0.95W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

510KΩ

AMP

入力1＋～4＋

AG

AG

端子台 入力1－～4－
510KΩ

250Ω

AG：アナログ回路
      内部GND

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限：なし

付録

A-22 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



端子接続図

入力＋

入力－
入力1＋

AG

A1 B1

A8 B8

AG

入力2＋

AG

AG

電流入力ユニット
形NX-AD3208

入力3＋ 入力4＋

入力1－入力2－

入力3－ 入力4－

AG 端子は、ユニット内部のアナログ回路の0V に接続されています。
通常、AG 端子は配線する必要はありません。

入力断線検知機能 あり

付録

A-23NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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ユニット名称 アナログ入力ユニット（電圧入力タ
イプ）

形式 形 NX-AD3603

点数 4 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（12
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式

LED 表示 TS LED 入力方式 シングルエンド入力
入力レンジ −10∼＋ 10V
入力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
絶対最大定格 ±15V
入力インピーダンス 1MΩ 以上
分解能 1/8000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.2％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.4％（フルスケール）

変換時間 250μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 NX バスからの供給 I/O 電源端子電流容
量

IOV: 0.1A/端子以下、IOG: 0.1A/端
子以下

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
1.35W 以下

• 通信カプラユニットに接続
1.10W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

AG：アナログ回路内部GND

1MΩ
AMP

IOV

入力1＋～4＋

IOG

端子台

AG

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限：なし

付録

A-24 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



端子接続図

入力＋
24V（センサ電源＋）

0V（センサ電源－／入力－）

3線式センサ

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

I/O電源追加
供給ユニット

入力1＋

IOG

IOV

IOV

A1 B1

A8 B8

IOG

入力2＋

IOG

IOV

IOV

IOG

電圧入力ユニット
形NX-AD3603

DC24V

A1 B1

A8 B8

入力3＋入力4＋

入力断線検知機能 なし

付録

A-25NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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ユニット名称 アナログ入力ユニット（電圧入力タ
イプ）

形式 形 NX-AD3604

点数 4 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（12
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式

LED 表示 TS LED 入力方式 差動入力
入力レンジ −10∼＋ 10V
入力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
絶対最大定格 ±15V
入力インピーダンス 1MΩ 以上
分解能 1/8000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.2％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.4％（フルスケール）

変換時間 250μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 供給なし I/O 電源端子電流容
量

I/O 電源端子なし

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
1.35W 以下

• 通信カプラユニットに接続
1.10W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

510KΩ

AMP

入力1＋～4＋

AG：アナログ回路内部GND

AG

端子台 入力1－～4－
510KΩ

AG

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限：なし

付録

A-26 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



端子接続図

入力＋

入力－
入力1＋

AG

A1 B1

A8 B8

AG

入力2＋

AG

AG

電圧入力ユニット
形NX-AD3604

入力3＋ 入力4＋

入力1－入力2－

入力3－ 入力4－

AG 端子は、ユニット内部のアナログ回路の0V に接続されています。
通常、AG 端子は配線する必要はありません。

入力断線検知機能 なし

付録

A-27NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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ユニット名称 アナログ入力ユニット（電圧入力タ
イプ）

形式 形 NX-AD3608

点数 4 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（12
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式、または入出力同期リフレッシュ方式切り替え

LED 表示 TS LED 入力方式 差動入力
入力レンジ −10∼＋ 10V
入力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
絶対最大定格 ±15V
入力インピーダンス 1MΩ 以上
分解能 1/30000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.1％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.2％（フルスケール）

変換時間 10μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 供給なし I/O 電源端子電流容
量

I/O 電源端子なし

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
1.45W 以下

• 通信カプラユニットに接続
1.10W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

510KΩ

AMP

入力1＋～4＋

AG：アナログ回路内部GND

AG

端子台 入力1－～4－
510KΩ

AG

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限：なし

付録

A-28 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



端子接続図

入力＋

入力－
入力1＋

AG

A1 B1

A8 B8

AG

入力2＋

AG

AG

電圧入力ユニット
形NX-AD3608

入力3＋ 入力4＋

入力1－入力2－

入力3－ 入力4－

AG 端子は、ユニット内部のアナログ回路の0V に接続されています。
通常、AG 端子は配線する必要はありません。

入力断線検知機能 なし

付録

A-29NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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ユニット名称 アナログ入力ユニット（電流入力タ
イプ）

形式 形 NX-AD4203

点数 8 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（16
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式

LED 表示 TS LED 入力方式 シングルエンド入力
入力レンジ 4∼20mA
入力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
絶対最大定格 ±30mA
入力インピーダンス 85Ω
分解能 1/8000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.2％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.4％（フルスケール）

変換時間 250μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 NX バスからの供給 I/O 電源端子電流容
量

IOV: 0.1A/端子以下

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
1.40W 以下

• 通信カプラユニットに接続
1.05W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

IOV

端子台
入力1＋～8＋ AMP AG：アナログ回路内部GND

85Ω

AG AG
I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限：なし

端子接続図

入力1＋入力2＋ 入力＋

24V（センサ電源＋）
0V（センサ電源－／入力－）

3線式センサ

IOG

IOG

IOG

IOG

IOG

IOG

IOG

IOG

IOG

IOG

IOG

IOG

IOG

IOG

IOG

IOG

I/O電源
接続ユニット

IOV

A1 B1

A8 B8

IOV

IOV

IOV

IOV

IOV IOV

IOV

電流入力ユニット
形NX-AD4203

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

I/O電源追加
供給ユニット

DC24V

A1 B1

A8 B8

A1 B1

A8 B8

入力3＋ 入力4＋

入力5＋ 入力6＋

入力7＋ 入力8＋

付録

A-30 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



入力断線検知機能 あり

付録

A-31NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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ユニット名称 アナログ入力ユニット（電流入力タ
イプ）

形式 形 NX-AD4204

点数 8 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（16
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式

LED 表示 TS LED 入力方式 差動入力
入力レンジ 4∼20mA
入力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
絶対最大定格 ±30mA
入力インピーダンス 85Ω
分解能 1/8000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.2％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.4％（フルスケール）

変換時間 250μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 供給なし I/O 電源端子電流容
量

I/O 電源端子なし

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
1.40W 以下

• 通信カプラユニットに接続
1.05W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

510KΩ

AMP

入力1＋～8＋
端子台

入力1－～8－
510KΩ

85Ω

AG：アナログ回路内部GNDAG AG

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限：なし

付録

A-32 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



端子接続図

入力＋

入力－

入力1＋ 入力2＋
A1 B1

A8 B8

電流入力ユニット
形NX-AD4204

入力3＋ 入力4＋

入力5＋ 入力6＋

入力7＋ 入力8＋

入力1－入力2－

入力3－ 入力4－

入力5－ 入力6－

入力7－ 入力8－

入力断線検知機能 あり

付録

A-33NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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ユニット名称 アナログ入力ユニット（電流入力タ
イプ）

形式 形 NX-AD4208

点数 8 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（16
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式、または入出力同期リフレッシュ方式切り替え

LED 表示 TS LED 入力方式 差動入力
入力レンジ 4∼20mA
入力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
絶対最大定格 ±30mA
入力インピーダンス 85Ω
分解能 1/30000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.1％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.2％（フルスケール）

変換時間 10μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 供給なし I/O 電源端子電流容
量

I/O 電源端子なし

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
1.45W 以下

• 通信カプラユニットに接続
1.10W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

510KΩ

AMP

入力1＋～8＋
端子台

入力1－～8－
510KΩ

85Ω

AG：アナログ回路内部GNDAG AG

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限：なし

付録

A-34 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



端子接続図

入力＋

入力－

入力1＋ 入力2＋
A1 B1

A8 B8

電流入力ユニット
形NX-AD4208

入力3＋ 入力4＋

入力5＋ 入力6＋

入力7＋ 入力8＋

入力1－入力2－

入力3－ 入力4－

入力5－ 入力6－

入力7－ 入力8－

入力断線検知機能 あり

付録

A-35NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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ユニット名称 アナログ入力ユニット（電圧入力タ
イプ）

形式 形 NX-AD4603

点数 8 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（16
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式

LED 表示 TS LED 入力方式 シングルエンド入力
入力レンジ −10∼＋ 10V
入力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
絶対最大定格 ±15V
入力インピーダンス 1MΩ 以上
分解能 1/8000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.2％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.4％（フルスケール）

変換時間 250μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 NX バスからの供給 I/O 電源端子電流容
量

IOG: 0.1A/端子以下

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
1.45W 以下

• 通信カプラユニットに接続
1.15W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

AG

IOG

端子台
入力1＋～8＋

1MΩ
AMP

AG：アナログ回路内部GND

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限：なし

端子接続図

入力1＋入力2＋ 入力＋

24V（センサ電源＋）
0V（センサ電源－／入力－）

3線式センサ

IOV

IOV

IOV

IOV

IOV

IOV

IOV

IOV

IOV

IOV

IOV

IOV

IOV

IOV

IOV

IOV

I/O電源
接続ユニット

IOG

A1 B1

A8 B8

IOG

IOG

IOG

IOG

IOG IOG

IOG

電圧入力ユニット
形NX-AD4603

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

I/O電源追加
供給ユニット

DC24V

A1 B1

A8 B8

A1 B1

A8 B8

入力3＋ 入力4＋

入力5＋ 入力6＋

入力7＋ 入力8＋

付録

A-36 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



入力断線検知機能 なし

付録

A-37NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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ユニット名称 アナログ入力ユニット（電圧入力タ
イプ）

形式 形 NX-AD4604

点数 8 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（16
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式

LED 表示 TS LED 入力方式 差動入力
入力レンジ −10∼＋ 10V
入力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
絶対最大定格 ±15V
入力インピーダンス 1MΩ 以上
分解能 1/8000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.2％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.4％（フルスケール）

変換時間 250μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 供給なし I/O 電源端子電流容
量

I/O 電源端子なし

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
1.45W 以下

• 通信カプラユニットに接続
1.15W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

510KΩ

AMP

入力1＋～8＋

AG：アナログ回路内部GND

端子台

入力1－～8－
510KΩ

AGAG

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限：なし

付録

A-38 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



端子接続図

入力＋

入力－

入力1＋ 入力2＋
A1 B1

A8 B8

電圧入力ユニット
形NX-AD4604

入力3＋ 入力4＋

入力5＋ 入力6＋

入力7＋ 入力8＋

入力1－ 入力2－

入力3－ 入力4－

入力5－ 入力6－

入力7－ 入力8－

入力断線検知機能 なし

付録

A-39NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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ユニット名称 アナログ入力ユニット（電圧入力タ
イプ）

形式 形 NX-AD4608

点数 8 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（16
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式、または入出力同期リフレッシュ方式切り替え

LED 表示 TS LED 入力方式 差動入力
入力レンジ −10∼＋ 10V
入力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
絶対最大定格 ±15V
入力インピーダンス 1MΩ 以上
分解能 1/30000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.1％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.2％（フルスケール）

変換時間 10μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 供給なし I/O 電源端子電流容
量

I/O 電源端子なし

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
1.45W 以下

• 通信カプラユニットに接続
1.15W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

510KΩ

AMP

入力1＋～8＋

AG：アナログ回路内部GND

端子台

入力1－～8－
510KΩ

AGAG

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限：なし

付録

A-40 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



端子接続図

入力＋

入力－

入力1＋ 入力2＋
A1 B1

A8 B8

電圧入力ユニット
形NX-AD4608

入力3＋ 入力4＋

入力5＋ 入力6＋

入力7＋ 入力8＋

入力1－入力2－

入力3－ 入力4－

入力5－ 入力6－

入力7－ 入力8－

入力断線検知機能 なし

付録

A-41NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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A-1-3 アナログ出力ユニット

アナログ出力ユニットのデータシート項目の説明
アナログ出力ユニットのデータシート項目の意味を以下の表で説明します。

項目 説明
ユニット名称 本ユニットの名称です。
形式 本ユニットの形式です。
点数 本ユニットのアナログ出力点数です。
外部接続端子 本ユニットの配線をする端子台やコネクタの種類です。スクリューレスクランプ

端子台のときは端子台の端子数も記載しています。
I/O リフレッシュ方式 本ユニットの I/O リフレッシュ方式です。フリーランリフレッシュ方式、入出力同

期リフレッシュ方式があります。
LED 表示 本ユニットの LED 表示の種類と LED 表示部のレイアウトです。*1

出力レンジ 本ユニットの出力レンジです。
出力変換範囲 本ユニットの変換値からフルスケールに対するアナログ出力信号への変換範囲で

す。この範囲から外れる出力変換値は、変換限界値にクランプします。
許容負荷抵抗 本ユニットに接続できる外部負荷の抵抗値です。電圧出力のときは最小値を、電流

出力のときは最大値を記載しています。
出力インピーダンス 本ユニットの出力インピーダンスです。
分解能 本ユニットの変換値の分解能です。
総合精度 本ユニットのアナログ出力変換の精度です。25°C と 0∼55°C の条件で定義し

ています。
変換時間 本ユニットの出力設定値からアナログ出力信号への変換時間です。
外形寸法 本ユニットの外形寸法です。W×H×D で記載しています。単位は“mm”です。
絶縁方式 本ユニットの出力回路と内部回路間、および、各出力回路間の絶縁方式です。
絶縁抵抗 本ユニットの出力回路と内部回路間、および、各出力回路間の絶縁抵抗です。
耐電圧 本ユニットの出力回路と内部回路間、および、各出力回路間の耐電圧です。
I/O 電源供給方法 本ユニットの I/O 電源を供給する方法です。供給方法はユニットごとに決まって

います。NX バスから供給する方法と、外部から供給する方法があります。
I/O 電源端子電流容量 本ユニットの I/O 電源端子(IOV/IOG)の電流容量です。本ユニットの外部接続機

器に I/O 電源を供給するときは、この値を超えて供給することはできません。
NX ユニット電源消費電
力

本ユニットの NX ユニット電源消費電力です。本ユニットを以下のユニットに接
続した場合の消費電力を記載しています。ただし、接続できない場合は記載してい
ません。
• CPU ユニット
• 通信カプラユニット
• 通信コントロールユニット

I/O 電源消費電流 本ユニットの I/O 電源消費電流です。アナログ入力電流と外部接続機器の消費電
流は含みません。

質量 本ユニットの質量です。
回路構成 本ユニットの出力回路の回路構成です。
取付方向と制限 本ユニットの取付方向です。本ユニットを以下のユニットに接続した場合の取付

方向と、取付方向により仕様の制限があるときはその制限の内容を記載していま
す。ただし、接続できない場合は記載していません。
• CPU ユニット
• 通信カプラユニット
• 通信コントロールユニット

端子接続図 本ユニットと外部接続機器との接続図です。外部接続機器と接続するために I/O
電源接続ユニットやシールド接続ユニットが必要となるときは、それらを含めて記
載しています。

*1. 2018 年 9 月以前に発売された形式では、外観変更後の LED 表示部のレイアウトを示します。外観変更の
対象形式と変更内容の詳細については、「3-2-2 表示部の外観変更 (P.3-6)」を参照してください。

付録

A-42 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



アナログ出力ユニット（スクリューレスクランプ端子台、12mm 幅）
ユニット名称 アナログ出力ユニット（電流出力タ

イプ）
形式 形 NX-DA2203

点数 2 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（8
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式

LED 表示 TS LED 出力レンジ 4∼20mA
出力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
許容負荷抵抗 600Ω 以下
分解能 1/8000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.3％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.6％（フルスケール）

変換時間 250μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 NX バスからの供給 I/O 電源端子電流容
量

IOV: 0.1A/端子以下、IOG: 0.1A/端
子以下

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
2.10W 以下

• 通信カプラユニットに接続
1.75W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

IOV

端子台出力I1＋～I2＋

AG：アナログ回路内部GND AG

IOG

AMP

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

付録

A-43NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限:
正面取付方向の場合　なし
正面以外の取付方向の場合　以下のグラフのとおり

 使用周囲温度
40 55

0

350

600
負
荷
抵
抗
（　

点
あ
た
り
）

1 この範囲で使用して
ください。

（°C）

（Ω）

端子接続図

電流出力＋

電流出力－

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

I/O電源追加
供給ユニット

A1 B1

A8 B8

電流出力ユニット
形NX-DA2203

DC24V

A1 B1

A8 B8

I1＋

IOV

IOG

NC

I2＋

IOV

IOG

NC

付録

A-44 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



ユニット名称 アナログ出力ユニット（電流出力タ
イプ）

形式 形 NX-DA2205

点数 2 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（8
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式、または入出力同期リフレッシュ方式切り替え

LED 表示 TS LED 出力レンジ 4∼20mA
出力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
許容負荷抵抗 600Ω 以下
分解能 1/30000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.1％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.3％（フルスケール）

変換時間 10μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 NX バスからの供給 I/O 電源端子電流容
量

IOV: 0.1A/端子以下、IOG: 0.1A/端
子以下

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
2.10W 以下

• 通信カプラユニットに接続
1.75W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

IOV

端子台出力I1＋～I2＋

AG：アナログ回路内部GND AG

IOG

AMP

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

付録

A-45NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限:
正面取付方向の場合　なし
正面以外の取付方向の場合　以下のグラフのとおり

 使用周囲温度
40 55

0

350

600
負
荷
抵
抗
（　

点
あ
た
り
）

1 この範囲で使用して
ください。

（°C）

（Ω）

端子接続図

電流出力＋

電流出力－

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

I/O電源追加
供給ユニット

A1 B1

A8 B8

電流出力ユニット
形NX-DA2205

DC24V

A1 B1

A8 B8

I1＋

IOV

IOG

NC

I2＋

IOV

IOG

NC

付録

A-46 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



ユニット名称 アナログ出力ユニット（電圧出力タ
イプ）

形式 形 NX-DA2603

点数 2 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（8
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式

LED 表示 TS LED 出力レンジ −10∼＋ 10V
出力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
許容負荷抵抗 5kΩ 以上
出力インピーダンス 0.5Ω 以下
分解能 1/8000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.3％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.5％（フルスケール）

変換時間 250μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 NX バスからの供給 I/O 電源端子電流容
量

IOV: 0.1A/端子以下、IOG: 0.1A/端
子以下

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
1.40W 以下

• 通信カプラユニットに接続
1.10W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

IOV

端子台出力V1＋～V2＋

IOG

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

AMP

AG：アナログ回路内部GND AG

取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限：なし

端子接続図

電圧出力＋

電圧出力－

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

I/O電源追加
供給ユニット

A1 B1

A8 B8

電圧出力ユニット
形NX-DA2603

DC24V

A1 B1

A8 B8

V1＋

IOV

IOG

NC

V2＋

IOV

IOG

NC

付録

A-47NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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ユニット名称 アナログ出力ユニット（電圧出力タ
イプ）

形式 形 NX-DA2605

点数 2 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（8
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式、または入出力同期リフレッシュ方式切り替え

LED 表示 TS LED 出力レンジ −10∼＋ 10V
出力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
許容負荷抵抗 5kΩ 以上
出力インピーダンス 0.5Ω 以下
分解能 1/30000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.1％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.3％（フルスケール）

変換時間 10μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 NX バスからの供給 I/O 電源端子電流容
量

IOV: 0.1A/端子以下、IOG: 0.1A/端
子以下

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
1.40W 以下

• 通信カプラユニットに接続
1.10W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

IOV

端子台出力V1＋～V2＋

IOG

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

AMP

AG：アナログ回路内部GND AG

取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限：なし

端子接続図

電圧出力＋

電圧出力－

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

I/O電源追加
供給ユニット

A1 B1

A8 B8

電圧出力ユニット
形NX-DA2605

DC24V

A1 B1

A8 B8

V1＋

IOV

IOG

NC

V2＋

IOV

IOG

NC

付録

A-48 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



付録

A-49NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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ユニット名称 アナログ出力ユニット（電流出力タ
イプ）

形式 形 NX-DA3203

点数 4 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（12
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式

LED 表示 TS LED 出力レンジ 4∼20mA
出力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
許容負荷抵抗 350Ω 以下
分解能 1/8000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.3％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.6％（フルスケール）

変換時間 250μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 NX バスからの供給 I/O 電源端子電流容
量

IOV: 0.1A/端子以下、IOG: 0.1A/端
子以下

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
2.10W 以下

• 通信カプラユニットに接続
1.80W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

IOV

端子台出力I1＋～I4＋

AG：アナログ回路内部GND AG

IOG

AMP

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

付録

A-50 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限:
正面取付方向の場合　なし
正面以外の取付方向の場合　以下のグラフのとおり

 使用周囲温度
40 55

0

250

350
負
荷
抵
抗
（　

点
あ
た
り
）

1 この範囲で使用して
ください。

（°C）

（Ω）

端子接続図

電流出力＋

電流出力－

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

I/O電源追加
供給ユニット

I1＋

IOG

IOV

IOV

A1 B1

A8 B8

IOG

I2＋

IOG

IOV

IOV

IOG

電流出力ユニット
形NX-DA3203

DC24V

A1 B1

A8 B8

I3＋ I4＋

付録

A-51NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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ユニット名称 アナログ出力ユニット（電流出力タ
イプ）

形式 形 NX-DA3205

点数 4 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（12
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式、または入出力同期リフレッシュ方式切り替え

LED 表示 TS LED 出力レンジ 4∼20mA
出力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
許容負荷抵抗 350Ω 以下
分解能 1/30000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.1％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.3％（フルスケール）

変換時間 10μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 NX バスからの供給 I/O 電源端子電流容
量

IOV: 0.1A/端子以下、IOG: 0.1A/端
子以下

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
2.10W 以下

• 通信カプラユニットに接続
1.80W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

IOV

端子台出力I1＋～I4＋

AG：アナログ回路内部GND AG

IOG

AMP

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

付録

A-52 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限:
正面取付方向の場合　なし
正面以外の取付方向の場合　以下のグラフのとおり

 使用周囲温度
40 55

0

250

350
負
荷
抵
抗
（　

点
あ
た
り
）

1 この範囲で使用して
ください。

（°C）

（Ω）

端子接続図

電流出力＋

電流出力－

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

I/O電源追加
供給ユニット

I1＋

IOG

IOV

IOV

A1 B1

A8 B8

IOG

I2＋

IOG

IOV

IOV

IOG

電流出力ユニット
形NX-DA3205

DC24V

A1 B1

A8 B8

I3＋ I4＋

付録

A-53NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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ユニット名称 アナログ出力ユニット（電圧出力タ
イプ）

形式 形 NX-DA3603

点数 4 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（12
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式

LED 表示 TS LED 出力レンジ −10∼＋ 10V
出力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
許容負荷抵抗 5kΩ 以上
出力インピーダンス 0.5Ω 以下
分解能 1/8000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.3％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.5％（フルスケール）

変換時間 250μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 NX バスからの供給 I/O 電源端子電流容
量

IOV: 0.1A/端子以下、IOG: 0.1A/端
子以下

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
1.35W 以下

• 通信カプラユニットに接続
1.25W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

IOV

端子台出力V1＋～V4＋

IOG

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

AMP

AG：アナログ回路内部GND AG

取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限：なし

端子接続図

電圧出力＋

電圧出力－

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

I/O電源追加
供給ユニット

V1＋

IOG

IOV

IOV

A1 B1

A8 B8

IOG

V2＋

IOG

IOV

IOV

IOG

電圧出力ユニット
形NX-DA3603

DC24V

A1 B1

A8 B8

V3＋ V4＋

付録

A-54 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



ユニット名称 アナログ出力ユニット（電圧出力タ
イプ）

形式 形 NX-DA3605

点数 4 点 外部接続端子 スクリューレスクランプ端子台（12
端子）

I/O リフレッシュ方
式

フリーランリフレッシュ方式、または入出力同期リフレッシュ方式切り替え

LED 表示 TS LED 出力レンジ −10∼＋ 10V
出力変換範囲 −5∼105%（フルスケール）
許容負荷抵抗 5kΩ 以上
出力インピーダンス 0.5Ω 以下
分解能 1/30000（フルスケール）
総合精度 25°C ±0.1％（フルスケール）

0∼55°
C

±0.3％（フルスケール）

変換時間 10μs/点
外形寸法 12 (W)×100 (H)×71 (D) 絶縁方式 入力と NX バス間:電源＝トランス、

信号＝デジタルアイソレータ（ただ
し各入力間は非絶縁）

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 20MΩ 以上
（DC100V にて）

耐電圧 絶縁されている回路間 AC510V、1
分間、漏れ電流 5mA 以下

I/O 電源供給方法 NX バスからの供給 I/O 電源端子電流容
量

IOV: 0.1A/端子以下、IOG: 0.1A/端
子以下

NX ユニット電源消
費電力

• CPU ユニットまたは通信コント
ロールユニットに接続
1.60W 以下

• 通信カプラユニットに接続
1.25W 以下

I/O 電源消費電流 消費なし

質量 70g 以下
回路構成

IOV

端子台出力V1＋～V4＋

IOG

I/O電源＋

I/O電源－

I/O電源＋

I/O電源－
NXバスコネクタ（左） NXバスコネクタ（右）

AMP

AG：アナログ回路内部GND AG

取付方向と制限 取付方向：
• CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続

正面取付方向が可能
• 通信カプラユニットに接続

6 方向が可能
制限：なし

端子接続図

電圧出力＋

電圧出力－

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

IOV

IOG

I/O電源追加
供給ユニット

V1＋

IOG

IOV

IOV

A1 B1

A8 B8

IOG

V2＋

IOG

IOV

IOV

IOG

電圧出力ユニット
形NX-DA3605

DC24V

A1 B1

A8 B8

V3＋ V4＋

付録

A-55NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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付録

A-56 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



A-2 外形寸法

A-2-1 スクリューレスクランプ端子台タイプ

12mm 幅

80

71

1
0

4
.5

1
0

0

14.1

65.2

12.0

1
.5

1
.5

0.55*1

（単位: mm）
*1. ロット番号が 2014 年 12 月までのものでは 1.35mm です。

付録

A-57NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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取り付け高さ
100

71

（単位: mm）

付録

A-58 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



A-3 NX オブジェクト一覧
ここでは、アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニットの NX オブジェクトの説明をします。

NX オブジェクトへの命令などのメッセージによるアクセス方法は、NX ユニットの接続先により、異
なります。
NX ユニットを CPU ユニットに接続する場合は、NX オブジェクトの読み出し／書き込み命令でアク
セスします。
通信カプラユニットに接続する場合は、接続する通信マスタや通信カプラユニットにより異なります。
スレーブターミナルの NX オブジェクトへのメッセージによるアクセス方法については、接続する通
信カプラユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。
NX ユニットを通信コントロールユニットに接続する場合の NX オブジェクトへのメッセージによる
アクセス方法については、『NX シリーズ 通信コントロールユニット ユーザーズマニュアル 内蔵機能
編（SGFM-724）』を参照してください。

A-3-1 NX オブジェクトの記述フォーマット
本マニュアルでは、以下のフォーマットで NX オブジェクトを説明します。

Index
(Hex)

Subindex
(Hex) オブジェクト名 初期値 データ範囲 単位 データ型 アク

セス I/O 割付 データ
属性

Index (Hex) : 4 桁の 16 進数で表される NX オブジェクトのインデックスです。
Subindex (Hex) : 2 桁の 16 進数で表される NX オブジェクトのサブインデックスです。
オブジェクト名 : オブジェクト名です。サブインデックスに対してはサブインデックス名です。
初期値 : 工場出荷時に設定されている値です。
データ範囲 : 読み出しのみ(RO)の NX オブジェクトの場合はとり得るデータの範囲を、読み出

し／書き込み可能(RW)な NX オブジェクトの場合は、設定可能なデータの範囲を
示します。

単位 : 物理的な単位です。
データ型 : オブジェクトのデータ型です。
アクセス : 読み出しのみか、読み出し書き込み可能かを示します。

RO:読み出しのみ
RW:読み出し／書き込み可能

I/O 割付 : I/O 割付可否を示します。
データ属性 : 書き込み可能な NX オブジェクトで、変更内容が有効になるタイミングです。

Y:リスタートで有効
N:常時有効
―:書き込み不可

A-3-2 アナログ入力ユニット

ユニット情報オブジェクト
製品情報に関するオブジェクトです。

付録

A-59NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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Index
(Hex)

Subindex
(Hex) オブジェクト名 初期値 データ範囲 単位 データ型 アク

セス I/O 割付 データ
属性

1000 ― NX バス識別情報 ― ― ― ― ― ― ―
00 エントリ数 7 7 ― USINT RO 不可 ―
02 製品形式 *1 ― ― ARRAY

[0..11]
OF
BYTE

RO 不可 ―

03 デバイスタイプ *2 ― ― UDINT RO 不可 ―

04 製品コード *3 ― ― UDINT RO 不可 ―

05 ベンダコード 000000
01Hex
*4

― ― UDINT RO 不可 ―

06 ユニットバージョン *5 ― ― UDINT RO 不可 ―

07 シリアル番号 *6 00000000
∼
FFFFFFFF
Hex

― UDINT RO 不可 ―

1001 ― 製品情報 ― ― ― ― ― ― ―
00 エントリ数 2 2 ― USINT RO 不可 ―
01 ロット番号 *7 00000000

∼
FFFFFFFF
Hex

― UDINT RO 不可 ―

02 ハードウェアバージョン *8 ― ― ARRAY
[0..19]
OF
BYTE

RO 不可 ―

*1. 製品の形式が配列の要素の若い順に入ります。余りはスペースで埋められます。
*2. 製品のユニット種別ごとに付与されたデバイスタイプが入ります。

ビット 0∼31：デバイスタイプ
*3. 製品の形式ごとに付与された製品コードが入ります。

ビット 0∼31：製品コード
*4. 当社のベンダコードです。
*5. ビット 24∼31:ユニットバージョンの整数部

ビット 16∼23:ユニットバージョンの小数部
ビット 0∼15:予約

（例）Ver.1.0 のとき 0100££££Hex
*6. 製品の個体ごとに固有なシリアル番号が入ります。

ビット 0∼31:シリアル番号
*7. ロット番号には、生産年月日が入ります。

ビット 24∼31:生産日
ビット 16∼23:生産月
ビット 8∼15:生産年
ビット 0∼7:予約

*8. ハードウェアバージョンが配列の要素の若い順に入ります。余りはスペースで埋められます。

I/O 割付可能オブジェクト
I/O 割付可能なオブジェクトです。
以下で説明するオブジェクトについては、NX オブジェクトの読み出し／書き込み命令などのメッセー
ジではアクセスできません。

付録

A-60 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



Index
(Hex)

Subindex
(Hex) オブジェクト名 初期値 データ範囲 単位 データ型 アク

セス I/O 割付 データ
属性

6000 ― アナログ入力値 ― ― ― ― ― ― ―
00 エントリ数 *1 *1 ― USINT RO 不可 ―

01 Ch1 アナログ入力値 0 −32768∼
32767

― INT RO 可 ―

02 Ch2 アナログ入力値 0 −32768∼
32767

― INT RO 可 ―

03 Ch3 アナログ入力値 0 −32768∼
32767

― INT RO 可 ―

04 Ch4 アナログ入力値 0 −32768∼
32767

― INT RO 可 ―

05 Ch5 アナログ入力値 0 −32768∼
32767

― INT RO 可 ―

06 Ch6 アナログ入力値 0 −32768∼
32767

― INT RO 可 ―

07 Ch7 アナログ入力値 0 −32768∼
32767

― INT RO 可 ―

08 Ch8 アナログ入力値 0 −32768∼
32767

― INT RO 可 ―

*1. エントリ数の初期値およびデータ範囲は、以下のとおりです。

NX ユニット 初期値 データ範囲
形 NX-AD2203/AD2204/AD2208/AD2603/AD2604/AD2608 2 2
形 NX-AD3203/AD3204/AD3208/AD3603/AD3604/AD3608 4 4
形 NX-AD4203/AD4204/AD4208/AD4603/AD4604/AD4608 8 8
その他の形式 0 0

その他のオブジェクト
その他のオブジェクトです。

Index
(Hex)

Subindex
(Hex) オブジェクト名 初期値 データ範囲 単位 データ型 アク

セス I/O 割付 データ
属性

5002 ― 入力有効／無効設定 ― ― ― ― ― ― ―
00 エントリ数 *1 *1 ― USINT RO 不可 ―

01 Ch1 有効／無効 TRUE FALSE/
TRUE *2

― BOOL RW 不可 Y
02 Ch2 有効／無効 TRUE ― BOOL RW 不可 Y
03 Ch3 有効／無効 TRUE ― BOOL RW 不可 Y
04 Ch4 有効／無効 TRUE ― BOOL RW 不可 Y
05 Ch5 有効／無効 TRUE ― BOOL RW 不可 Y
06 Ch6 有効／無効 TRUE ― BOOL RW 不可 Y
07 Ch7 有効／無効 TRUE ― BOOL RW 不可 Y
08 Ch8 有効／無効 TRUE ― BOOL RW 不可 Y

*1. エントリ数の初期値およびデータ範囲は、以下のとおりです。

NX ユニット 初期値 データ範囲
形 NX-AD2203/AD2204/AD2208/AD2603/AD2604/AD2608 2 2
形 NX-AD3203/AD3204/AD3208/AD3603/AD3604/AD3608 4 4
形 NX-AD4203/AD4204/AD4208/AD4603/AD4604/AD4608 8 8
その他の形式 0 0

付録
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*2.［Ch£有効／無効］の設定値の意味は、以下のとおりです。

設定値 意味
FALSE 無効
TRUE 有効

Index
(Hex)

Subindex
(Hex) オブジェクト名 初期値 データ範囲 単位 データ型 アク

セス I/O 割付 データ
属性

5003 ― 入力レンジ設定 ― ― ― ― ― ― ―
00 エントリ数 *1 *1 ― USINT RO 不可 ―

01 Ch1 レンジ設定 *2 *2 ― UINT RW 不可 Y
02 Ch2 レンジ設定 ― UINT RW 不可 Y
03 Ch3 レンジ設定 ― UINT RW 不可 Y
04 Ch4 レンジ設定 ― UINT RW 不可 Y
05 Ch5 レンジ設定 ― UINT RW 不可 Y
06 Ch6 レンジ設定 ― UINT RW 不可 Y
07 Ch7 レンジ設定 ― UINT RW 不可 Y
08 Ch8 レンジ設定 ― UINT RW 不可 Y

*1. エントリ数の初期値およびデータ範囲は、以下のとおりです。

NX ユニット 初期値 データ範囲
形 NX-AD2203/AD2204/AD2208/AD2603/AD2604/AD2608 2 2
形 NX-AD3203/AD3204/AD3208/AD3603/AD3604/AD3608 4 4
形 NX-AD4203/AD4204/AD4208/AD4603/AD4604/AD4608 8 8
その他の形式 0 0

*2.［Ch£レンジ設定］の初期値およびデータ範囲は、以下のとおりです。

NX ユニット 設定値 意味 初期値 データ範囲
形 NX-AD2203/AD2204/AD2208/
AD3203/AD3204/AD3208/
AD4203/AD4204/AD4208

0 4∼20mA 0 0
1 0∼10V
2 −10∼＋ 10V
3 0∼5V
4 1∼5V
5 0∼20mA

形 NX-AD2603/AD2604/AD2608/
AD3603/AD3604/AD3608/
AD4603/AD4604/AD4608

0 4∼20mA 2 2
1 0∼10V
2 −10∼＋ 10V
3 0∼5V
4 1∼5V
5 0∼20mA

付録
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Index
(Hex)

Subindex
(Hex) オブジェクト名 初期値 データ範囲 単位 データ型 アク

セス I/O 割付 データ
属性

5004 ― 入力移動平均時間 ― ― ― ― ― ― ―
00 エントリ数 *1 *1 ― USINT RO 不可 ―

01 Ch1 入力移動平均時間 0 *2 μs UINT RW 不可 Y
02 Ch2 入力移動平均時間 0 UINT RW 不可 Y
03 Ch3 入力移動平均時間 0 UINT RW 不可 Y
04 Ch4 入力移動平均時間 0 UINT RW 不可 Y
05 Ch5 入力移動平均時間 0 UINT RW 不可 Y
06 Ch6 入力移動平均時間 0 UINT RW 不可 Y
07 Ch7 入力移動平均時間 0 UINT RW 不可 Y
08 Ch8 入力移動平均時間 0 UINT RW 不可 Y

*1. エントリ数の初期値およびデータ範囲は、以下のとおりです。

NX ユニット 初期値 データ範囲
形 NX-AD2203/AD2204/AD2208/AD2603/AD2604/AD2608 2 2
形 NX-AD3203/AD3204/AD3208/AD3603/AD3604/AD3608 4 4
形 NX-AD4203/AD4204/AD4208/AD4603/AD4604/AD4608 8 8
その他の形式 0 0

*2.［Ch£入力移動平均時間］の設定範囲は、形式により異なります。各形式の入力移動平均時間のデータ範囲
は、以下のとおりです。

NX ユニット データ範囲
形 NX-AD2203/AD2204/AD2603/AD2604/AD3203/AD3204/AD3603/AD3604/
AD4203/AD4204/AD4603/AD4604

0∼32000

形 NX-AD2208/AD2608/AD3208/AD3608/AD4208/AD4608 0∼640

Index
(Hex)

Subindex
(Hex) オブジェクト名 初期値 データ範囲 単位 データ型 アク

セス I/O 割付 データ
属性

5005 ― 断線検知ステータス ― ― ― ― ― ― ―
00 エントリ数 *1 *1 ― USINT RO 不可 ―

01 Ch1 断線検知ステータス FALSE FALSE/
TRUE *2

― BOOL RO 不可 ―
02 Ch2 断線検知ステータス FALSE ― BOOL RO 不可 ―
03 Ch3 断線検知ステータス FALSE ― BOOL RO 不可 ―
04 Ch4 断線検知ステータス FALSE ― BOOL RO 不可 ―
05 Ch5 断線検知ステータス FALSE ― BOOL RO 不可 ―
06 Ch6 断線検知ステータス FALSE ― BOOL RO 不可 ―
07 Ch7 断線検知ステータス FALSE ― BOOL RO 不可 ―
08 Ch8 断線検知ステータス FALSE ― BOOL RO 不可 ―

*1. エントリ数の初期値およびデータ範囲は、以下のとおりです。

NX ユニット 初期値 データ範囲
形 NX-AD2203/AD2204/AD2208/AD2603/AD2604/AD2608 2 2
形 NX-AD3203/AD3204/AD3208/AD3603/AD3604/AD3608 4 4
形 NX-AD4203/AD4204/AD4208/AD4603/AD4604/AD4608 8 8
その他の形式 0 0

*2. Ch£断線検知ステータスの意味は、以下のとおりです。

値 意味
FALSE 断線未検知
TRUE 断線検知

付録
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Index
(Hex)

Subindex
(Hex) オブジェクト名 初期値 データ範囲 単位 データ型 アク

セス I/O 割付 データ
属性

5006 ― 入力レンジステータス ― ― ― ― ― ― ―
00 エントリ数 *1 *1 ― USINT RO 不可 ―

01 Ch1 オーバーレンジステ
ータス

FALSE FALSE/
TRUE*2

― BOOL RO 不可 ―

02 Ch1 アンダーレンジステ
ータス

FALSE ― BOOL RO 不可 ―

03 Ch2 オーバーレンジステ
ータス

FALSE ― BOOL RO 不可 ―

04 Ch2 アンダーレンジステ
ータス

FALSE ― BOOL RO 不可 ―

05 Ch3 オーバーレンジステ
ータス

FALSE ― BOOL RO 不可 ―

06 Ch3 アンダーレンジステ
ータス

FALSE ― BOOL RO 不可 ―

07 Ch4 オーバーレンジステ
ータス

FALSE ― BOOL RO 不可 ―

08 Ch4 アンダーレンジステ
ータス

FALSE ― BOOL RO 不可 ―

09 Ch5 オーバーレンジステ
ータス

FALSE ― BOOL RO 不可 ―

0A Ch5 アンダーレンジステ
ータス

FALSE ― BOOL RO 不可 ―

0B Ch6 オーバーレンジステ
ータス

FALSE ― BOOL RO 不可 ―

0C Ch6 アンダーレンジステ
ータス

FALSE ― BOOL RO 不可 ―

0D Ch7 オーバーレンジステ
ータス

FALSE ― BOOL RO 不可 ―

0E Ch7 アンダーレンジステ
ータス

FALSE ― BOOL RO 不可 ―

0F Ch8 オーバーレンジステ
ータス

FALSE ― BOOL RO 不可 ―

10 Ch8 アンダーレンジステ
ータス

FALSE ― BOOL RO 不可 ―

*1. エントリ数の初期値およびデータ範囲は、以下のとおりです。

NX ユニット 初期値 データ範囲
形 NX-AD2203/AD2204/AD2208/AD2603/AD2604/AD2608 4 4
形 NX-AD3203/AD3204/AD3208/AD3603/AD3604/AD3608 8 8
形 NX-AD4203/AD4204/AD4208/AD4603/AD4604/AD4608 16 16
その他の形式 0 0

*2. Ch£オーバーレンジステータス／Ch£アンダーレンジステータスの意味は、以下のとおりです。

値 意味
FALSE オーバーレンジ／アンダーレンジ未検出
TRUE オーバーレンジ／アンダーレンジ検出

付録

A-64 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



A-3-3 アナログ出力ユニット

ユニット情報オブジェクト
製品情報に関するオブジェクトです。

Index
(Hex)

Subindex
(Hex) オブジェクト名 初期値 データ範囲 単位 データ型 アク

セス I/O 割付 データ
属性

1000 ― NX バス識別情報 ― ― ― ― ― ― ―
00 エントリ数 7 7 ― USINT RO 不可 ―
02 製品形式 *1 ― ― ARRAY

[0..11]
OF
BYTE

RO 不可 ―

03 デバイスタイプ *2 ― ― UDINT RO 不可 ―

04 製品コード *3 ― ― UDINT RO 不可 ―

05 ベンダコード 000000
01Hex
*4

― ― UDINT RO 不可 ―

06 ユニットバージョン *5 ― ― UDINT RO 不可 ―

07 シリアル番号 *6 00000000
∼
FFFFFFFF
Hex

― UDINT RO 不可 ―

1001 ― 製品情報 ― ― ― ― ― ― ―
00 エントリ数 2 2 ― USINT RO 不可 ―
01 ロット番号 *7 00000000

∼
FFFFFFFF
Hex

― UDINT RO 不可 ―

02 ハードウェアバージョン *8 ― ― ARRAY
[0..19]
OF
BYTE

RO 不可 ―

*1. 製品の形式が配列の要素の若い順に入ります。余りはスペースで埋められます。
*2. 製品のユニット種別ごとに付与されたデバイスタイプが入ります。

ビット 0∼31：デバイスタイプ
*3. 製品の形式ごとに付与された製品コードが入ります。

ビット 0∼31：製品コード
*4. 当社のベンダコードです。
*5. ビット 24∼31:ユニットバージョンの整数部

ビット 16∼23:ユニットバージョンの小数部
ビット 0∼15:予約

（例）Ver.1.0 のとき 0100££££Hex
*6. 製品の個体ごとに固有なシリアル番号が入ります。

ビット 0∼31:シリアル番号
*7. ロット番号には、生産年月日が入ります。

ビット 24∼31:生産日
ビット 16∼23:生産月
ビット 8∼15:生産年
ビット 0∼7:予約

*8. ハードウェアバージョンが配列の要素の若い順に入ります。余りはスペースで埋められます。

付録
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I/O 割付可能オブジェクト
I/O 割付可能なオブジェクトです。
以下で説明するオブジェクトについては、NX オブジェクトの読み出し／書き込み命令などのメッセー
ジではアクセスできません。

Index
(Hex)

Subindex
(Hex) オブジェクト名 初期値 データ範囲 単位 データ型 アク

セス I/O 割付 データ
属性

7000 ― アナログ出力値 ― ― ― ― ― ― ―
00 エントリ数 *1 *1 ― USINT RO 不可 ―

01 Ch1 アナログ出力値 0 −32768∼
32767

― INT RW 可 N

02 Ch2 アナログ出力値 0 −32768∼
32767

― INT RW 可 N

03 Ch3 アナログ出力値 0 −32768∼
32767

― INT RW 可 N

04 Ch4 アナログ出力値 0 −32768∼
32767

― INT RW 可 N

*1. エントリ数の初期値およびデータ範囲は、以下のとおりです。

NX ユニット 初期値 データ範囲
形 NX-DA2203/DA2205/DA2603/DA2605 2 2
形 NX-DA3203/DA3205/DA3603/DA3605 4 4
その他の形式 0 0

その他のオブジェクト
その他のオブジェクトです。

Index
(Hex)

Subindex
(Hex) オブジェクト名 初期値 データ範囲 単位 データ型 アク

セス I/O 割付 データ
属性

5010 ― 出力有効／無効設定 ― ― ― ― ― ― ―
00 エントリ数 *1 *1 ― USINT RO 不可 ―

01 Ch1 有効／無効 TRUE FALSE/
TRUE *2

― BOOL RW 不可 Y
02 Ch2 有効／無効 TRUE ― BOOL RW 不可 Y
03 Ch3 有効／無効 TRUE ― BOOL RW 不可 Y
04 Ch4 有効／無効 TRUE ― BOOL RW 不可 Y

*1. エントリ数の初期値およびデータ範囲は、以下のとおりです。

NX ユニット 初期値 データ範囲
形 NX-DA2203/DA2205/DA2603/DA2605 2 2
形 NX-DA3203/DA3205/DA3603/DA3605 4 4
その他の形式 0 0

*2.［Ch£有効／無効］の設定値の意味は、以下のとおりです。

設定値 意味
FALSE 無効
TRUE 有効

付録
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Index
(Hex)

Subindex
(Hex) オブジェクト名 初期値 データ範囲 単位 データ型 アク

セス I/O 割付 データ
属性

5011 ― 出力レンジ設定 ― ― ― ― ― ― ―
00 エントリ数 *1 *1 ― USINT RO 不可 ―

01 Ch1 レンジ設定 *2 *2 ― UINT RW 不可 Y
02 Ch2 レンジ設定 ― UINT RW 不可 Y
03 Ch3 レンジ設定 ― UINT RW 不可 Y
04 Ch4 レンジ設定 ― UINT RW 不可 Y

*1. エントリ数の初期値およびデータ範囲は、以下のとおりです。

NX ユニット 初期値 データ範囲
形 NX-DA2203/DA2205/DA2603/DA2605 2 2
形 NX-DA3203/DA3205/DA3603/DA3605 4 4
その他の形式 0 0

*2.［Ch£レンジ設定］の初期値およびデータ範囲は、以下のとおりです。

NX ユニット 設定値 意味 初期値 データ範囲
形 NX-DA2203/DA2205/DA3203/
DA3205

0 4∼20mA 0 0
1 0∼10V
2 −10∼＋ 10V
3 0∼5V
4 1∼5V
5 0∼20mA

形 NX-DA2603/DA2605/DA3603/
DA3605

0 4∼20mA 2 2
1 0∼10V
2 −10∼＋ 10V
3 0∼5V
4 1∼5V
5 0∼20mA

Index
(Hex)

Subindex
(Hex) オブジェクト名 初期値 データ範囲 単位 データ型 アク

セス I/O 割付 データ
属性

5012 ― 負荷遮断時出力設定 ― ― ― ― ― ― ―
00 エントリ数 *1 *1 ― USINT RO 不可 ―

01 Ch1 負荷遮断時出力ホー
ルド設定

4 0∼4 *2 ― USINT RW 不可 Y

02 Ch1 負荷遮断時出力ユー
ザ指定値設定

0 −32768∼
32767

― INT RW 不可 Y

03 Ch2 負荷遮断時出力ホー
ルド設定

4 0∼4 *2 ― USINT RW 不可 Y

04 Ch2 負荷遮断時出力ユー
ザ指定値設定

0 −32768∼
32767

― INT RW 不可 Y

05 Ch3 負荷遮断時出力ホー
ルド設定

4 0∼4 *2 ― USINT RW 不可 Y

06 Ch3 負荷遮断時出力ユー
ザ指定値設定

0 −32768∼
32767

― INT RW 不可 Y

07 Ch4 負荷遮断時出力ホー
ルド設定

4 0∼4 *2 ― USINT RW 不可 Y

08 Ch4 負荷遮断時出力ユー
ザ指定値設定

0 −32768∼
32767

― INT RW 不可 Y

*1. エントリ数の初期値およびデータ範囲は、以下のとおりです。

付録
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NX ユニット 初期値 データ範囲
形 NX-DA2203/DA2205/DA2603/DA2605 4 4
形 NX-DA3203/DA3205/DA3603/DA3605 8 8
その他の形式 0 0

*2.［Ch£負荷遮断時出力ホールド設定］の設定値の意味は、以下のとおりです。

設定値 意味
0 保持出力
1 下限値出力
2 上限値出力
3 ユーザ指定値出力
4 0 出力

付録
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A-4 スクリューレスクランプ端子台の形式一
覧

ここでは、スクリューレスクランプ端子台の形式の見方や形式の一覧について説明します。

A-4-1 形式表記
スクリューレスクランプ端子台の形式は、以下のルールに基づいて付与されています。

形NX－TB££££

製品種別
　TB:

端子の仕様
　A: 列番号表示 A/B、機能接地端子なし
　B: 列番号表示 C/D、機能接地端子なし
　C: 列番号表示 A/B、機能接地端子あり

端子数
　08: 8端子
　12: 12端子
　16: 16端子

他の仕様
　1: 端子の電流容量 4A

　2: 端子の電流容量 10A

端子台

A-4-2 形式一覧
スクリューレスクランプ端子台の一覧を示します。

端子台の形式 端子数 接地端子の表示 端子の電流容量
形 NX-TBA081 8 なし 4A
形 NX-TBA121 12
形 NX-TBA161 16
形 NX-TBB121 12
形 NX-TBB161 16
形 NX-TBA082 8 10A
形 NX-TBA122 12
形 NX-TBA162 16
形 NX-TBB082 8
形 NX-TBB122 12
形 NX-TBB162 16
形 NX-TBC082 8 あり
形 NX-TBC162 16

（注）購入に際しては、形 NX-TB£££2 を購入してください。
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A-5 CPU ユニットに接続時のバージョン関
連情報

各ユニットを CPU ユニットに接続するときのバージョン関連情報です。各ユニットと CPU ユニッ
ト、Sysmac Studio のバージョンの対応、および各ユニットのユニットバージョンごとの仕様変更の
情報について説明します。

A-5-1 各ユニットのユニットバージョンとの対応
各ユニットのユニットバージョンと、CPU ユニット、Sysmac Studio のバージョンとの対応を示し
ます。

バージョンの組み合わせ表の見方
バージョンの組み合わせ表で使用する各項目について説明します。
NX ユニットを接続可能な CPU ユニットの形式については、CPU ユニットのユーザーズマニュアルを
参照してください。

NX ユニット 対応バージョン
形式 ユニットバージョン CPU ユニット Sysmac Studio

NX ユニットの形式です。 NX ユニットのユニット
バージョンです。

NX ユニットに対応した
CPU ユニットのユニット
バージョンです。

NX ユニット、CPU ユニッ
トに対応した
SysmacStudio のバージ
ョンです。

バージョンの組み合わせ表
• 以下に示すバージョンの組み合わせで、各ユニット形式の各ユニットバージョンがサポートする機

能を使用できます。使用する NX ユニットの形式とユニットバージョンの対応バージョン以降のも
のを使用してください。未対応のバージョンの場合は該当の NX ユニット形式やそのユニットバー
ジョンで追加や変更された仕様は使用できません。

• NX ユニットを接続するユニットの種別や形式によっては、対応バージョンに記載したバージョンが
存在しない形式があります。その場合には、表で示した対応バージョン以降のもっとも古いバージ
ョンが対応しています。形式とバージョンの関係は各ユニットのユーザーズマニュアルを参照して
ください。

• 以下に示す対応バージョン以降を使用する場合は、CPU ユニットのユーザーズマニュアルのバージ
ョン関連情報を参照してください。

付録

A-70 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



NX ユニット 対応バージョン
形式 ユニットバージョン CPU ユニット Sysmac Studio

形 NX-AD2203 Ver.1.0 Ver.1.13 Ver.1.17
形 NX-AD2204
形 NX-AD2208
形 NX-AD2603
形 NX-AD2604
形 NX-AD2608
形 NX-AD3203 Ver.1.0 Ver.1.13 Ver.1.17
形 NX-AD3204
形 NX-AD3208
形 NX-AD3603
形 NX-AD3604
形 NX-AD3608
形 NX-AD4203 Ver.1.0 Ver.1.13 Ver.1.17
形 NX-AD4204
形 NX-AD4208
形 NX-AD4603
形 NX-AD4604
形 NX-AD4608
形 NX-DA2203 Ver.1.0 Ver.1.13 Ver.1.17
形 NX-DA2205
形 NX-DA2603
形 NX-DA2605
形 NX-DA3203
形 NX-DA3205
形 NX-DA3603
形 NX-DA3605

付録

A-71NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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A-6 通信カプラユニットに接続時のバージョ
ン関連情報

各ユニットを通信カプラユニットに接続するときのバージョン関連情報です。NX ユニットを接続す
る通信カプラユニットごとに説明します。

A-6-1 EtherCAT カプラユニットとの接続
各ユニットと EtherCAT カプラユニット、CPU ユニット、産業用 PC、Sysmac Studio のバージョ
ンの対応、およびユニットバージョンごとの仕様変更の情報について説明します。

各ユニットのユニットバージョンとの対応
バージョンの組み合わせ表で使用する各項目について説明します。

NX ユニット 対応バージョン

形式 ユニットバージョン EtherCAT カプラユ
ニット

CPU ユニットまた
は産業用 PC Sysmac Studio

NX ユニットの形式
です。

NX ユニットのユニ
ットバージョンで
す。

NX ユニットに対応
した EtherCAT カ
プラユニットのユニ
ットバージョンで
す。

EtherCAT カプラユ
ニットに対応した
NJ/NX シリーズ
CPU ユニットまた
は NY シリーズ産業
用 PC のユニットバ
ージョンです。

NX ユニット、
EtherCAT カプラユ
ニット、CPU ユニッ
ト、産業用 PC に対
応した Sysmac
Studio のバージョ
ンです。

バージョンの組み合わせ表は以下のとおりです。
• 以下に示すバージョンの組み合わせで、各ユニット形式の各ユニットバージョンがサポートする機

能を使用できます。使用する NX ユニットの形式とユニットバージョンの対応バージョン以降のも
のを使用してください。未対応のバージョンの場合は該当の NX ユニット形式やそのユニットバー
ジョンで追加や変更された仕様は使用できません。

• NX ユニットを接続するユニットの種別や形式によっては、対応バージョンに記載したバージョンが
存在しない形式があります。その場合には、表で示した対応バージョン以降のもっとも古いバージ
ョンが対応しています。形式とバージョンの関係は各ユニットのユーザーズマニュアルを参照して
ください。

• 対応バージョンが“―”の場合は、該当の NX ユニットを対象の通信カプラユニットに接続できま
せん。

• 以下に示す対応バージョン以降を使用する場合は、通信カプラユニットのユーザーズマニュアル、
および CPU ユニット、産業用 PC のユーザーズマニュアルのバージョン関連情報を参照してくださ
い。

付録

A-72 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



NX ユニット 対応バージョン

形式 ユニットバージョン EtherCAT カプラユ
ニット

CPU ユニットまた
は産業用 PC Sysmac Studio

形 NX-AD2203 Ver.1.0 Ver.1.0 Ver.1.05 Ver.1.06
形 NX-AD2204
形 NX-AD2208
形 NX-AD2603
形 NX-AD2604
形 NX-AD2608
形 NX-AD3203 Ver.1.0 Ver.1.0 Ver.1.05 Ver.1.06
形 NX-AD3204
形 NX-AD3208
形 NX-AD3603
形 NX-AD3604
形 NX-AD3608
形 NX-AD4203 Ver.1.0 Ver.1.0 Ver.1.05 Ver.1.06
形 NX-AD4204
形 NX-AD4208
形 NX-AD4603
形 NX-AD4604
形 NX-AD4608
形 NX-DA2203 Ver.1.0 Ver.1.0 Ver.1.05 Ver.1.06
形 NX-DA2205
形 NX-DA2603
形 NX-DA2605
形 NX-DA3203
形 NX-DA3205
形 NX-DA3603
形 NX-DA3605

付録

A-73NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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A-6-2 EtherNet/IP カプラユニットとの接続
各ユニットと EtherNet/IP カプラユニット、CPU ユニット、産業用 PC、Sysmac Studio、NX-IO
Configurator のバージョンの対応、およびユニットバージョンごとの仕様変更の情報について説明し
ます。

各ユニットのユニットバージョンとの対応
バージョンの組み合わせ表で使用する各項目について説明します。

NX ユニット 対応バージョン

形式 ユニットバ
ージョン

NJ/NX/NY シリーズコントローラで使用 CS/CJ/CP シリーズの PLC で使用
EtherNet/IP
カプラユニ

ット

CPU ユニッ
トまたは産
業用 PC

Sysmac
Studio

EtherNet/IP
カプラユニ

ット

Sysmac
Studio

NX-IO
Configurator

NX ユニット
の形式です。

NX ユニット
のユニット
バージョン
です。

NX ユニット
に対応した
EtherNet/IP
カプラユニ
ットのユニ
ットバージ
ョンです。

EtherNet/IP
カプラユニ
ットに対応
した NJ/NX
シリーズ
CPU ユニッ
トまたは NY
シリーズ産
業用 PC のユ
ニットバー
ジョンです。

NX ユニッ
ト、
EtherNet/IP
カプラユニ
ット、CPU
ユニット、産
業用 PC に対
応した
Sysmac
Studio のバ
ージョンで
す。

NX ユニット
に対応した
EtherNet/IP
カプラユニ
ットのユニ
ットバージ
ョンです。

NX ユニッ
ト、
EtherNet/IP
カプラユニ
ット、CPU
ユニットに
対応した
Sysmac
Studio のバ
ージョンで
す。

NX ユニッ
ト、
EtherNet/IP
カプラユニ
ット、CPU ユ
ニットに対
応した NX-
IO
Configurato
r のバージョ
ンです。

バージョンの組み合わせ表は以下のとおりです。
• 以下に示すバージョンの組み合わせで、各ユニット形式の各ユニットバージョンがサポートする機

能を使用できます。使用する NX ユニットの形式とユニットバージョンの対応バージョン以降のも
のを使用してください。未対応のバージョンの場合は該当の NX ユニット形式やそのユニットバー
ジョンで追加や変更された仕様は使用できません。

• NX ユニットを接続するユニットの種別や形式によっては、対応バージョンに記載したバージョンが
存在しない形式があります。その場合には、表で示した対応バージョン以降のもっとも古いバージ
ョンが対応しています。形式とバージョンの関係は各ユニットのユーザーズマニュアルを参照して
ください。

• 対応バージョンが“―”の場合は、該当の NX ユニットを対象の通信カプラユニットに接続できま
せん。

• 以下に示す対応バージョン以降を使用する場合は、通信カプラユニットのユーザーズマニュアル、
および CPU ユニット、産業用 PC のユーザーズマニュアルのバージョン関連情報を参照してくださ
い。

付録

A-74 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



NX ユニット 対応バージョン

形式 ユニットバ
ージョン

NJ/NX/NY シリーズコントローラで使用
*1 CS/CJ/CP シリーズの PLC で使用 *2

EtherNet/IP
カプラユニ

ット

CPU ユニッ
トまたは産
業用 PC

Sysmac
Studio

EtherNet/IP
カプラユニ

ット

Sysmac
Studio

NX-IO
Configurator

*3

形 NX-AD2203 Ver.1.0 Ver.1.2 Ver.1.14 Ver.1.19 Ver.1.0 Ver.1.10 Ver.1.00
形 NX-AD2204
形 NX-AD2208
形 NX-AD2603
形 NX-AD2604
形 NX-AD2608
形 NX-AD3203 Ver.1.0 Ver.1.2 Ver.1.14 Ver.1.19 Ver.1.0 Ver.1.10 Ver.1.00
形 NX-AD3204
形 NX-AD3208
形 NX-AD3603
形 NX-AD3604
形 NX-AD3608
形 NX-AD4203 Ver.1.0 Ver.1.2 Ver.1.14 Ver.1.19 Ver.1.0 Ver.1.10 Ver.1.00
形 NX-AD4204
形 NX-AD4208
形 NX-AD4603
形 NX-AD4604
形 NX-AD4608
形 NX-DA2203 Ver.1.0 Ver.1.2 Ver.1.14 Ver.1.19 Ver.1.0 Ver.1.10 Ver.1.00
形 NX-DA2205
形 NX-DA2603
形 NX-DA2605
形 NX-DA3203
形 NX-DA3205
形 NX-DA3603
形 NX-DA3605

*1. EtherNet/IP カプラユニットに対応する EtherNet/IP ユニットのユニットバージョンは、EtherNet/IP カプラ
ユニットのユーザーズマニュアルのバージョン関連情報を参照してください。

*2. EtherNet/IP カプラユニットに対応する CPU ユニットや EtherNet/IP ユニットのユニットバージョンは、
EtherNet/IP カプラユニットのユーザーズマニュアルのバージョン関連情報を参照してください。

*3. EtherNet/IP カプラユニットのユニットバージョン Ver.1.0 に接続する場合、EtherNet/IP カプラユニットの
ペリフェラル(USB)ポートへの接続だけが可能です。そのほかの経路では接続できません。そのほかの経路
で接続する場合は、ユニットバージョン Ver.1.2 以降の EtherNet/IP カプラユニットを使用してください。

付録

A-75NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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A-7 通信コントロールユニットに接続時のバ
ージョン関連情報

各ユニットを通信コントロールユニットに接続するときのバージョン関連情報です。
各ユニットと通信コントロールユニット、Sysmac Studio バージョンの対応、および各ユニットのユ
ニットバージョンごとの仕様変更の情報について説明します。

A-7-1 各ユニットのユニットバージョンとの対応
各ユニットのユニットバージョンと、通信コントロールユニット、Sysmac Studio のバージョンとの
対応を示します。

バージョンの組み合わせ表の見方
バージョンの組み合わせ表で使用する各項目について説明します。

NX ユニット 対応バージョン

形式 ユニットバージョン 通信コントロールユニッ
ト Sysmac Studio

NX ユニットの形式です。 NX ユニットのユニット
バージョンです。

NX ユニットに対応した
通信コントロールユニッ
トのユニットバージョン
です。

NX ユニット、通信コント
ロールユニットに対応し
た SysmacStudio のバー
ジョンです。

バージョンの組み合わせ表
• 以下に示すバージョンの組み合わせで、各ユニット形式の各ユニットバージョンがサポートする機

能を使用できます。使用する NX ユニットの形式とユニットバージョンの対応バージョン以降のも
のを使用してください。未対応のバージョンの場合は該当の NX ユニット形式やそのユニットバー
ジョンで追加や変更された仕様は使用できません。

• NX ユニットを接続するユニットの種別や形式によっては、対応バージョンに記載したバージョンが
存在しない形式があります。その場合には、表で示した対応バージョン以降のもっとも古いバージ
ョンが対応しています。形式とバージョンの関係は各ユニットのユーザーズマニュアルを参照して
ください。

• 対応バージョンが“―”の場合は、該当の NX ユニットを対象の通信コントロールユニットに接続
できません。

• 以下に示す対応バージョン以降を使用する場合は、通信コントロールユニットのユーザーズマニュ
アルのバージョン関連情報を参照してください。

付録

A-76 NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)



NX ユニット 対応バージョン

形式 ユニットバージョン 通信コントロールユニッ
ト Sysmac Studio

形 NX-AD2203 Ver.1.0 Ver.1.00 Ver.1.24
形 NX-AD2204
形 NX-AD2208
形 NX-AD2603
形 NX-AD2604
形 NX-AD2608
形 NX-AD3203 Ver.1.0 Ver.1.00 Ver.1.24
形 NX-AD3204
形 NX-AD3208
形 NX-AD3603
形 NX-AD3604
形 NX-AD3608
形 NX-AD4203 Ver.1.0 Ver.1.00 Ver.1.24
形 NX-AD4204
形 NX-AD4208
形 NX-AD4603
形 NX-AD4604
形 NX-AD4608
形 NX-DA2203 Ver.1.0 Ver.1.00 Ver.1.24
形 NX-DA2205
形 NX-DA2603
形 NX-DA2605
形 NX-DA3203
形 NX-DA3205
形 NX-DA3603
形 NX-DA3605

付録

A-77NX シリーズ アナログ I/O ユニット ユーザーズマニュアル アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニット編 (SBCA-408)
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A-8 ユニット動作設定の編集画面の表示

A-8-1 CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続する場合
CPU ユニットまたは通信コントロールユニットに接続した NX ユニットのユニット動作設定を行う
ための、Sysmac Studio のユニット動作設定の編集画面の表示方法を示します。
Sysmac Studio の CPU ユニットまたは通信コントロールユニットの CPU・増設ラック構成編集画面
で以下に示す方法で、ユニット動作設定の編集画面が表示できます。
CPU・増設ラック構成編集画面の表示方法については、『Sysmac Studio Version 1 オペレーション
マニュアル（SBCA-470）』を参照してください。

l 方法 1
設定する NX ユニットをダブルクリックします。

l 方法 2
設定する NX ユニットを右クリックし、メニューから［ユニット動作設定の編集］を選択します。

l 方法 3
NX ユニットを選択し、［ユニット動作設定の編集］ボタンをクリックします。

付録
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A-8-2 スレーブターミナルの場合
スレーブターミナルで NX ユニットのユニット動作設定を行うための、Sysmac Studio のユニット動
作設定の編集画面の表示方法を示します。
Sysmac Studio のスレーブターミナルの構成編集画面で以下に示す方法で、ユニット動作設定の編集
画面が表示できます。
スレーブターミナルの構成編集画面の表示方法については、『Sysmac Studio Version 1 オペレーシ
ョンマニュアル（SBCA-470）』を参照してください。
Sysmac Studio 以外のサポートソフトでのスレーブターミナルの構成編集画面やユニット動作設定
の編集画面の表示方法については、使用するサポートソフトのオペレーションマニュアルを参照して
ください。

l 方法 1
設定する NX ユニットをダブルクリックします。

l 方法 2
設定する NX ユニットを右クリックし、メニューから［ユニット動作設定の編集］を選択します。

付録
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l 方法 3
NX ユニットを選択し、［ユニット動作設定の編集］ボタンをクリックします。

付録
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